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　その瞬しゆ間んかん、仄ほの暗ぐらい空間が光に包まれた。

　周囲に向かって拡ひろがる虹にじ色いろの輝かがやきは、空間転移の際に生じる発光現象だ。

　離はなれた場所と場所とを、繋つなぐ事で生じる空間の歪ゆがみ。

　それはキィィィィンという耳鳴りにも似た甲かん高だかい音を、辺りに響ひびかせる。

　そして眩まばゆい輝きが収束すると、光の中から人ひと影かげが姿を現した。

「毎度思うけど……やっぱり凄すごいわね、教会の《転移の門》は」

　彼かの女じよは長い髪かみをさらりと掻かき上げると、感かん嘆たんしたように空間移動の感想を述べた。

　リスティ・エル・ダ・シェルフィード。

　アレイザードという名のこの世界において、魔ま導どう大国としてその名を馳はせるシェルフィード王国。その女王がリスティだ。

　リスティは背後を振ふり返かえる。

　その視線の先には、見上げるような巨きよ大だいサイズの円形状のオブジェがあった。外側を瑠る璃り色いろの聖石で囲んだそのオブジェの中央には、正面の風景が映し出されている。

　だが──それは鏡ではない。その事を証明するかのように、オブジェの鏡面部分が光を発した。その輝きに眩まぶしさを覚え、リスティは僅わずかに眼めを細める。そして光が収まると、オブジェの向こう側から三つの人影が姿を現した。それはアレイザードの女王に即そく位いしたばかりのリスティにとって、最も頼たよりにしている三人だ。

　シェルフィードの王国軍と国民軍を統すべる大将軍、ゼクス・ドルトレイク。

　女王であるリスティの国政のサポートを行う精務長官、ルーティエ・トルム。

　リスティの身の回りの世話をするメイド達たちのトップ、侍じじ従ゆう長ちようのワルキュリア。

　リスティは先さき程ほどまで、とある用事で彼かれらと共に熱砂のディスディア帝てい国こくへと赴おもむいていた。

　そして今、たった一いつ瞬しゆんでシェルフィードの王都エルディアまで戻もどって来たのである。

「……どうした？　そんな所で、ぼんやりと突つっ立たって」

　こちらの様子に気が付いたゼクスが、声を掛かけてくる。

　リスティは「ううん」と軽く首を振って、

「何でもないの。ちょっと、《転移の門》を眺ながめてただけ」

　リスティ達は改めて自分達の眼の前にある巨大なオブジェ──《転移の門》を見た。

　それは、アレイザードに広く布教されているリシャル聖教に伝わる、旧時代の遺産だ。

　歴史書によれば当初、各国の門から行けるのは、リシャル聖教を創始したアレクラスタ皇国の教会本部だけに限られていたという。当時は《転移の門》を使用する者が、リシャル聖教の上位司教に限られていたからである。だが幾いくつかの大戦を経へた後、この数十年で各国の要よう請せいもあり、互たがいに行き来が可能となった。それは災害や飢き饉きん、疫えき病びようなどが発生した際への支し援えんや援えん助じよを、迅じん速そくに行えるようにするためだ。当初は中立の立場を重んじる教会サイド──アレクラスタ側はこの要請に消極的だったが、現在の教皇であるヴォルク・レム・アレクラスタ世の即位をきっかけに、《転移の門》は各国に開放された。

　とはいえ貿易といった経済活動などへの利用は許されず、あくまで非常用としてだ。

　そのため《転移の門》は、各国の王族同士の緊きんき急ゆう会談の役にも立っている。特に、つい最近まではシェルフィード、ディスディア、アレクラスタの三国は多くの会談を余よ儀ぎなくされていた。魔族の国ゲイルペインと、そして魔ま王おうガリウス打だ倒とうの軍事同盟のために。

　そして。リスティ達はつい先刻まで、ディスディアやアレクラスタの代表達と顔を合わせていた。行方ゆくえ不明になっている、魔王ガリウスの娘むすめミュウを捕とらえるために。

　一人の青年を──異世界へと帰き還かんさせたのだ。



　転移の間を抜ぬけ、教会を後にしたリスティ達は、すぐにエルディア城へと戻った。

　今後について、急を要する相談が必要だったからだ。

　会話は極ごく秘ひ裏りである事が必要だったため、彼かの女じよ達たちが集まったのは女王であるリスティの執しつ務む室しつ。ここならば、誰だれにも話を聞かれる心配はない。

　最後に室内へ入ったワルキュリアが扉とびらを閉じたのと同時、リスティは大きく嘆たん息そくした。

「一日しか国を空けていなかったのに……」

　げんなりとした声で呟つぶやくリスティの視線は、壁かべ際ぎわにある執しつ務むづ机くえへと向けられていた。

　彼女の机の上に山積していたのは、積み上げられた書類の束だ。

「ルーティエ様の忠告に従って正解でしたね」

　冷静な声でワルキュリアが告げた。

「もし、リスティ様が望んだように、陸路で帰国していた場合、少なくとも五日程度は掛かっていたでしょう。そうなれば、山積していた書類の量は、これの比ではありません」

　そう。リスティは初め、《転移の門》ではなく、馬車による陸路での帰国を考えていた。

　陸路を使って戻る事で、復興を続けているシェルフィード国内──それも特に眼の届きにくい辺境の状じよう況きようを、確かく認にんできると考えたからだ。

　また、女王である自分が顔を見せる事で、民の不安を和やわらげ、希望を与あたえる事もできるだろうと思っていた。だが、これはルーティエやワルキュリアの反対もあって却きや下つかされた。辺境を訪おとずれ、民に希望を与える事も大事だが、今はまだ国を立て直すための執しつ務むが山積みの状態だ。民の事を思うならば、まずは何よりもそちらを優先すべきだと。

　リスティは解わかっている。ルーティエやワルキュリアが言っている事は正しいと。

　だからこそ二人の説得に耳を傾かたむけ、《転移の門》での帰国を決めたのだ。

　だが、それでも思わずにはいられない。

　……もしも、アカツキが居てくれたら……。

　暁あか月つきは勇者だ。彼ならば、自分などが行くよりも、余よ程ほど多くの人間を勇気付けられる事だろう。それこそ政務で動けない自分に代わって、人々に希望を与えられたに違ちがいない。

　……ううん、違う……そうじゃない。

　自分だ。誰よりも暁月の存在を欲ほつしているのは、リスティ自身だった。

　暁月が元の世界へ帰り、自分が女王に即位して少し経たつが、今いま更さらながらに思い知る。

　己の中にある、暁月の存在の大きさに。彼の強さに、明るい笑え顔がおに、強ごう引いんな性格に、どれだけ自分が救われていたか──どれだけ支えられていたかを。

　しかしリスティは、心の中で膨ふくれ上あがりかけた自身の甘あまえを打ち消した。

　自分はこのシェルフィードの女王なのだ。ならば、自分の仕事をしなくては。

　……とはいえこの量だと、数時間コースは確実よね……。

　やれやれと肩かたを落とすリスティに、補ほ佐さ役やくのルーティエが微びし笑ようを浮うかべて、

「大だい丈じよ夫うぶですよ、リスティ。私も手伝いますから。二人でやればあっという間です」

「二人でって言うか……ルーがやればの間ま違ちがいだろ」

「うるさいわね。私だって、ちゃんと役に立ってるんだから」

　茶ちや化かすように言ったゼクスに、リスティはフンと胸を張って答えた。

　……まあ、確かにルーには助けて貰もらってばっかりだけど。

　ルーティエは、人間よりも遥はるかに知力に長たけた種族であるハイエルフだ。未いまだ復興途とじ上ようのシェルフィードには問題が山積みのため、女王のリスティの国事や雑務の量はハンパではない。そんなリスティが忙ぼう殺さつされずに済んでいるのは、ひとえにルーティエのお陰かげである。

「まあ、書類は後で何とかするとして──」

　そう言って、リスティは声のトーンを切きり替かえた。

「──もう解っていると思うけど、ゼクスとルーには調べて貰いたい事があるのよ」

　それは、魔王の娘を捕ほ獲かくするという任務を授さずけられたディスディアの勇者、フィル・バーネットを見送りに行った際に感じた疑問。フィルやディスディア皇こう帝ていのバラム、それにアレクラスタの大司教であるミランダらの、会話や雰ふん囲い気きから得た謎なぞだ。

「ゼクスには、あのフィル・バーネットがこのアレイザードに来てから、今まで一体何をしていたのか──その足取りを探さぐって欲ほしいの。初めて会った時から只ただ者ものじゃないとは思っていたけど、あれは流石に想像を超えていたわ」

《異界の門》があるディスディアの聖域で対たい峙じした時の事を思い出し、リスティは告げる。

「普ふ通つうの鍛たん錬れんや何かで、あんな力の波動を得られるとは思えない。あの力には何か秘密がある筈よ。その理由を探って」

　そして、

「ルーは、自分の世界へと帰還した異世界人が、再びこの世界に来る方法を調べて貰いたいの。バラム皇の発言や、ミランダさんの反応は、明らかにフィル・バーネットがこの世界に戻ってくる事を前提にしていたわ」

　自分で言っておきながら、それでもリスティは疑問を抱いだかずにはいられない。そんな方法が、本当に存在するのだろうか。少なくとも、これまで自分達は知らなかった。

　だが暁月も言っていた。もし何かあったら、必ず自分を呼べと。リスティが信じてくれたなら、その時は絶対に駆かけ付つけるからと。今にして思えば、別わかれ際ぎわに言っていた暁月の言葉も、何らかの方法がある事を示し唆さしていたのではないかとすら思える。

「……調べるのは構いません。ですが」

　ふと、落ち着いた声でルーティエ。

「もし、自分の世界へと帰還した異世界人が、再びこの世界に来る方法が本当にあったとして──それを知ってどうするつもりです、リスティ？」

　再び暁月を呼び寄せるのか。それとも、異世界へ移動するメカニズムを分ぶん析せきし、暁月の世界へ行くつもりなのか。そうした、冷静さを欠いた考えを抱いていないかと、ルーティエの瞳ひとみが問とい掛けていた。

　──暁月が、魔王の娘を自分の世界へ連れ帰った。

　ディスディアのバラム皇の持論をリスティは認めていない。それは自分達の仲間である暁月の名めい誉よを傷付ける考えであり、そして何よりもリスティ自身が信じたくはなかったからだ。だからこそ、バラム皇に対しては思わず食くって掛かるような態度も取った。

　リスティは思う。それは王として、軽けい率そつな行動だったと。そして、今はもうリスティの心は揺ゆるがない。たとえ何があろうと、暁月の事を信じると決めたから。

　だから──リスティは、静かに首を振って苦くし笑ようした。

「知ったからって、何かするつもりはないわよ。ただ、知らないでいる事と、知っていて使わないのとでは、全く意味が異なるわ。他国が知っている秘密を、私達は今知らない。その差を埋うめる事は、国家として肩を並べる事に繋がるし、方法を知っておけば他者の悪用を防ぐ事だってできるかもしれない」

　それに。

「アイツは言ってたわ。何かあったら俺おれを呼べって。なら、その方法を知っておいても良いでしょう。いざという時に備える。それは、この国を守るために、女王である私が果たすべき責任よ」

　決して私情で言っている訳ではない。私情が全くない──とは言い切れないけれど。

　すると、ルーティエはふっと微笑を浮かべた。

　長い付き合いだ。こちらの本心が解ったのだろう。彼女は「解りました」と頷うなずいて、

「しかし、以前シェルフィードに残されている文ぶん献けんには眼を通しましたが、そのような記述はありませんでした。恐おそらく、限られた者だけが知っている類のものなのでしょう」

　だから、

「私の故郷の者に訊きいてみます。私の居た集落の最長老は、千年近い時を生きています。何らかの情報を知っているかもしれません」

「それじゃあ俺の方は、国民軍の間かん諜ちようにでも当たってみるかね」

　と、ゼクス。

「軍事同盟を結んでからは、ディスディアには入りやすかったからな。今でも、向こうに残っている奴やつも居る。そこから、あのフィルとかいうガキの事を辿たどれるかもしれない」

「悪いわね。急いでは欲しいけど、でも今すぐじゃなくて良いから」

　リスティは苦笑して、

「私もディスディアの砂風で、髪の毛がバリバリだし。溜たまった書類を片付ける前に、湯ゆ浴あみ位はしたいしね。二人も疲つかれているでしょう。今日はゆっくりと休んで──」

　と、そこまで言った時だった。執務室の扉がノックされたのは。

「──誰です？」

　ドアの傍に控ひかえていたワルキュリアが、扉の向こうへ問い返す。

　この場の会話は極秘裏なものだ。その声は自然と硬こう質しつさを含ふくんだものになる。すると、

『イリアです。こちらにワルキュリア様がいらっしゃるのではと思い、伺うかがわせていただきました。至急ご報告したい事が』

　扉の奥おくから返って来たメイドの声に、ワルキュリアは無言でリスティを見た。

　許可を求めている視線だ。だからリスティは頷きを返す。

「良いわ。もう話は終わったし。入って良いわよ」

　ワルキュリアが扉を開けると、廊ろう下かの向こうにはワルキュリアとほぼ同じメイド服を着た少女が立っていた。彼女はリスティ達に向かって一礼すると、早足でワルキュリアの元へと歩み寄った。そして、そっと彼女へと耳打ちする。その瞬間。常に冷静沈ちん着ちやくなワルキュリアの表情が、一瞬険しくなったのを、リスティは見み逃のがさなかった。

「……何かあったの、ワルキュリア？」

　何事かと問うリスティに、

「問題が発生しました……というよりも、発生していたようです。我々の留守の間に」

　遠回しな物言い。いつものワルキュリアならば、結論から先に言うというのに。

　リスティは知っている。ワルキュリアがこういう物言いをする時は、何か良くない事が起きた時だ。それも──かなりの。そして、

「申し上げます──」

　重い口調で、ワルキュリアがその事実を告げた。
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　沈しずみかけた太陽が、地平線を赤く染めている。

　頭上に広がる空は、夜の訪れを告げるかのように薄っすらと暗い蒼あおになりつつあった。

　そして地平線近くの遠くの空は、まるで両者の境界線上のような赤あかむ紫らさきだ。

　薄うす暗ぐらさを見せ始めた夕刻。エルディア城の西の森、その一角に作られた霊れい園えんで。

　リスティは立ち尽つくしていた。

「どうして……」

　思わず、そんな呟きが零こぼれ落おちた。眼の前の光景が信じられなかったからだ。

　彼女の見つめる先にあるもの。それは、無残に破は壊かいされた一つの墓だった。

　かつて魔王との戦いで命を落とした者達が眠ねむるこの霊園において、中でもその墓は特別な存在の死を悼いたんだものだ。魔王軍と真っ向から戦い、多くの戦功を残した青年。

　真の勇者と謳うたわれた、レオン・エスペリオの墓である。そんな彼の墓が──見るも無残に破壊されている。彼の名が刻まれた墓石は、その中央を縦に割られていた。

　捧ささげられていた草花も、その死を悼む想おもいを綴つづったカードも、全すべて踏ふみにじられて。

　そして、彼の亡なき骸がらと思い出の品々とを埋まい葬そうした地面は、まるで巨大な爪痕のようにごっそりと抉えぐられていた。

「ひどい……一体、誰がこんな真ま似ねを……っ」

　リスティは唇くちびるを噛かみ締しめる。

　犯人が思い当たらなかった。残念ながら暁月を良く思っていない者がいる事は、リスティも知っている。だからこそ彼は、はぐれ勇者と揶や揄ゆされているのだから。

　だが、レオンに対して悪意を向ける人間がいるとは、正直思えなかった。

　だからこそリスティは思う。許せないと。

「──ワルキュリア」

　リスティは、背後に控えていた侍従長に告げる。

「犯人を捜さがさせて。これは、この国に対する明確な敵対行こう為いよ」

　許さない──リスティは拳こぶしを硬かたく握にぎり締めて心に誓ちかう。

　失われた命。眠りに就ついた死者の魂たましいを冒ぼう涜とくするような真似を。

　自分は絶対に、許しはしない。



　怒いかりに震ふるえるリスティの背後に立つ、二つの人影がある。

　それはワルキュリアと同じく、リスティを追って来たゼクスとルーティエだ。

　二人には、リスティの気持ちが痛いほど良く解る。

　感じる怒りは、自分達も同じなのだから。

　だが。そんな怒りの中でも、二人の中には冷静さが残っていた。

　だからリスティには聞こえない囁ささやき声で、二人は言葉を交かわし合う。

「──気付きましたか、ゼクス？」

「ああ……あの墓石、割られたんじゃねえ。斬られてんな」

　左右に割られた墓石にはヒビが入り、周囲には墓石の欠片かけらも散らばっているため、一見すると鉄のハンマーか何かで割られたようにも見える。だが、レオンの墓はアダマンタイト鉱石の特別製だ。その硬こう度どは鉄のハンマー程度で割れる物ではない。かといって、対魔ま法ほうの防ぼう御ぎよ石にも使われるアダマンタイトの墓を、並の魔法で破壊できるとも思えない。

　そして。よく見れば断面が、まるで鏡面のように平らになっているのが解る。

　間違いない。あれは剣けんで斬られたのだ。そして、その上で別の何かで破壊されたかのように偽ぎ装そうされている。それは、相当な腕うでの持ち主にしかできない業わざだ。こんな達人業ができる人間は、アレイザードでも限られている。遠からず、犯人は見つかる事だろう。

「……ごめん。あと、お願い……」

　部下のメイドに破壊された墓石の撤てつ去きよと、修復を命じるワルキュリアの横を通り過ぎ、リスティが城へと戻ってゆく。その後ろに、ゼクスとルーティエも続いていった。

「────」

　しかし。ふとゼクスは立ち止まり、背後を振り返る。

「……どうかしましたか、ゼクス？」

「いいや、何でもねえ……」

　声を掛けてくるルーティエに、ゼクスは首を振って答えた。

　……まさか、な……。

　そして再び歩き出す。ここでその名を口にするのは、まだ早計というものだろう。

　自分の脳のう裏りに一瞬だけ浮かんだ一人の青年。

　彼が犯人とは、まだ決まった訳ではないのだから。
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　複数のモニターとコンソールが備え付けられた空間がある。

　電気や空調といった環かんき境よう設備から、肉体ダメージを精神ダメージへと転化するシステム結界までをも管理するその部屋は、ＪＰＮバベルの心臓部であるコントロールルームだ。

　間もなく深夜に差さし掛かり、いつもなら当直のスタッフの姿しか見当たらない筈の時間帯にもかかわらず、この部屋には多くの職員で溢あふれていた。

　飛とび交かう怒ど声せいにも似た状況の確認と報告。それが、事態の深刻さを如によ実じつに表している。

　と、そこへ一人の男性が姿を現した。見上げるような巨きよ体たいを作業着に包つつみ、無ぶし精よう髭ひげを生やした顔には不ふ機き嫌げんそうなむっつりとした表情。それは、まるで町工場の作業員のような風ふう体ていだ。場ば違ちがいな人間が迷い込んだかのような状況。しかし、多くのスタッフが追われている作業の手を止め、そちらを見た。そして男性の姿を確認し、安あん堵どの表情を浮かべる。

「久く保ぼ田た博士……」

　その場の誰かの呼よび掛けに応こたえるように、作業着の男──久保田灰かい人とは口を開いた。

「状況を報告してくれ」

　自身の工こう房ぼうで、機械をいじっているのはあくまで彼の趣しゆ味みでしかない。

　異世界からの帰き還かん者しやを管理するバベルにおける、異世界の技術研究の第一人者。

　ＡＤの実用化、肉体にダメージを与えない特とく殊しゆシステム結界の開発、模も擬ぎ訓練システムの構築など、今日のバベルの多くの技術が彼の功績によるものだ。

　バベルの重要人物の一人。それが、久保田灰人の肩かた書がきだった。

　落ち着いた久保田の言葉に、スタッフ達たちが矢や継つぎ早ばやに現状を口にする。

「三十分程ほど前から、システム結界がダウン。メインプログラムが原因不明の動作不良を起こし、復旧ができません」

「非常時対応マニュアルに従い、予備の補助システムによる再起動を試みましたが、こちらも復旧に失敗。どうやら、回線を物理的に破壊されている模様です」

「その他、第二、第四、第七回線が不通。外部との連れん絡らく、及および敷しき地ち内ないのセキュリティシステムの維持に深刻な障害が発生しています」

　要は、まるで打つ手がない状況という訳だ。すると久保田はスッと眼めを細めて、

「──他の回線やシステムは？」

「ぶ、無事です……問題なく稼か動どうしていますが……」

　慌あわてて頷くスタッフに、久保田は「よし」と呟いて、

「生きているシステムの回線からバイパスを作って、それぞれの回線を強制並列化。そこから残りのシステムを再構築して復旧させるぞ。それぞれの稼動効率は落ちるが、この際贅ぜい沢たくは言っていられん」

　的確な指示。久保田がコントロールルームに姿を現して僅わずか数分足らず。だが、たったそれだけの短い時間で、絶望的な状況に光が差した。スタッフ達は慌あわただしげに、それぞれの持ち場で作業を開始する。

「──久保田博士！」

　と、一人のスタッフが久保田を呼んだ。

「高等部のランキング戦の本部テントから通信が。システム結界の復旧にどれ位かかるか聞いてきています」

「…………八時間だ。それでシステムを組み直して何とかすると伝えておけ」

　呟くような久保田の言葉に、ザワリと周囲のスタッフがどよめきの声を上げた。

　事態は急を要する。向こうの現場にしてみれば八時間でも長すぎるだろう。

　だが、久保田が口にした八時間という言葉は、技術スタッフ達を戦せん慄りつさせるのにも充じゆう分ぶんだった。生き残った回線とシステムだけを使い、全てのシステムを復旧させる。しかも、回線の強制並列化という乱暴な真似をする以上、一からプログラムを組み直す必要があるというのに。

　それを、たった八時間で何とかしようというのか……？

　しかし、久保田はまるで当然のようにスタッフ達に告げる。

「戦場になっているのが向こうだけでは不公平だろう──こちらも命いの懸ちがけで行くぞ」



　そして、技術スタッフ達の戦いが始まった。

　限られた機材と制限されたシステム状況下で、誰もが最大効率で作業を行ってゆく。

　そんな中、ふと誰かが呟いた。よりにもよって、こんな日に──と。

「文句を言っても始まらん。俺おれ達たちは、俺達にできる最善を尽くす事だけを考えろ」

　窘たしなめる口調で言いながら、しかし久保田は疑問に思う。

　──聞けば、この状況が発生する数時間程前に、セキュリティシステムが敷地内で謎の侵入者を確認していたという。しかし、すぐにシステムの誤作動との報告がなされたため、問題はないと判断されたそうだ。今となっては、恐らくその侵入者と、この破壊工作は無関係ではないのだろう。だがメインシステムはともかくとして、どうやって予備の補助システムまで破壊できたのか。それも、使用している回線を切断するなどというピンポイントな破壊法で。まるで──バベルのシステムについて熟知しているかのように。

　……何とも嫌いやな雲行きだな。

　とある可能性を思おもい浮かべ、面めん倒どうな事になったと久保田は思う。



　未だ、侵入者を捕とらえられていないというのに。

　この上まさか──内通者までいるというのだろうか？





　──そして、二つの世界の思おも惑わくが錯さく綜そうする中で。

　ＪＰＮバベル史上、最も長く残ざん酷こくな夜の幕が上がる──



    

  
    
      まだ解わからないのなら教えてやるよ。

俺が、お前の居場所って奴を──　



    

  
    
      第１章《こんなにも綺き麗れいな月夜の晩に》
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　熱気を含みながら立ち込める闇やみがある。

　それは夜の山さん岳がくに降りる、静せい寂じやくを伴ともなう漆しつ黒こくとは性質が異なっていた。

　燃え盛る炎ほのおが生んだ上じよう昇しよう気流。

　黒こく煙えんだ。

　視界を奪うばい、喉のどを焼く煙けむりと熱──その中心に、凰おう沢さわ暁あか月つきは立っていた。

　……くそったれ、ちょっとばかり遅おそかったか……。

　心の中で、暁月は舌打ちする。

　──年度末に行われる、ＪＰＮバベルのランキング戦の初日。

　日中は、立たち塞ふさがるライバルチームを蹴け散ちらして。

　そして夜、暁月はＪＰＮバベル最強を誇ほこる生徒会メンバーとの戦せん闘とうに臨のぞんでいた。

　だが、あと一歩で勝利という所まで追おい詰つめながら──しかし暁月は戦闘を中断した。

　妹の美み兎うや、クラスメイトの千ち影かげや葛くず葉はら、ランキング戦でチームを組んだ仲間が居る筈の辺りから、激しい戦闘音が聞こえてきたからだ。

　距きよ離りにして三。夜の闇に閉ざされた山の中を、暁月は全速力で駆け抜ぬけた。

　視界の悪い中、アップダウンの激しい山道。不規則に生え並ぶ木々の間を縫ぬう行程。

　それにもかかわらず、到とう着ちやくまでに掛かかった時間は僅かに一分足らずだった。驚きよ異うい的てきなスピード。それは元々ズバ抜けた身体能力を誇る暁月が、体内に氣を巡めぐらす操体術《錬れん環かん勁けい氣き功こう》を使う事で可能となった疾しつ走そうだ。

　──しかし、それでも間に合う事はなかった。

　今、暁月の眼前に広がっているのは、破壊され尽くしたベースキャンプの光景だ。

　周囲の木々は薙なぎ倒たおされ、大地はあちこちが深く抉られている。

　先さき程ほどまで暁月が、美兎達たちと共に身体を休めていた渓けい谷こくの一角。そこには最も早はや、暁月達が少し前に得ていた安らぎはない。あるのはただ、今も大地を焦こがし続ける、戦闘の余よ韻いんを感じさせる熱気だけだ。

　通常なら常時展開されているシステム結界──それは、異世界から帰き還かんした特殊能力を得た者達が、互たがいを傷付け合う事がないようにと、肉体に受けたダメージを精神ダメージに転化させる特殊結界だ。もし一定を超こえる威いり力よくの攻こう撃げきを受けた際は、自動でリミッターが働く事で、気絶する以上のダメージをカットするという安全装置も兼かね備そなえている。

　そんな、バベルにとって最も重要なシステム結界が今、消失してしまっていた。

　破壊されたベースキャンプに、暁月の戻もどりを待っていた筈はずの美兎の姿はない。

　千影や葛葉の姿もだ。そして──突つきつけられたこの現状。

　見れば誰だれもが最悪の事態を想像し、呆ぼう然ぜんとなるこの状じよう況きようで。

　それでも、凰沢暁月は立ち尽くさない。

「──待ってろ」

　この場所で『何』が起きたのかは解らない。だが、『何かが起きた』のは間ま違ちがいない。

　美兎達を害する何かが起きた──凰沢暁月は思う、それだけ解れば充分だと。

「これは……」

　そこへ、遥はるか達たち生徒会メンバーが追いついてきた。暁月が想像していたより早い到着だ。

　遥が風の飛ひ行こう魔ま法ほうを使ったのだろう。彼かの女じよ達は破壊されたベースキャンプを見て、

「やはり先程の戦闘音の現場は、ここだったようですわね……」

「美み奈な巳み、本部と連絡を取れ。ＡＤの反応から、凰沢の妹達の居場所を辿るように」

　最早システム結界が機能していない以上、直ちに戦闘は中断させなくてはならない。

　指示を出す遼りよ平うへいに、美奈巳は小型の無線通信機の入っている片耳に手を当てながら、

「……今、向こうのスタッフがランキング戦に参加した全学生の所在を確かく認にんしてる所」

　ただし、

「ダウンしたメインシステムの復旧作業のために、他のシステムに制限が掛かっていて、演算の処理能力が落ちてる……上う手まく反応が表示されないって」

「久く保ぼ田た博士の指示──ですわね。恐らく、生きているシステムの回線からバイパスを作り、システム回線を並列化させるつもりですわ」

「おいおい……そりゃ丸一日は掛かる作業だぞ。まあ、それが最短の方法だろうが──」

　遥の推測に、遼平は苦い表情を作る。

　そんな、打つ手がない事を嘆なげく遥達の会話を、凰沢暁月は聞いていなかった。

「──────」

　ただ両眼を閉じ、耳を澄すますようにしている。

　だが、暁月が研とぎ澄ませているのは、聴ちよ覚うかくではなく意識。

　美兎の氣を探さぐっているのだ。万ばん物ぶつに宿る氣の反応は、それぞれが千せん差さ万ばん別べつ。

　そして氣を操あやつる暁月の錬環勁氣功は、一度覚えた相手の氣を探る事ができた。

「────見つけたぜ」

　察知する。美兎の氣の反応が、ここから南の方角へと移動していた。美兎の近くには知らない氣の反応もある。恐おそらくは、これが襲しゆ撃うげ者きしやなのだろう。

　……コイツか……覚えたぜ、もう忘れねえ……。

　暁月は、敵の氣を心の中にしっかりと刻み込む。

　一方で、どうやら美兎は無事らしい。それに、ここからまだそう遠くはない位置だ。

　自分なら充分に追いつける。

　その事実に、暁月は胸を撫なで下おろしかけ──しかし、すぐに表情を改める。

　……委員長と五泉いずみは……一いつ緒しよじゃねえのか？

　二人の反応が、美兎の傍にない。とっさに暁月は、葛葉と千影の氣を探った。

　すると、すぐに微びじ弱やくな反応を捉とらえる事に成功する。そして、

「────っ」

　暁月は弾はじかれたように動いていた。

「ど、どうしましたの一体っ？」

　血相を変えて走り出だした暁月に、何事かと遥が声を上げる。

　暁月はその声に応えずに、横よこ倒だおしになっている巨きよ木ぼくの幹に手を掛けた。

　そして、まるで蚊かを払はらうかのような動きで腕を振ふる。

　と同時、ヴォン！　と呻うなるように大気を震わせながら、巨木が急速反転した。

　そして引っくり返るように地面に激げき突とつし、大地を震わせる。

　地面の揺ゆれの大きさが、巨木の尋じん常じようではない重量を如実に教えていた。

「な──」

　背後の遥が思わず絶句したのにも構わず、暁月は叫さけぶ。

「──五泉、委員長っ！」

　暁月の視線の先には、傷付いた姿で倒れている二人の少女がいる。

　五泉千影と、そして桐どう元もと葛葉の二人が。急いで暁月は、彼女達を助け起こすと、

「………凰沢……君……？」

　ふと葛葉が、意識を取とり戻した。

　だが、その声はいつもの冷静な口調からは想像できないほど弱い。

「……ごめん……なさい……」

　震える喉から搾しぼり出されたのは、消え入りそうな涙なみ声だごえだ。だから、

「────」

　それを耳にした暁月の眼が、スッと細められた。

　そんな暁月の肩かた越ごしに、二人に気が付いた遥が声を上げる。

「桐元さんっ、それに五泉さんも！　無事でしたのっ？」

「私は……何とか。五泉が……とっさに、私の事を庇かばってくれたから……」

　葛葉が辛かろうじて首を動かして、隣となりの千影を見た。

　対する千影はまだ意識を失ったままだ。こめかみの辺りからの出血が、一筋流れて頬ほおを濡ぬらしている。もしかしたら、頭を強く打っているのかもしれない。

「桐元さん、一体何が──」

　そう遥が問おうとした瞬しゆ間んかんだった──暁月が、そこから先を手で制したのは。

　疑問など、挙げようと思えば幾いくらでも出てくるだろう。

　だが、凰沢暁月はそれを問わない。

　充分だったからだ。この状況と、そして小さな少女が発した短い言葉だけで。

　だから、ただ青い炎のように。静かに、しかし確かに熱く燃える怒りを、その身体に滾たぎらせて。凰沢暁月は、たった一つだけを問う。

「──どんな奴だった？」

　相手さえ解れば、自分が全て片を付ける。事情など、後で幾らでも向こうに問えば良い。

　すると葛葉は、

「見た事のない……男よ。凰沢君の後を追おうとした、私達の前に突とつ然ぜん現れて」

　そして、全すべてはあっという間だったと告げる。

「……凄すご腕うでよ。まるで歯が立たなかったわ……凰沢さんは、動けない私達からあの男を引ひき離はなすために、一人で──」

　葛葉は視線で、闇の向こう側を指す。そして、ふと思い出したかのように、

「恐らく、貴方あなた達たちと同じ異世界に行っていた人だと思う。アレイザードがどうとか言っていたから……あと、凰沢さんが『ディスディアの聖騎士』って」

「────」

　その言葉に、暁月は僅かに表情を厳しくした。

　事情を知らない葛葉が口にした言葉。それは、この事態の核かく心しんだ。

　……そういう事か。

　これでもう、相手に事情を聞く必要はない。凰沢暁月は、今こそ状況を理解する。

　襲撃者の正体は──アレイザードからの追手だ。

　……いつか来るかもしれねえとは思っていたが、まさかこうも早いとはな。

　その可能性とリスクを考えていなかった訳ではない。むしろ意識していた位だ。

　美兎がノルンチェックで受けた予言の意味を、暁月は理解していた。

　だから油断していたつもりはない。しかし、それでもまだ考えが甘あまかったという事だろう。言い訳はできない……たとえ暁月の所せ為いではなくても──これは暁月のミスだ。

「……そうか、解った」

　やがて、暁月は一度だけ頷うなずいた。そして、そっと葛葉の頬に右の手の平で触ふれる。

「悪かったな委員長、けど、もう心配要いらないぜ。後は──俺おれが全部片付けるからよ」

　そう告げると同時、

「────」

　フッと葛葉が意識を失った。

　だが規則正しく行われる呼吸が、それが穏おだやかな眠ねむりである事を教えてくれる。そして、暁月の右手に白い光が宿っている事に気が付いた、上うえ崎さき遼平が声を掛けてくる。

「──何をしたんだ、凰沢？」

「応急手当だ。内氣功の一種でな、体内の氣の流れを安定化させた」

　次に千影の負傷した頭部に、暁月は手を当てた。

　すると、ほどなくして血を流したせいか青ざめていた千影の顔に血色が戻ってくる。

「良し、五泉も安定した──遥ァ！」

「──は、はいっ！」

　強い口調での突然の呼びかけに、思わず遥はビクッとなる。

　それからハッと気が付いたように顔を赤くし、慌てて憤ふん慨がいしたように、

「って──何ですの凰沢暁月！　いきなり人を呼び捨てにして！」

「怪け我がしてるコイツらを本部テントに運んでくれ。多分、風系統が得意なアンタが一番早い。ランキング戦のガイダンスの説明じゃ、確か本部には回復魔ま法ほうが使える医いり療よう班はんが常じよう駐ちゆうしているって話だったよな？」

「……それは先刻まで。今は、もういない」

　と、横から哀あい原はら美奈巳が口を挟はさんだ。

「今日の午後、敷地内への不法侵入者が確認された。すぐに問題ないと報告があったけど、それ以降、警備員や職員の何人かが行方ゆくえ不明になってたって」

　今はもう発見されたものの、全員が原因不明の昏こん睡すい状態のため、まだ詳くわしい状況は把は握あくできていない。そのため、医いり療よう塔とうに運ばれた警備員達を治ちり療ようするため、医療スタッフらは本部テントを離れてしまっているという。それらの事情を聞いた暁月は、

「なら、それこそ医療塔へ連れて行けば良いだけの話だろ。どちらにせよ、飛行魔法が使えるお前が適任なんだ、副会長」

「呼び捨ての次は、お前呼ばわりですの……？」

　遥はやれやれと溜ため息いき一つ。しかし、

「──ですが、確かにそれが最善ですわね」

　容態が落ち着いているとはいえ、治療は早いに越こした事はない。その事に納なつ得とくしたのか、遥は表情を改めた。と同時に魔ま法ほう陣じんが展開する。飛行魔法が発動したのだ。

「上崎、美奈巳。貴方達は、桐元さん達を傷付け、現在も彼の妹さんを追っている人物の追つい跡せきを。相手は、例の侵入者と同一人物の可能性もあります。油断なく、慎しん重ちような対応をするように。私も負傷した彼女達を医療塔へ運び次し第だい、すぐに駆かけつけ──」

「──いや駄だ目めだ。書記と会計には、他にやって貰もらう事がある」

　遥の言葉を遮さえぎって、暁月。

「本部テントではランキング戦の模様を、ＡＤの反応を通してモニターしていたんだろ。恐らくそれは、一定時間ごとに途とち中ゆう経過をまとめていた筈だ。そして、システムがダウンしたのはつい先刻。だったら、その前に更こう新しんされた最新データから、残っている学生の位置はある程度割り出せるだろ」

　ならば、

「哀原。アンタのゴーレムは──最大、何体まで同時に行ける？」

「……多分、三百位までなら平気」

「よし充分だ。確か、ゴーレムは命令実行型だったな。だったら、現在バトルフィールド内に取り残されている人間を救助、もしくは本部テントへ誘ゆう導どうさせてくれ。これ以上、他に犠ぎ牲せい者しやを出す訳にはいかねえからな」

　そして、

「上崎。書記のアンタはその補ほ佐さだ。重傷者が発見された時は、その上空を火系統の魔法で照らしてくれ。方法は任せるからよ」

「成る程な……それでもし重傷者がいた場合は、また遥に医療塔まで運ばせるって訳だ」

　勘かんの鋭するどい遼平は、暁月の考えを見み透すかしたように呟つぶやく。

　しかし、「だが──」と遼平は、細い目をスッと開いて、

「どういうつもりだ？　それじゃしばらくの間は、俺達は侵入者の捜索には加われない。正体も力も解らないような敵を──まさか、たった一人で追うつもりか？」

「ああ。適材適所だろ？　物事には優先順位ってものがある。お前らは生徒会だ。学生の代表として生徒を統とう率そつ・指導する他に、危機から守り導くのも仕事に含ふくまれる。だったら話は簡単だろう──アンタらはそれをやれ。俺は俺の仕事をやる」

「確かに。ですがそれを言うなら──貴方あなたを危機から守るのも、私達の仕事ですのよ？」

　と、遥。暁月を真っ向から見み据すえて、

「たとえどれだけ問題児だろうと、貴方はこのＪＰＮバベル高等部の学生です。みすみす危険な場所へ一人で向かう事を、私達が許すとでも思いますの？」

「へえ……俺を心配してくれるのかい、副会長？」

「か、勘かん違ちがいして貰っては困りますわ！　副会長兼風紀委員長の義務だからですっ！」

　遥は顔を真っ赤にしながら叫ぶ。

　これまでの衝しよ突うとつや諍いさかいなどは、この際理由にはならない。今は非常事態なのだと。

「気持ちは有あり難がたいが……俺は行かせて貰うぜ。ウチの妹がピンチなんでな。お前らも、いつまでも俺なんかに関かかわって時間を潰つぶしている場合じゃないだろう。それに──」

　そう言って、暁月は三人に告げる。

　それは断言。

「──お前らに俺は止められない。それはもう解ってる筈だ」

『…………………………』

　暁月の言葉に、遥達三人が沈ちん黙もくする。それが何よりの答えだった。

　思わぬ邪じや魔まが入ったが、それでも暁月と遥達の戦闘は、結果が見えていたのだ。

　もしそれでも無理に止めるというなら、こちらも押おし通るまでだ。

　だが三人も、ここに来てそんな馬ば鹿かな真ま似ねをする事はない。

　それは暁月の言った事が間違っていないから。物事には優先順位があり、そして彼らに暁月が止められない以上、取るべき道は一つしかないのだから。



　凰沢暁月が──美兎を救う道しか選ばないのと、同じ様に。
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「──じゃあな。委員長と五泉の事、頼たのんだぜ」

「あ……」

　七なな瀬せ遥は見送る事しかできない。

　たった一人で危機へと立ち向かう暁月の──その背中が遠くなってゆくのを。

　……待って……。

　適材適所も、物事の優先順位も解っていた。

　だが、自分でも抑おさえられない何かの感情が溢あふれ、遥はとっさに叫ぶ。

「行きますわ──」

　その感情の意味を、七瀬遥は知らない。ただ──我が慢まんできなかった。

「重傷者を医療塔へ運んで、他の学生やスタッフの所在と無事を確認し、全員の避ひ難なんを終わらせたら、必ず私達も後を追いかけます！　必ず貴方の所へ駆け付けますわ！」

　すると、暁月が振り返かえって。

　……あ……。

　遥は見る。暁月がこちらに向けた笑え顔がおを。それはかつて、久保田の工こう房ぼうで暁月が見せたのと同じ笑えみで。だから──七瀬遥は、もう何も言えない。

　そして、暁月の姿が正面の闇の向こうへと完全に消えた。

　すると遥は切なげに一いつ瞬しゆんだけ眼を伏せ、

「──行きますわよ上崎、美奈巳」

　それから顔を上げた時にはもう、いつもの彼かの女じよに戻っていた。

　告げる。

「医療塔へ行きすがら、貴方達二人も本部テントまで運びます。彼の言っていた方法で救助と避難誘ゆう導どうを行うなら、そこからの方がやりやすい筈ですから」
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　繰り返される浅い呼吸がある。

　焦あせりと恐きよ怖うふが零こぼれるかのような短い息いき遣づかいは、暗い森の中を駆ける凰沢美兎のものだ。

　美兎は現在、ベースキャンプのあった渓谷から南の森を走っていた。

　木々の間を縫うようにして駆けながら、美兎は時折視線を背後へ。

「……っ」

　振り返るのは常に一瞬。だが、美兎の瞳ひとみは確かにそれを見る。

　茂しげみの小枝を踏ふみ折りながら、悠ゆう然ぜんと白い影がこちらを追ってきていた。

　それは、ベースキャンプで自分達を襲おそってきたあの青年だ。

　凰沢美兎は知っている。あの青年が何者で、一体どこから来たのかを。

　……あの人、ボクを追ってきたんだ。

　アレイザード──この世界とは異なる世界で、美兎は魔ま王おうの娘むすめとして生きてきた。

　ミュウ。それが本当の美兎の名だ。

　そして、アレイザードに召しよ還うかんされた暁月が、苦難の果てに《はぐれ勇者》となり、魔王である父ガリウスを倒した。そして父が息を引き取る際に、暁月に頼んだのだ。

　──貴様に娘を託たくしたい、と。

　暁月はその願いを聞き入れた。そして、極ごく秘ひ裏りにこの世界へミュウを連れ戻ったのだ。

　それから暁月は、行方不明になっている自身の妹が戻ってきたという事にして、ミュウの面めん倒どうを見てくれている。『美兎』という、妹の名を与あたえて。

　だが──美兎は忘れた事はなかった。

　アレイザードで、魔王の娘として生きてきた自身の過去を。

　美兎は思う。自分は父を尊敬していたし、娘であった事を今も誇りに思っていると。

　父は強かった。魔族の長おさとして、魔族が平和に暮らせる世界を作るため、その圧あつ倒とう的てきな力で多くの人間を倒していった。故ゆえに多くの人間が彼を恐れ、憎にくんだ。

　人間にとっての恐怖の象しよう徴ちよう──それは魔王としての宿命だ。だからもし、自分が倒されても、お前はその人間を恨うらむなと、美兎はガリウスから言われていた。お前が恨めば、また憎しみの連れん鎖さが繋つながり、争いが起こってしまうからと。

　だが、魔王が死んでも魔族の国がなくなる事にはならない。本当なら美兎は、父亡なき後の魔族を導かなければならなかった。今でも仲間達がどうしているのか、考えない日はない。彼らには、魔族の国ゲイルペインの深い森の中で、静かに暮らすように告げてある。だが美兎は魔王の娘として、そんな彼らの精神的な支えになる責任と義務があった。

　……けど、もしそうしていたら……。

　美兎は唇くちびるを噛かむ。もしそうなれば、美兎を新たな魔王として担かつぎ上あげ、争いを続けようとする者もいただろう。そして父ガリウスは、何よりもその事態を避さけたかったのだ。

　娘を新たな魔王にする事も、そしてこれ以上戦争で同どう胞ほうが死んでゆく事も。

　だから、父は言っていた──魔王は自分で最後だ、と。

　そして。もし自分を倒す人間が現れた時は、許されるならお前はその者と生きろと。

　もし万一──自分を倒した者が、共に生きる相手として相応ふさわしくないと思ったなら、殺しても構わないからと。だからこそ美兎は、暁月と共にこの世界へとやって来たのだ。

　父からこの話をされたのは、父が死ぬ五年近くも前の事だ。それからずっと、美兎は悩なやみ苦しみ、考え抜いた果てに結論を出した。それは生半可な決意ではない。もし何か最悪の事態が起きた場合は、自ら命を絶つ──そんな悲ひ壮そうな覚かく悟ごを胸に秘ひめて、美兎は暁月と共にこの世界へやって来たのだ。

　それでも、奔ほん放ぽうながらも優やさしさを併あわせ持もつ暁月と暮らす内に、段々と自分はこの世界で生きて行けるのではないか──そんな風に感じられるようになって来ていたと思う。

　しかし──美兎はそれでも、いつも漠ばく然ぜんとした不安を感じていた。

　過去を隠かくして、無かった事にして、自分一人が幸せに生きて行けるものだろうかと。

　自分の秘密を伝えていない葛葉や千影はもちろんの事、暁月にもその不安を伝えた事はない。これは、自分で向き合わなければならない問題なのだから。

　……でも。

　凰沢美兎は理解する。今回の事で、はっきりと痛感したからだ。

　どれほど過去を隠そうと、どれほど無かった事にしようと。

　過去は消せない。

　そして、ずっと追いかけてくるのだ。背中から。まるで亡ぼう霊れいのように。

　今の状況が──正しくそうであるように。



「っ…………！」

　起き伏ふくのある地面の頂上で、美兎は跳ちよ躍うやくした。

　と同時、宙にいる間に身体を捻ひねって背後を向くと、

「────っ！」

　それまで集中していた意識を解放する。

　刹せつ那な、後方へ向けた聖錫の先に魔法陣が展開し、その中央から風の刃やいばが後方へと飛ぶ。

　しかし、

「……やれやれ、何度も無む駄だな事をしますね」

　相手はそれに対し、左手を無造作にかざした。それだけで、相手にぶつかる直前で風の刃が霧む散さんして、いとも簡単に防がれる。

　先程からこの繰り返しだった。

　こちらの攻こう撃げきは通用せず、しかも徐じよ々じよに距きよ離りを詰つめられている。

　……けど、とにかく今はこうするしかないもん……。

　先刻から繰り返している攻撃は、目め眩くらましの様な軽いものばかりだった。

　何な故ぜなら美兎が今、自身に課している役割は『囮おとり』だからだ。

　フィル・バーネットと名乗った、ディスディア帝てい国こくの聖騎士の狙ねらいは自分だ。

　ならば、まずはとにかく他の人間を巻き込む事を避けなくては。

　……無事でいて、委員長……千影さん……っ！

　既すでに巻き込んでしまった友達を想おもいながら、美兎は必死に走り続ける。過去からは逃にげられない──逃げてはいけないという絶望に、少しずつ心を蝕むしばまれながら。

　と、その時。美兎は進行方行の先に一つの人ひと影かげを確認した。ＡＤの限定解除による、戦せん闘とう衣服に身を包つつんだ青年だ。自分と同じく、初日を勝ち残った生徒なのだろう。

　美兎はその顔に見覚えがあった。同じ高等部Ｂクラスの学生だったからだ。

　しかし、美兎は彼と話をした事はない。何故なら、その出会いは最悪だったから。

「どうして……っ」

　美兎は思う。よりにもよってこんな時に、と。

　そこに居たのは──他人を威い嚇かくするような、野の良ら犬いぬみたいな眼めをした青年だった。

　かつてはその牙きばを、級友や暁月に対して向けた事もある。正直、美兎は彼に対して余り良い感情は抱いだいていない。だが、それでも美兎は叫んでいた。

「逃げて、鬼おに塚づか君──っ！」

　しかし、

「………………フン」

　鬼塚はこちらの忠告を無視して、動こうともしない。

　いけない、と美兎は背後を振り返る。すると視線の遥はるか先に、フィルの姿が見えた。

　……どうしよう、このままじゃ……っ！

　やはり言う事を聞いてくれない。自分と同じく、鬼塚もこちらに対しては、良い感情は抱いていないだろうとは思っていたが。しかし、ここでもしまた因いん縁ねんを吹ふっ掛かけられでもしたら、間違いなくフィルに追いつかれてしまう。それどころか下手をすれば、鬼塚はフィルに対しても噛み付くかもしれない。相手の実力も解わからずに、気に入らないという理由だけで。だが、そんな真似が許される事態ではない。肉体のダメージを精神ダメージに転化するシステム結界は、今は消えてしまっているのだ。恐らく鬼塚は、その事実に気が付いていないのだろう。このままもしフィルとぶつかれば、確実に殺されてしまう。

　……っ、だったら！

　美兎は意を決したように、右足に力を込めた。それは、彼女の疾しつ走そうを左方向へと曲げる。

　自らの進行方向を変える事で、鬼塚がフィルとぶつかるのを回かい避ひさせるためだ。

　……今ので、また距離を詰められたかな……。

　背後を振り返り、しかし美兎はこれで良いと思う。

　たとえ相手が誰であろうと──自分の過去に巻き込む訳にはいかないのだから。
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「へえ、随ずい分ぶんと優しいんですね……」

　フィルは美兎が進路を変えたのを見ると、彼女が下した判断を理解して笑った。

　自分を危険に晒さらしてまで他人を救おうとする行こう為い。それは尊い精神だ。

　だからこそフィルは思う──何とも愚おろかな行為だと。

　こちらが本気で距離を詰めていない事にも気付かずに、あんな真似をするなんて。

　ようやく念願が叶うのだ。もう少しだけ、この状況を楽しみたかったのだが。

　追う速度を上げるまでもない。この様子だと、程ほどなくして彼女は自じ滅めつする事だろう。

　ところが、

「──おや」

　少し驚おどろいたように、フィルはその場で足を止めた。

　自分の行く手を遮るようにして、一人の青年が立ちはだかったからだ。

「すみませんが、そこを退いて貰えませんか？」

　フィルは穏やかな口調で告げる。

「僕ぼくは貴方に用はありません。敵意もありません。興味すらありません。僕はただ、彼女を追いたいだけなんです。だから──どうかそこを退いてくれませんか？」

「知るか。俺もお前に興味はねえ」

　しかし、青年はフンと鼻を鳴らし、

「だが生あい憎にくと俺は、お前に用があるんだよ。だから──ここから先は行かさねえ」

　野良犬のような瞳に、はっきりとした敵意を込めて、こちらを見据えてくる。

「困りましたね……。肉体がダメージを受けない結界は解除して貰いましたし。戦うと怪我をするだけでは済まないかもしれませんよ？　僕としては、関係ない人間を巻き込みたくはないんですが──」

　そう言い掛けたフィルの言葉が遮られた。彼の至近距離で爆ばく発はつが起きたからだ。

　鎧よろいに覆おおわれたフィルの胴どうを狙って放たれた炎えん塊かい。それは眼の前の青年が有う無むを言わず、フィルには有無を言わせず放った先制攻撃だった。

「酷ひどいなあ……」

　フィルは苦くし笑ようした。先さき程ほどまでの美兎の攻撃を防いだのと同様に、そこにダメージは微み塵じんもない。しかし爆煙が晴れ、不意打ちが失敗に終わった事が解っても、眼の前の青年には動どう揺ようした様子はなかった。だから、逆にフィルの方が軽い驚きを得る。

「どうやら、実力差が解っていない訳じゃなさそうですね……」

　勝てないと解っていて、それでも退かない理由は一つしかない。

「本気って事ですか……参ったなあ」

　フィルは困ったように笑う。その瞳の奥おくに、確かな狂きよ気うきを滲にじませて、

「彼女を庇うというなら──僕は容よう赦しやしませんよ？」

　そう言い終えた時には、フィルは青年の眼前に立っていた。

　刹那の高速移動。そして、そのままお返しとばかりに青年の胴に拳こぶしをぶち込む。

「────」

　それは実力差を考えれば、充じゆ分うぶんすぎる一いち撃げきだった。

　青年の身体は後方へ吹っ飛とび、そのまま背中から樹きの幹に激げき突とつする──筈はずだった。

　しかし、フィルは小さな戸と惑まどいを覚える。青年が吹っ飛ぶ事はなかった。それどころか手応えが無い。そして、青年の身体が揺らめきながら消失した。

　フィルは悟さとる。眼の前で起きた現象を。それは、

「──幻げん影えいですか」

　冷静にそう呟くと同時、フィルは背後からの攻撃によって爆発に巻き込まれた。



　二段構えの不意打ちが成功した。

　鬼塚剣けん哉やは小さな安あん堵どを覚えながら、逸はやる気持ちを抑えて呼吸を整える。

　……こんな攻撃でくたばるような相手じゃねえ。

　相手の青年の実力は解っている。そして自分の実力も。それこそ充分すぎる程に。

　だからこそ、鬼塚は微塵も油断はしない。息を潜ひそめて、さらなる攻撃の機会を窺うかがう。

　すると、

「……成る程、そういう事ですか」

　鬼塚が予想した通り、爆煙の向こうから青年の声がした。

「蜃しん気き楼ろうとは、また芸が細かいですね。火か炎えん魔ま法ほうによる熱で、自分の幻影となる蜃気楼が起こるように空気の密度を調節するなんて。そんな繊せん細さいな魔法が使えるとは、思ってませんでしたよ」

　一発でこちらの攻撃のカラクリが見破られる。凰沢暁月に敗北して以来、密ひそかに鍛たん錬れんを行い身に付けた、とっておきの切り札だというのに。

　……だが、まだすぐに負けると決まった訳じゃねえ。

　たとえこちらの手が解った所で、居場所を気取られない限り、相手に打つ手はない。

　既に、蜃気楼による新たな幻影は生み出している。

　こちらが相手に有効なダメージを『与えられない』ように。

　相手もこちらに有効なダメージを『当てられない』のだから。

　……凰沢の妹は……逃がせたか。

　美兎が走っていった方角には、もう夜の闇やみと森の木々しかない。そちらを見てフンと鼻を鳴らすと、鬼塚は再び相手に向き直る。すると青年が、爆煙を払はらって姿を現した。

「こんな手の込んだ魔法を使って……」

　溜め息一つ。

「……もしかして、彼女に対して何か特別な感情でも？」

「あるか、そんなもん。こいつはな──俺個人の感情の問題だ」

　居場所を気取られないように移動し、幻影も動かしながら鬼塚。

「ついこないだまで、俺は自分の弱さを認められなかった。他人の弱さを責めて、自分の弱さからは眼を逸そらして。そして自分より強い奴に対しては逆さか恨うらみして、復ふく讐しゆうまで考えるような奴だった……」

　ところが、

「そんなちっぽけな俺のダセエ行動が、テロリストに利用されたと後で聞かされた。それなのに信じられるか？　俺はお咎とがめなしだとよ。俺の復ふく讐しゆ心うしんも、テロリストが誘導した可能性があるからって理由でな……」

　だが、それは可能性でしかない。

　鬼塚は思う。あの訓練プログラムの暴走事件は、間ま違ちがいなく自分の弱さが起こしたものだと。そして凰沢暁月がいなければ、どんな事態に発展していたか解らない。

　……ふざけやがって。

　だからこそ許せないのだ。

　自分の弱さが、よりにもよってテロリストと、そして暁月のお陰かげで許されるなんて。

「……だから、もう逃げられねえだろうがよ」

　鬼塚剣哉は、吐はき捨すてるように告げる。

「俺はもう、これ以上自分の弱さから逃げられねえ……もう逃げねえ！」

　心の底からの叫さけびだった。だが、

「やれやれ。野良犬かと思っていたら、何て事はない。ただの負け犬なんじゃないですか。そういう遠とお吠ぼえはね……一人になれる所で、もっと惨みじめにやるものだと思いますよ」

　青年はフッと笑って、

「──それで、まだ続けますか？　実力差は歴然。不意打ちなんて卑ひき怯ような真似をしても有効な攻撃にならない相手に、まさか勝てるとでも？」

「思ってねえよ」

　と、笑いながら鬼塚。最初から、そんなつもりは毛頭ない。

　勝てなくても良い。今の自分がやるべき事は、ただの時間稼かせぎなのだから。

　……どうせ俺の出番は、あのいけ好かねえ野や郎ろうが来るまでだ。

　自分とも、眼の前の不気味な青年とも違ちがう。本物の強さを持つあの男が、妹を助けに来るまで粘ねばれば良い。格好良く戦う？　そんなものは自分には無理だ。

　だから──せいぜい無様に戦ってやる。

「……だがな」

　と鬼塚は言って、自身の幻影を特大の炎塊に変えた。

　狙うは正面。不気味に笑う青年だ。

「弱えこの俺にも──意地ぐらいはあるんだよ！」

　鬼塚が叫んだのと同時。巨きよ大だいな炎ほのおの塊かたまりが、一直線に青年を襲う。

　しかし、

「──随分と意気込んだ割には、この程度ですか」

　攻撃が青年に当たる直前。またも彼かれの左手が、鬼塚の火炎魔法を弾はじき散らした。

「まさか……居場所を掴つかませなくなった程度で、引き分けに持ち込める等とは思っていないでしょうね？」

　嘲あざ笑わらうかのような声と共に、青年の周囲に出現したものがあった。それは、多重構造の魔法陣。複雑に絡からみ合あいながら展開されてゆく光景に、鬼塚はゾッと背筋を凍こおらせる。

　……広こう範はん囲い魔ま法ほうっ。しかも、この辺りが丸ごと吹き飛ぶレベルの……っ！

「──クソったれ！」

　あの魔法を発動させられたらお終しまいだ。たまらず鬼塚は両手を振ふり上げると、相手に対して火炎魔法を解き放つ。

　居場所を悟られないように魔法陣をキャンセルし、さらに魔法の発動場所から位置を逆算されないように、相手の直上から炎の槍やりを連続で降ふらせてゆく。

　……あの魔法陣を貫つらぬけねえと、意味がねえ！

　魔法を詠えいし唱よう中の魔法陣は、防護障しよ壁うへきの役割も果たす。こちらの魔法がそれを突とつ破ぱし、直接相手に到とう達たつしなければ、向こうの詠唱は止まらない。

　だからこその連続攻撃。しかし、

「──っ？」

　鬼塚は思わず絶句した。眼の前の光景が信じられなかったからだ。

　自分の攻撃が相手の魔ま法ほう陣じんを抜ぬけなかったからではない。むしろその逆。無数に生み出だされた鬼塚の炎の槍は、向こうの多重構造の魔法陣をあっさりと通とおり抜けて行く。

　……擬ぎ似じし障よう壁へき……フェイクかっ？

「──正解です」

「な──っ？」

　真後ろからの声に、鬼塚は慌あわてて背後を振り返る。

　……馬鹿な……幻影はっ？

　視界の端はしに、自分と同じく動揺して背後を振り返っている幻影を確かく認にんした瞬しゆ間んかん。

　いつの間にか青年が手にしていた剣けんで、胴を薙ながれた。

「がッッ──ああァアアっ！」

　その衝しよ撃うげきに、堪たまらず鬼塚は後方へと吹っ飛ばされた。

　五ｍ程の岩山に、背中から叩たたきつけられる。

　そして、そのまま前のめりに地面に倒たおれ伏ふし、苦しそうな呻うめき声ごえを上げる鬼塚に、青年が告げる。いかにして幻げん影えい魔法を破ったのかを、楽しそうに笑いながら、

「駄だ目めですよ。魔法を使っている時に、焦って集中力を欠いては。一瞬ですが幻影魔法に綻ほころびが生じて、空間に不自然な揺ゆらぎが生じてましたよ？」

　でも感謝して下さいね。

「死ぬ程苦しいでしょうが、多分死にはしないですよ。充分に手加減しましたから」

　そう言って、青年は手に持つ剣を鬼塚に見せる。鞘から抜かれていないままの剣を。

「貴方あなたが守りたいのが彼女ではなく、自分の無様な意地だと言うなら、僕に貴方を殺す理由はありません。僕が殺すのは魔族と、それに与した者だけなんですから」

　当然です。

「──だって僕は、勇者ですから」
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　負傷した葛葉や千影、そして他の学生の保護を生徒会の三人に任せた後。

　ベースキャンプを後にした暁月は、一人森の中を駆けていた。

　暁月が今耳にしているのは、自身の疾走が空気を切きり裂さいてゆく音だ。

　夜の闇に満ちた森。そこは当然のように、深い静せい寂じやくに包まれている。

　だが。ふと、そんな静けさを吹き飛ばすように、けたたましい音のサイレンが鳴った。

　そして、機械による合成音声によるアナウンスが響ひびき渡わたる。

『ＪＰＮバベルの全生徒及および職員に警告します。本施し設せつのメインシステムに、甚じん大だいな損害が確認されました。本件は、警告レベル５の緊きんき急ゆう事態に該がい当とうします。緊急時マニュアルβに従い、避難を開始して下さい。繰り返します──』

　そうして何度か警告がリピートされた後、

『──あー、こちら高等部生徒会書記の上崎遼平だ』

　今度は肉声によるアナウンスが入った。

『会長の氷ひ神かみがＧ７サミット出席により不在、副会長の七瀬が別件対応中のため、俺おれが代理で決定事じ項こうを通達するぞ』

　いいか。

『先の警報にあった緊急事態により、現在行われている高等部のランキング戦は、現時刻を以もって一時中止とする。解ったな？　中止だ中止。全員、即そつ刻こく戦せん闘とう行動を停止し、本部テントのある第一総合グラウンドに戻もどってくれ』

　ただし、

『今は夜間だ。訓練用市街地の方はともかく、山さん岳がく部ぶに入っている奴やつの中には、夜明けまで詳しよ細うさいな現在位置が掴めないケースもあるだろう。よって、これから会計の哀原美奈巳のゴーレムを各エリアへ向かわせる。本部までの帰き還かんルートが解らない場合は保護してもらえ。自力で動けない奴もだ。詳くわしい事情は今は説明できないが、事態はかなり深刻で、その上さらに複雑だ。全員の避難や無事が確認できたら、問題が全すべて解決するって訳じゃない。だから、とにかく急いでくれ』

「──仕事が早いな、あの書記」

　走る足を止める事なく、暁月は感心したように笑う。

　ベースキャンプで別れてから、まだそれ程時間は経たっていない。遥の飛行魔法で本部に連れて行って貰もらったとしても、事態が把は握あくできず混乱している職員スタッフに事情を説明し、理解までして貰うのは骨が折れる作業だった筈だ。だが、この短時間で現場の意見を纏まとめ上げ、警報を発令させ、ランキング戦の中止まで決定させるとは。

「予定だと、もうちょい時間が掛かると思ってたんだがな……」

　と、意外そうに暁月が呟いた時だった。

『あー、それと凰沢』

　不意に、遼平がこちらに対して呼よび掛けてくる。

『こっちに面倒事押おし付けて、その間に自分だけで片を付けるつもりなんだろうがな。一人であんまり突つっ走ぱしるなよ──じゃあ後でな』

　そして、ブツリとマイクの切れる音に、

「バレバレかよ……」

　暁月は苦笑した。上崎遼平──先程の戦闘や、短い会話のやり取りの中でも、頭のキレる奴だとは思っていたが。よもや、ここまでとは思っていなかった。

　……一人で突っ走るな、か……。

　暁月は、遼平の言葉を反はん芻すうして、

「──聞けねえな、そいつはよ」

　これは、ごく個人的な因縁の話なのだ。他の奴に任せる訳には、絶対にいかない。

　だから暁月は走る足に力を込めた。それはさらなる速度の疾走を生み、暁月を目的の方角へと向かわせる。

「………………」

　暁月は感じる。美兎との距離は、確実に縮まっていると。氣の反応も弱まっていないし、まだダメージを受けてはいないようだ。

　だが凰沢暁月には、他に気がかりがあった。

　それは、先程までは遠くで聞こえていた戦闘音が、聞こえなくなっていたからだ。

　そして、それと一いつ緒しよにとある氣の反応まで消えてしまっている。

　……まさか、やられちまったんじゃねえだろうな……。

　僅わずかに表情を苦いものにした暁月が、正面の背の高い茂みを飛び越こえた。

　そこが現場だ。暁月は見る。周囲の木々が折られ、または倒されているのを。破は壊かいされた地面のあちこちに、戦闘の残り火が未いまだ燻くすぶっているのを。

　そして──正面の岩山の傍に、一人の青年が横向きに倒れている光景を。

「──鬼塚！」

　それを見た暁月は、急ぎ駆かけ寄よった。

　戦闘音と氣の反応から、鬼塚が敵と交戦していたのは知っていたが、

「馬ば鹿か野や郎ろうが、無む茶ちやな真似しやがって……」

　助け起こそうとして、暁月が手を伸のばすと、

「…………っ、俺に……触んな……っ」

　辛かろうじて搾しぼり出した声と共に、弱々しくその手が払われた。

　鬼塚はごろりと仰あお向むけになるようにして、岩山に背を預けるようにもたれ掛かる。

　そして辛つらそうに息を大きく吐くと、薄うすく片目を開いて言った。

「お前の妹はあっちだ……それにあの野郎もな」

　早く後を追え。

「警報を聞いて、奴は言っていた。『そろそろ遊んでいる時間がなくなった』ってな。急がないと、間に合わなくなるぞ……──ッ！」

　そこまで言って、鬼塚は激しく咳せき込んだ。するとその口元から、鮮せん血けつが滴したたり落おちる。

「──解った。もう喋しやべるな」

　暁月は内氣功による応急処置を行いながら思う。

　……かなり内臓をやられてるな……早く本格的な治ちり療ようを受けさせねえと。

　命に関かかわる──それ程の重傷だ。

　美奈巳のゴーレムはこの辺りにも向かっているだろうが、それでは間に合わないかもしれない。かといって暁月が運んでいては、今度は美兎の方が間に合わなくなってしまう。

　鬼塚は、遼平と同様に火系統の魔法を得意としている。普ふ通つうの状態であれば狼煙のろしなど朝飯前だろうが、今の状態ではもう指一本動かせないだろう。

　すると、鬼塚が呻くように、

「……テメエ……、何……迷ってやがる。妹と俺、考えるまでもねえだろうが……っ」

「──ああ、そうだな」

　暁月は頷うなずいた。鬼塚の言う通りだ。美兎と鬼塚とでは、どちらを選ぶかなど考えるまでもない。だが暁月は、鬼塚を見捨てるつもりもない。どのような理由があったのかは知らないが、鬼塚は明らかに美兎を逃がすために敵と戦い、そして負傷したのだ。

　そんな彼を、みすみすこのまま見殺しにするつもりはない。

　それに、この件でこれ以上誰だれかが傷付いたり、それこそ死んだりしたら、

　……アイツは絶対に、自分を強く責めるだろうしな……。

　暁月は、今も一人で逃げながら、不安に押し潰つぶされそうになっているだろう少女を想う。

　それは、男が一度守ると決めた少女。

　ならば敵からだけではなく、あらゆる悲しみからも守らなくてはならないだろう。

　だから──凰沢暁月は立ち止まらない。

　……狼煙は無理でも、この場所を報しらせる事は俺にもできる……。

　本来ならば遼平に頼たのんだ役目だが、美奈巳のゴーレムが鬼塚を見つけない限り、遼平にこの場所を知る術はないだろう。ならば、その代わりを自分がやるというのは一つの手だ。

　錬環勁氣功を使えば、やりようは幾いくらでもある。後は遥にこの場所へ来て貰い、鬼塚を運んで貰えば良い。だが──それよりも手っ取り早い方法があった。だからそうする。

「出て来いよ……」

　暁月は呟つぶやくように口にする。一人の青年の名前を。

「なあ──海かい堂どう」

　すると、しばしの沈ちん黙もくの後、

「……あっれー、完全に気配とか消してた筈なんだけど、それを見破るかよ？」

　背後から素すっ頓とん狂きような声と共に、海堂元もと春はるが姿を現す。

「──いつから気が付いてた？」

「んなもん、最初からに決まってるだろ」

　すると海堂は嫌いやそうに、

「うわー……それじゃあ、ベースキャンプの所からずっとかよ？」

「いや。言ってるだろ、最初から気が付いてたってよ」

　それは何い時つか。

「ランキング戦が始まってから、お前ずっと俺らの後を付けてただろ。『会ってもスルー』ってな話だったから放って置いたけどな。だから訊きいただろ？　お前が生徒会の連中との戦いに割って入った時に」

　それまでずっと静観していたクセに、

「『何の真ま似ねだ？　ヤる気になったのか？』ってよ」

　そして、それ以降も海堂が自分を追って来ている事に暁月は気が付いていた。それこそ、今の今までずっと。それでも何も言わなかったのは、単に海堂がこう言っていたからだ。

　お前と戦うつもりはない──と。

　すると、暁月の話を黙だまって聞いていた海堂が、

「…………なあ、アッキー」

　神しん妙みような表情を浮うかべて、

「はっきり言わせて貰うが……お前って実は、結構性格悪いと思うんだけど、どうよ？」

「お前に言われたかねーよ」

　コソコソ人の後付けて来る奴に。

「──で、お前を呼んだ理由だけどよ」

　と暁月。

「何の魔法か知らないが、お前かなり移動するのが早いよな？」

　暁月がベースキャンプへ駆け戻った後。少しして遥達たち生徒会の三人がやって来た。

　それは恐おそらく、遥の飛行魔法によるものの筈だ。しかし、その中に海堂の姿はなかった。当然だ。ランキング戦の前に、遥は海堂の事を暁月と同じく問題児扱あつかいしていた。真ま面じ目めな遥にしてみれば、わざわざ海堂を運んでやる義理はなかったのだろう。

　だが暁月の感覚が確かなら、海堂は生徒会の連中よりも後に動き出したのに、彼らより先にベースキャンプへ戻った暁月に追い付いていた。そしてそこから先──美兎の後を追う、本気の暁月の移動速度にも付いて来ている。となれば結論は一つだ。

　海堂元春は、その気になれば副会長の七瀬遥よりも早く移動できる。

　救急の患かん者じやを運ぶのに、これ程適任な者は他にいないだろう。

　暁月は歯を見せて爽さわやかに笑うと、「なあ親友」と海堂の肩かたをポンと叩いて、

「コイツを医いり療よう塔とうまで運んでやってくれ。なるべく早くな」
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　最も早はや自分では動く事もままならない鬼塚を強ごう引いんに押し付つけると、暁月はあっという間に走り去ってしまった。その速度は、先程までよりも数段上だ。

「おー、速え速え。まだ余力があったのかよ」

　あっという間に遠ざかってゆく暁月の背中を見送ると、海堂は溜ため息いきを一つ。

　……やれやれ、もうちょいアイツの実力を見たかったんだがな。

　本音を言えば、今すぐ後を追いたい所だった。今度こそバレずに接近できる自信もある。

　だが、それをやる訳にはいかない。

　何な故ぜなら鬼塚には、一刻も早い治療が必要だ。

　もし海堂が暁月の後を追えば、鬼塚は死んでしまうかもしれない。

　海堂は思う。その事態だけは、何としても避さけなくてはならないと。

　それどころか、こうなった以上──絶対に鬼塚を死なせる訳にはいかない。

「──さて、仕方ないから運ぶとするかよ」

　そう言って、海堂がボロボロの鬼塚を肩に担かついだ時だった。

「……お前も……行ってやれ……」

　まるでうわ言のような口調で鬼塚が言った。

「……得体の知れない相手だ……凰沢でも勝てるとは限らねえぞ……」

「あー。良いから、もう喋るな。な？　お前に死なれると、色々とマズイからよ」

　特に俺がな、と海堂は口の中で小さく呟いた。

　そして付け足す。決して誰にも聞こえないように、

「大体これ位の事態、一人で何とかできないようなら」

　海堂元春は笑う。

「それこそ期待外れも良い所だぜ──なあ、アッキー」
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　敷しき地ちの大半を生おい茂しげる木々の枝葉に上方を覆われた、山岳部のバトルフィールド。

　そんな暗い森の中で、夜空の広がりと月の明るさを感じられる場所がある。

　それは小高い丘おかを中心とした、草原のような空間だ。

　中央の丘の頂上には、巨大な切り株が円えん卓たくのように存在していた。

　かつてここには巨きよ木ぼくがあり、バベルの学生の憩いこいの場になっていたか、或あるいは神木か何かが祀まつられていたのかもしれない。

　……見晴らしも悪くない。この場所なら……。

　周囲の空間に他に人が居ない事を確認した美兎は、唇くちびるを固く結んで心を決める。

　フィル・バーネットと名乗ったあの青年と、この場で対たい峙じする事を。

　森の中は隠かくれられる場所が多い反面、意図せず何かの拍ひよ子うしに近くに居た他の学生を巻き込んでしまう可能性がある。だが、見晴らしの良いこの場所ならば、誤って他人を巻き込んでしまうような心配はない。

　待つ。

「……………………っ」

　だが胸の奥をずっと冷たい手で掴まれているような気がして、身体の震ふるえが止まらない。

　美兎は理解する。それは心の中で膨ふくれ上あがる、二つの不安が原因なのだと。

　一つは、また他人を巻き込んでしまったかもしれない不安だ。

　先程フィルから逃にげている途とち中ゆう、背後から戦せん闘とう音が聞こえて来た。無論、真っ先に思おもい浮かんだのが鬼塚だ。美兎は、彼とフィルがぶつかる事がないように、逃とう走そうするルートを変へん更こうした。だが、それで確実に二人の接せつ触しよくが避けられたとは限らない。かといって、あの戦闘音が二人のものだという確証もなかった。何故ならその戦闘が行われていたのは、警報が鳴る前だったからだ。事情を知らない他の学生は、警報が鳴るまでランキング戦を続けていただろう。そして、もし戦闘を行っていたのが他の一いつ般ぱん学生同士だったとしたら、美兎が戻った事で彼らを巻き込んでしまったかもしれない。

　しかし、フィルとばったり出くわしてしまった他の学生が巻き込まれた可能性もある。

　そう考えると進むべきか、戻るべきか、その場に留とどまるべきか思い悩なやんだ。結果として美兎は、進むという選せん択たく肢しを選び、他人を巻き込む心配のないこの場所へ辿たどり着つけた。

　今はただ、その選せん択たくが間違っていなかったと信じたい。

　そしてもう一つの不安──それは美兎にとって意外な感情。

　殺されるかもしれないという恐きよ怖うふだ。美兎は今、自分の死が怖こわかった。

　……どうしてボク、こんなに怖いんだろ……。

　自問するも、心の中に答えが出てくる事はない。

　アレイザードに居た頃ころも、魔ま族として、魔ま王おうの娘むすめとして命を狙ねらわれた事はあった。

　父ガリウスが暁月に敗れた時には、父の最後の頼みなど無視され、すぐに殺される可能性は充分にあると思っていたし、その死を受け入れる覚かく悟ごもあった。

　……それなのに……っ。

　美兎はギュッと身体を抱く。地面がひどく揺れていた。

　だがそれは地じ震しんじゃない。自分が震えているだけだ。自分の立っている場所が、酷く不安定に感じられる。それはやはりこの世界が、本来自分が居るべき世界ではないからだろうか。まだやって来て僅か一月半しか経っていない世界。それでも、何とかやっていけるかもしれないと思い始めていた世界。

　しかし、どうして自分は、そんな甘あまい幻げん想そうを抱けていたのだろう。

　ここは──異世界だというのに。

　そう思った瞬間、膝ひざからフッと力が抜けた。

「…………あ」

　前のめりに地面へ転び掛けたその瞬間。

「─────っ」

　美兎はとっさに右手を虚こ空くうへと伸ばしていた。

　しかし、その手が掴めたのは宙だけで。美兎はそのまま地面に両りよ膝うひざを付いてしまう。

　そのままの体勢で、美兎は呆ぼう然ぜんと空の右手を見つめた。

　……今、ボク……何を……。

　無意識に出た動作。恐らくそれは反射的なものだったのだろう。だからこそ、そこに答えがある。自分は今確かに、何かを掴もうとした。まるで縋すがるかのように。

　一体何に──そう思った瞬間には、もう脳のう裏りに浮かんでいた。

　自分をこの世界に連れてきた、一人の青年の逞たくましい背中が。

　ゆっくりと。美兎の頭の中で、こちらを振り返かえった青年の表情は、穏おだやかで。

「あ……」

　思い出す。この世界に来てから何度となく、自分はそんな彼の表情を見ていたのを。

　思い知る。右も左も解らぬ異世界で、彼の存在がどれ程自分を勇気付けていたかを。

　……そうだったんだ……だからあの人は……。

　彼はいつも傍に居て、そして笑ってくれていた。不安な時はいつだって、手を伸ばせば届く距きよ離りに居てくれた。それは異世界に来た美兎にとって──たった一つの支えだった。

　だから自分はこの異世界で、孤こ独どくにならずに済んだ。

　そして友達もできて、もう孤独ではなくなった。

　……だからボク、怖くなったんだ……。

　孤独に一人で死ぬ事なんて、怖くなかった。何故ならば──自分は孤独だったから。

　だが、自分はもう孤独じゃない。だから今はもう、一人で死ぬ事が──



「──覚悟はできましたか？」



　その静かな呼び掛けに、美兎の意識が覚かく醒せいした。

　そして美兎は見る。いつの間にか、自分と十ｍ程の距離を置いて立つ存在に。

「改めて自己紹しよ介うかいします。僕ぼくはフィル・バーネット。アレイザード三国同盟の決議に従い、行方ゆくえ不明になっていた魔王ガリウスの娘を捕とらえに来た、新たな勇者です」

　笑いながら告げる青年に、美兎は「震えちゃ駄目」と強く心の中で念じながら、

「……その鎧よろい……ディスディア帝国の紋もん章しようだよね」

「はい。アレイザードに召還されてからは、あの国に身を寄せていたので」

　……やっぱり、この人は……。

　美兎は自分の推測を確信に変える。すると青年は笑えみを深くし、

「ええ。ご想像の通り、僕はこの世界の人間ですよ」

「だったら、どうして……」

　美兎は呟くようにして言う。どうしても理解できない、違い和わ感かんのような疑問があった。

　彼は、美兎の事を「捕らえに来た」と言ったのだ。フィルが自分の事を狙うのは理解できる。アレイザードでは、自分とフィルに接点はなかった筈だが、人と魔族の争いに巻き込まれれば、魔族に対して恨うらみを抱いだく事は有り得る話だろう。問題なのは、

「捕らえに来たって言ったよね。ボクを捕とらえて……どうするつもりなの？」

　それではまるで、

「ボクを捕らえて──アレイザードへ連つれ戻すみたいな言い方だよね」

「その通りですよ。それが何か？」

「──できる訳ないよ、そんなのっ！」

　美兎は声を張り上げた。

「自分の世界に帰還した異世界人が、また来たなんて話……一度も聞いた事は」

「──アレイザードの人間は、《異界の門》を通る事はできない」

　笑みを崩くずさないまま、フィルは美兎の言葉を遮さえぎった。

「それがアレイザードの摂せつ理りで、そして貴方あなた達たちの常識だった。ですが今、貴方はこうしてここに居る。それは例外が可能にしたのでしょう。ならば、こういう例外があってもおかしくはないとは思いませんか？」

　つまり、

「自分の世界に戻った後、再びアレイザードへ赴おもむく事が可能という例外が」

「そんな……」

　呆然と呟く美兎に対して、フィルは楽しそうに、

「それにしても、異世界に逃げれば、もう助かったとでも思いましたか？　魔王の娘が、自分の居た世界を捨てて、のうのうと異世界で暮らすなんて……そんな真似が、本当に許されるとでも思っていたんですか？」

「──そんな事、考えた事もないよっ」

　叫ぶと同時、美兎はそれまで集中していた意識を解放した。と同時に響き渡ったのは、閃せん光こうと轟ごう音おんだ。晴れた夜空から降る雷らい撃げきが、フィル目め掛がけて大気を走る。

「無む駄だです」

　しかし、フィルが左手を頭上にかざしただけで、美兎の生み出した雷かみなりが弾はじけ飛んだ。

「嘘うそ……」

　驚おどろきが、言葉となって口から漏もれる。

　先刻まで逃げていた時のような、小手先の魔法ではない。

　この広場に着いてから、時間を掛かけて練り上げた強力な雷らい撃げき魔ま法ほうだった。

　これで倒せるとも思っていなかったが、まさか全くダメージが与あたえられないなんて。

　……不安になっていたから、集中力が乱れただけだよ……っ。

　決して、絶望的な実力差だからではない──そう必死に自分に言い聞かせながら、美兎は再び意識を集中した。と同時に具現化した聖錫が輝かがやきを放ち、美兎の前方に六層の直列魔法陣が展開する。威いり力よく重視、一極集中型の上級魔法だ。

　しかし、フィルはやれやれと首を振って、

「この距離で強力な魔法を使うのは、相手が自分より弱い時じゃないと駄目ですよ。さもないと──」

　一呼吸で距離を詰つめると、まるで爪つめを立てて引ひき裂くように右手を一いつ閃せんした。

　それだけだった。たったそれだけで、

「そ、そんな……」

　美兎は見る。防護障壁の役割も果たす筈の六重の魔法陣。それが全て砕くだけ散ちったのを。

　さらに驚く事に、詠唱中の魔法までもが強制的に解呪されていた。だが、呆然としていられたのは一いつ瞬しゆんだ。こちらと距離を詰めたフィルが、美兎の手から聖錫を弾き飛ばす。

「あっ──」

　反射的に意識がそちらを向いてしまった。それが隙すき。美兎は背後にあった巨大な切り株をベッドにするようにして、あっという間に組くみ伏ふせられてしまう。

　向こうの片手に、こちらの両手首を掴まれたそれは、まるで磔はりつけ状態だ。

「くっ……離はなしてよ！」

　抵てい抗こうするこちらに耳を貸す事なく、フィルは語り出す。

「向こうに戻ったら、公開処しよ刑けいを行います。魔王ガリウスが死んでも、一部の魔族はまだ抵抗を止めていないんです。貴女あなたという魔族の希望が残っていますからね。ですが、魔王の血が完全に絶たれれば、もう彼らも諦あきらめるしかない。抵抗する事を止め、大人しく投降してくれる筈です」

　だから、

「どうかアレイザードの平和のために、死んでくれませんか？」

「……見みえ透すいた嘘だよ…………っ」

　美兎は精せい一いつ杯ぱいの怒いかりを込めて、

「魔族のみんなを大人しくさせるのが目的なら、生いけ捕どりにしたり、それこそ公開処刑なんかする必要がどこにあるのさ！　さっさとボクを殺して、その死体を見せて、みんなの意気を殺そいだ方がずっと効果的だよ。貴方がボクを生け捕りにするのは」

　間違いない。

「ボクを人ひと質じちにしたり、公開処刑その物を囮おとりにして、魔族のみんなを誘おびき出すため。貴方達は、魔族を大人しくさせるつもりなんか最初からないんだ。ボクを使って、可能な限り魔族を根絶やしにしようとしてるんだよ！」

　すると、フィルは狙いを見み抜ぬかれた事をむしろ意外そうに、

「それなりに頭は回るみたいですね……」

　でも、

「こちらの狙いが解わかったからといって、それがどうしたっていうんです？　貴女にはどうする事もできない。貴女はもう、アレイザードの人間のために死ぬしかないんです。他の魔族を誘き出す餌えさとしてね」

「………………っ」

　……そんな事、絶対にさせない……っ。

　このまま相手の思うツボにさせてしまう位なら、いっそ──

「──ああ、自殺しようなんて考えないで下さいね。もしそんな真似をしたら、今から戻って貴女のご友人達を殺しますので」

「なっ──？」

　美兎は思わず言葉を失う。信じられなかった。

　平然と、当たり前のように卑ひき怯ような脅おどしを口にするフィルが。

「卑ひき怯よう者ものっ。仮にも勇者を名乗っておいて、よくもそんな事……っ」

「もちろん、僕もそんな真似はしたくありません。僕が卑怯者になってしまうかどうかは、貴女あなた次し第だいですよ」

　そう言ってから、フィルは蔑さげすむような瞳ひとみで、

「大体、色いろ仕じ掛かけではぐれ勇者を誑たぶらかして、自分だけ逃げ延のびようとした貴女に、卑怯者呼ばわりされる筋合いはないですね」

「─────っ！」

　その言葉は、美兎を逆上させるには充じゆ分うぶんだった。

　……何も知らないクセに……っ。

　許せなかった。

　父の気持ちも、自分の気持ちも、暁月の気持ちも知らないで。

　自分達が最善と信じて選んだ道を、汚けがらわしいと侮ぶじ辱よくした眼めの前の男が。

　だから、

「…………取り消して」

　もう我が慢まんできなかった。

「今の言葉だけは絶対に許さない。取り消して……取り消してよっ！」

「図星で逆上するなんて、見苦しいだけですよ……それよりも」

　そう言って、せせら笑うようにフィルは空いている左手で美兎の腰こしの金止めを外した。

　固定されていた腰こし当あてを解けさせられる。

「何を──」

「はぐれ勇者をどう篭ろう絡らくしたのか、教えて貰おうと思いまして」

　何せ、

「いくら女好きとはいえ、魔王の娘なんかを助ける気になる位です。どんなに淫みだらに誘さそったのか、いささか興味があるんですよ。ホラ、どうしたんです。ここで僕を篭絡できれば、今度もまた生き延びられるかもしれませんよ？」

「…………っ」

　太ふと股ももに指を這はわせられ、おぞましい感覚に美兎は唇を噛かみ、顔を逸そらした。

　耐たえてやる。たとえ何をされようとも。こんな卑怯な男にだけは、屈くつしてやるものか。

　……負けない……こんなの全然怖くない……っ。

　そう必死に自分の心に言い聞かせるのに。

　胸むな元もとの金属輪で止められていた革ベルトを外され、一気に前がはだけると、

「やっ……やだっ！」

　服と肌はだの間に、冷たい空気が入り込み、美兎は悲鳴を上げた。

　それはまるで、弱い心の隙すき間まから入り込んだ臆おく病びよ風うかぜ。

　衣服と一緒に、虚きよ勢せいまでもが剥はぎ取とられてしまって。屈しかけつつある躰からだに、心までもが負けを認めそうになる。

　──こんな陵りよう辱じよくがあるだろうか。抵抗する事も、自ら死を選ぶ事も許されないなんて。

　こんなに悔くやしいのに。こんなに許せないのに。こんなに負けたくないのに。

　躰に力が入らない。

「…………っ」

　それでも、せめてもの抵抗とばかりに、美兎はフィルを睨にらんだ。

　どうにか、この状じよう況きようから抜け出せるような隙はないかと窺うかがう。すると、

「まだ僕を倒す事を、諦めていないんですね。どうやら未だに貴女は、自分の置かれている立場が解っていないようだ」

　と、フィル。

「ここで僕を倒した所で、魔王の娘である貴女が死なない限り、新たな追手が差し向けられるだけですよ。その度に貴女は無関係な友人や、この世界を巻き込むつもりですか？」

　残ざん酷こくな真実を相手に伝えられる愉ゆ悦えつ。その悦よろこびに、歪ゆがんだ笑みを浮かべて。

　フィル・バーネットが告げる。



「──貴女が居ると、アレイザードも、この世界も、永遠に人が死に続けるんですよ」



　それは、真っ向から突き立たてられた言葉の刃。

　今生きている事と、存在そのものを否定されて、

「そん、な……」

　呆然となった美兎の躰から、残っていた力が抜け落ちた。

　それはフィル・バーネットの言葉に、確かな真実を見たからだ。

　自分は、多くの大切な存在を巻き込んでしまっていて、既すでに怪け我がを負ってしまった人達もいる。そして、これからも自分が生きている限り、周囲を巻き込む事は避けられない。

　今こそはっきりと思い知らされる。自分が生きている事が、二つの世界や、そこに暮らす人々にとって害悪でしかないのだと。

　その残酷な真実を、凰沢美兎は受け入れてしまう。

　心が折れた。

「……………………」

　そして──ついに美兎は、抵抗する事を完全に止めた。

　フィル・バーネットが陵辱を再開しようとしても、まるで絶望に呑のみ込まれてしまったかのように、ピクリとも反応しない。

　それでも、まだ微かすかに感情が残されているかのように、完全に力を失った筈はずの虚うつろな瞳の端はしから、ゆっくりと悲しみが溢あふれ出す。

　涙なみだが零こぼれ落ちた。

　しかし、自分が泣いている事に、凰沢美兎は気が付けなかった。

　フィル・バーネットも気が付かなかった。

　それは誰にも知られる事なく、ただ流れて終わる筈の涙だった。



    

  
    
      　だが、



「──泣いているのか？」



　それでも──たった一人だけ、その涙に気が付いた男がいた。

「許せねえな……こんな綺き麗れいな月夜の晩に、俺以外の男が女を泣かせるのはよ」

　長身の青年だった。肩まであるボサボサの髪かみ。がっしりとした筋肉に覆おおわれた肉体を包つつみ込む、動きやすさを重視した軽装タイプの戦闘衣服。それら全てが闇やみのように漆しつ黒こく。

　そして、整った顔に光る瞳までもが黒い。

　淡あわい月光の下。不敵な笑み、その瞳の奥おくに確かな怒りを込めて、

「高くつくぜ──そいつの涙の代だい償しようは」

　凰沢暁月がそこに居た。



    

  
    
      第２章《ボクの居場所》
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　激音が鳴なり響いた。

　金属同士の激げき突とつ音にしては余りにも太く重いそれは、二人の勇者がぶつけ合う剣けん撃だ。

　美み兎うを組み伏せていたディスディアの勇者に対し、はぐれ勇者が見み舞まった強力な一いち撃げき。

　それは、一瞬で具現化した互たがいの武器のぶつかり合い。その衝しよ突うとつは白い閃光にも似た火花を、月下の草原に咲さかせる。

　挨あい拶さつ代わりの暁あか月つきの一撃は、美兎の上からフィルを退かせる事に成功する。しかしフィルはその衝しよ撃うげきを受け流し、悠ゆう然ぜんと後方へ飛んでいた。だから暁月は、フィルが着地する前に、一瞬で美兎の傍かたわらへと移動。そっと彼かの女じよの肩に手を置き、

「──下がってろ。ブチのめしてくるからよ」

　それだけ告げると、一気にフィルへ向かって駆け出した。

　達人でさえ目も霞かすむ速度。暁月はフィルとの距離を一気に詰めると、加速の勢いそのままに黒の魔ま剣けんを振り下おろした。しかし、フィルはそれを自らの剣であっさりと受け止める。

　最初よりも重い一撃だった。だがフィルはその場から微み塵じんも動いていない。完全に、暁月の剣撃とその衝撃を受け止めたという事だ。暁月は眼を細め、

「良い剣と鎧だな……アレイザードの物に見えるが──どこで手に入れた？」

《異界の門》をくぐれるのは、基本的には生身の人間だけの筈だ。

　アレイザードの武器や防具を、こちらの世界に持ち込む事はできない。

「──ああ。これなら昼間、親切な方に貰ったんですよ。ＡＤって言うんでしたっけ？　さすがバベルは便利なアイテムがありますね」

　フィルの発言に、暁月は思う。やはり内通者が居るのかと。

　──それは奇くしくも、現在システム復旧中の久く保ぼ田た灰かい人とが考えた可能性と同じだ。

　美兎に対して追手が掛かる可能性は、ゼロではないとは思っていた。

　しかし襲しゆ撃うげきに合わせて結界を消失させ、メインシステムまでダウンさせる事は、異世界から戻ったばかりの人間には不可能だ。少なくとも、暁月には不可能である。

　そしてフィルはＡＤを『昼間親切な人から貰った』と言った。それは、正規の方法で入手したのではないという事だ。

「言え──手引きをした仲間はどこにいる？」

　しかし、

「仲間？　何の事です？」

　不思議そうに言ったフィルは、ふと納なつ得とくしたように、

「ああ成なる程ほど……手て際ぎわとタイミングが良すぎるからですか。確かに、我ながら上う手まく行ったとは思いましたけどね」

　笑いながら、

「僕はただ出会った人達に、必要な情報について訊たずねただけですよ。もし知らない場合は、知っている人を教えて貰いました。それを何度か繰くり返したら、意外と早く知りたかった情報が集まりまして」

「何だと……」

　そんな真似、普通に考えればできる訳がない。バベルの防衛体制は厳重だ。

　特に、虎とらの子のシステム結界等を司つかさどるメインシステムについては、一部の技術スタッフしか入れない場所にある。以前、鬼おに塚づかや田た中なかが細工をした訓練プログラムとは訳が違ちがう。そこへ行くまでには、幾つものセキュリティをクリアしなければならないのだ。

　しかし暁月は見る。楽しそうに語るフィルの眼に、確かな狂きよ気うきが宿っているのを。

　だから問う。

「──どうやって訊ねた？」

「言う事を聞いて貰うために、お願いしたんですよ。彼女にしたのと同じようにね」

　フィルは、チラっと視線で美兎の存在を指して語り出す。

「バベルの敷しき地ち内ないに進入したら、すぐに警備員が来まして。だからまず彼かれらに訊きました」

　圧あつ倒とう的てきな力を見せつけ、身動きを取れなくした上で、免めん許きよ証しようなどのＩＤを確かく認にんし。

　──家族や恋こい人びと、同どう僚りようを殺されたくなかったら、必要な情報を教えろと。

　フィル・バーネットは笑う。

「皆みなさん、最初は抵抗するんですけどね。何人かに見せしめになって貰ったら、すっかり素す直なおになってくれまして。ランキング戦の事から、ＪＰＮバベル最強の生徒会長、氷ひか神みき京よう也やが今は不在な事。ＡＤやシステム結界を生み出すメインシステムの場所から、その破壊方法まで、実に色々と教えてくれました」

　いやいや。

「皆さんとても協力的で、本当に助かりましたよ」

「テメエ……」

「あれ？　どうしたんです先せん輩ぱい？」

　と、不思議そうにフィル。

「そんな恐こわい顔をして。もしかして怒おこってるんですか？　いやだな、僕は貴方あなたと同じ人間ですよ。それも、同じこの世界の人間です。そして、貴方が守ろうとしているソレは、異世界の──しかも魔族ですよ。僕ら人間の敵なんです。まさか、別世界の人外なんかのために、同じ世界の人間と戦うっていうんですか？」

「関係ねえな。異世界がどうだの、人間がどうだの、そんな小せえ事はよ」

　ハッと暁月はフィルの言葉を笑い捨てて、「ただな」と付け加える。

「女の涙を見過ごさないのが俺おれの『美学』なら、気に入らねえ奴やつは誰だろうと潰つぶすのが俺の『流りゆ儀うぎ』でね」

「そうですか。なら──これで確定ですね」

　フィルは笑う。

「はぐれ勇者は、魔王の娘を自分の世界に連れ帰っただけでなく、ディスディア、アレクラスタ、そしてシェルフィードの軍事同盟による決議によって派は遣けんされた勇者に敵対した。これは明確な裏切り行こう為いです」

　だから、

「ありがとうございます。これで僕は貴方を殺せる──勇者の名に懸かけて」

「回りくどい真似しやがって。そんな大義名分が欲ほしかったのかよ」

　気に入らねえな、と暁月。

「だったら来いよ。もう遠えん慮りよは要いらねえだろ」

「ええ──ここからは存分に」

　そう言ってフィルが笑ったと同時、

「────っ」

　暁月の身体を衝撃が吹ふき飛とばした。至近距離で放たれた、指向性のある爆ばく発はつ魔ま法ほうだ。

　宙で身体を捻ひねった暁月は、着地の体勢を整えながら、

「テメエも食くらえ！」

　遠い距離からの剣撃を連続する。

　それは斬撃の衝しよ撃うげ波きはを生み、風の刃は一いつ斉せいにフィルを襲おそう。

「凄すごいですね。鞘さやなしの居合いとは」

　しかし、フィルは自らの剣を片手で一閃するだけで、その全すべてを切きり裂さくと、左手を暁月に向かってかざした。

　と、同時に魔ま法ほう陣じんが展開。サッカーボール大の赤い光球が連続して放たれた。

　暁月は黒の魔剣を振ふってそれらを弾き飛ばしながら、フィルへ向かってひた走る。そのまま眼前へと一気に迫せまり、魔法陣ごとフィルに向かって大上段から黒の魔剣を振り下ろす──と見せかけ、剣の軌き道どうを変更。横からフィルの胴どうを薙なぐ。

　だがフィルは難なくそれに対応、あっさりと受け止める。しかし、防がれる事は暁月も予想済み。そのまま畳たたみ掛けるように、一気に連続して剣撃を繰り出だしてゆく。

　ほとんど剣筋が見えない速度と、一つ一つが必殺クラスの威力を持った重い剣撃。

　しかしフィルは、いとも簡単にその全てを受け止めてゆく。

「どうしました？　まさか、この程度という訳ではないでしょう？」

「当たり前だろ──」

　フィルの挑ちよ発うはつを一いつ笑しようして受け流すと、暁月は自身の肉体のギアを上げた。

　錬環勁氣功。体内で練られた氣が、暁月の身体能力を飛ひ躍やく的てきに向上させる。

「──行くぜ」

　そして、ここから暁月の剣けん術じゆつの本領が発揮された。

　動作における肉体の軸じくを常に円運動させる事で、規則性を無視した縦じゆ横うお無うむ尽じんな攻こう撃げきを実行。それは斬撃の乱れ打ちだ。

　最初こそ、暁月の攻撃を受け止めていたフィルだったが、

「これは──」

　徐じよ々じよに、その剣撃を捌さばき切れなくなってくる。

　速度と威力が、徐々に上がって来ているのだ。そして、暁月の体捌きも加速してゆく。

　すると暁月の身体が高速移動で尾おを引き始め、残像が生まれ始めた。それは、遥はるかとの戦闘で見せた瞬しゆ間んか的んてきな高速移動とは異なり、細かなステップワークのような立ち回り。

「この程度で驚いてんじゃねえよ。こんなのはまだ前戯だぜ」

　暁月の残像が増えてゆく。一体が二体に、二体が四体に、四体が八体に。

　だが、それだけならまだフィルは受け切れただろう。たとえ速度や威力が徐々に上じよう昇しようしようと、規則的な攻撃であれば対応するのはそう難しい事ではない。

　問題なのは、暁月の攻撃の威力と速度に、規則性がないからだ。

「どうしたよ、先刻までの余よ裕ゆうは！」

　暁月はハッと笑いながら、攻撃を続ける。速く。遅おそく。重く。軽く。その全てをランダムに取り混ぜながら、相手にこちらの呼吸と攻撃のタイミングを読ませない。

　そして、それは相手の攻撃と防ぼう御ぎよのタイミングを崩してゆく。

「────くっ」

　たまらず、フィルが大きく後方へと飛んで距離を開けた。

「錬環勁氣功でしたか──操体術とは聞いていましたが、まさかこれ程とは。剣の腕うででは、ちょっと適かなわないかもしれませんね」

　でも、

「魔ま法ほうが使えないというのは、やはり致ち命めい的てきですよ」

　フィルは再び赤い光球を生み出した。だがそれは、先さき程ほどの乱れ打ちのような連続ではない。同時だ。フィルは数十もの光球を、自分の周囲の空間を埋うめ尽つくすように浮かべる。

「──今度は防ぎきれますかね」

　そう笑みと共に告げた瞬しゆ間んかん、その全てが放たれた。四方八方、あらゆる方向から光球が暁月へと向かう。しかし、

「……フン」

　暁月は鼻を鳴らし、黒の魔剣を右手一本に持もち替かえる。

　そして、空いた暁月の左手が淡い輝きを放ち、揺ゆらめいた──と思った次の瞬間。

　ズドドドドッ!!　と、連続して大気が振しん動どうした。

「なっ──」

　眼の前で繰り広ひろげられた光景に、フィルが言葉を失う。

　左手一本。それも素す手で。たったそれだけで、暁月はフィルの生み出した数十もの光球を全て弾はじき散らしていた。

　暁月は黒の魔剣をひょいと肩に担かつぎ、白く輝きを帯びた左の拳こぶしをグッと握にぎって見せ、

「先刻テメエが言っていた『魔法が使えないのが致命的』ってのは、遠えん距きよ離り攻こう撃げきに対して弱いからと思ってたみたいだがな……。俺も伊だ達てに魔ま法ほうを諦めて、錬環勁氣功を会え得とくした訳じゃねえ。周囲に漂ただよう氣を操あやつれば対魔法の障しよ壁うへきは張れるし、自分の体内の氣を増ぞう幅ふくして集中すれば、肉体そのもので魔ま法ほう攻こう撃げきに対処する事は可能だ」

　そして、

「氣を操れるってのはな──こういう事もできるんだよ」

　暁月は左手をフィルに対してかざした。すると、左ひだ腕りうでの輝きが収束し、手の平の先に白く輝く光球が生まれる。そのサイズはフィルのものより一回り以上も大きかった。

　フィルは眼を見開いて、

「光系統の魔法……？　そんな、貴方は確か……」

「こいつは魔法じゃねえ。氣弾だんって奴さ。お前の攻撃を防ぐために使った余りの氣でも、この程度の物は作れる。そして──」

　そこまで言った途と端たん、暁月の光球のサイズがいきなり一ｍ以上に膨れ上がった。

「周囲に漂っている氣を集めれば、こんな真似もできるんだな──これが」

　気ぃ付けろよ。

「きっちり防がないと──これで終わるぜ」

　ドン！　という重い音と共に、暁月の氣弾が放たれた。

「────くっ」

　とっさにフィルは、左手をかざしてこれを防ごうとする。

　これまで鬼塚やフィルの魔法は、それで消し去る事ができた。

　だが、

「馬～鹿」

　暁月がそう言って笑ったと同時。

　暁月の生み出した巨きよ大だいな氣弾が、フィルの左手にそのままぶつかった。

　轟音。それはフィルが暁月の氣弾に衝突し、爆ばく発はつに巻き込まれたからだ。

　まるでダンプカーに撥はねられたかのように、フィルが後方へと吹っ飛ぶ。

　暁月はやれやれと、

「どうせ対魔法の障壁でも張ったんだろうが、言っただろうが。魔法じゃねえってよ」

　フィルへ向かって歩きながら、

「しかしタフだな、お前……」

　あの氣弾の直ちよ撃くげきを受けてなお、フィルの氣はほとんど減っていなかった。

「さあ、さっさと立って──」

　と、暁月がそこまで言った時だ。



　不意に一瞬、周囲の空間に尋じん常じようではない殺気が充じゆ満うまんしたのは。



「────っ？」

　暁月はとっさに背後に飛び退すさっていた。

　何か攻撃をされた訳ではない。その素そ振ぶりを見せられた訳でもない。

　ただ、眼の前で倒たおれている青年から一瞬だけ放たれた殺気に、危機感を覚えたのだ。

　……気のせい……いや間ま違ちがいねえ。

　凰おう沢さわ暁月は確信する。もしあのまま進んでいたら、自分は死んでいただろうと。

「…………っ」

　ゴクリと喉のどが鳴った。背中が嫌いやな汗あせをかいている。

　暁月は、まだ倒れたままのフィルを見た。今の彼からは、先程の殺気は感じられない。

　だが、確かにあれはフィルが発した殺気だった。

　そして、

「──やれやれ、ちょっと甘く見ていましたかね」

　ゆっくりと、フィルがその身を起こした。鎧に付いた草を払はらいながら、

「しかし、そうまでして魔王の娘を守ろうとするとは。リスティ女王も可か哀わい想そうですね」

　何せ、

「ただでさえ今いま頃ごろ、彼女は深い悲しみにくれているというのに」

「何だと……」

　暁月の表情が、一瞬で険しくなった。

「テメエ……一体アイツに何をした」

　するとフィルが、笑いながら告げて来る。

　楽しそうに、

「別に、彼女には何もしていません。ただちょっと、カビの生えた元勇者の墓を壊こわさせて貰もらいまして」

　フィル・バーネットは、「邪じや魔まだったんですよ」と虚こ空くうを見上げた。

「あの世界には、魔王を倒した貴方だけでなく、未いまだに勇者レオン・エスペリオを英えい雄ゆう視しする者達がいる。僕が本当の勇者として認められるには、貴方達は邪魔なんです」

　まあそれでも、

「貴方はまだ良いんですよ。はぐれ勇者を認めない人は少なからず居ますし、それに元の世界に帰った貴方の影えいき響よう力りよくは遠からず消えます。魔王の娘を自分の世界へ連れ帰った事実を伝えれば、貴方の名めい誉よは失しつ墜ついするでしょうしね」

　ですが、とフィルは首を振って、

「死んだ人の栄光は永遠です。その功績は美化され、色あせる事なく輝きを放ち続ける。だから、目め障ざわりだったんですよ。無駄にあの人が存在した事を象しよう徴ちようし続けるあの墓が」

「それで壊したってのか……アイツの墓を」

「ええ。恐おそらく今頃はシェルフィードも、僕ぼくが犯人だという目星は付けていると思いますよ。わざわざ、解りやすい状じよう況きよう証しよ拠うこや足取りを残しましたからね」

　と、フィル。

「でも、ここで貴方を殺し、魔王の娘を連れ帰れば、あちらの世界に戻もどった瞬間には僕は英えい雄ゆうになっています。アレイザードは新たな勇者の誕生を喜び、そして称たたえる事でしょう。そんな僕に対して、何を言えるって言うんです？　新たな勇者に敵対すれば、それは即すなわち世界の裏切り者になる事と同義なんですから」

　楽しそうに、

「ですが、それでもリスティ女王は、きっと僕を糾きゆ弾うだんするでしょう。死んだ過去の勇者や、裏切り者の貴方の名誉を守ろうとして。たとえそれで、自分や自国まで裏切り者の汚お名めいを着る事になろうともね。そして、それがシェルフィード崩ほう壊かいの序曲です」

「………………そうか」

　ポツリと。それまで黙だまって聞いていた暁月が呟つぶやいた。

　次の瞬間、

「────」

　鈍にぶい衝しよ撃うげ音きおんが生じた。と、同時にフィルが後方へと吹っ飛んだ。

　そして。凰沢暁月は、突つき出していた自らの拳を下ろし、ゆっくりと歩き出す。

　眼の前の青年に向かって、

「立て。殺してやる」

　ゾッと、底冷えするような声で告げる暁月に、ゆらりとフィルは立ち上がり、

「やっぱり早いですね──でも」

　そう言って笑うと、その姿が掻かき消える。

　そして、

「すみませんね。スピードなら、僕も自信があるんですよ」

　背後からした声に、暁月は振り返った。

　そこには、美兎の細い腕を後ろから捻り上げ、剣を首筋に当てて人質に取ったフィル・バーネットが居た。

　そして彼は、そのまま暁月に対して宣告する。

「──さあ、武器を捨ててもらいましょうか」



２



　美兎を人質に取られた。

　しかし暁月は焦あせる事なく、自らが置かれた状況を分ぶん析せきする。

　……どうしたもんだかな。

　凰沢暁月は思案する。

　気になったのは、人質を取られたこの状況よりも、人質になっている美兎の反応だ。

　無言──そして無反応。

　絶望的なこの状況をまるで他人事のように、美兎は虚ろな瞳を地面へ彷徨さまよわせていた。

　自分を害そうとしているフィルはおろか、暁月とも眼を合わせようとしない。

　暁月は思う。自分が到とう着ちやくする前に、余よ程ほどフィルからショックな言葉を浴びせられたのだろうと。それは美兎の心をズタズタにしてしまう程、残酷なものだったに違いない。

　だからこそ、凰沢暁月は誓ちかう。

　……待ってろよ。

　すぐに助け出してやる。フィルからも──そして、呑み込まれた絶望からも。

　そして、暁月は無言で黒の魔剣を地面に放った。すると、

「念のため、ＡＤも外して貰いましょうか」

　と、フィルは抜ぬけ目めなく告げてくる。

　精神感応石の結けつし晶よう石が埋め込まれているＡＤは、使用者の意思に反応するため、一度身に着ければ、使用者が自らの意思でしか取り外す事はできないからだ。

「──ああ、でも一本で構いませんよ。貴方が武器を具現化する際に、七本のＡＤ必要としている事は、親切な人達の一人が教えてくれましたから。それに全部外してしまったら、戦せん闘とう衣服がただの体操服に戻ってしまいます。どうせ貴方を殺すなら、今のはぐれ勇者の格好のままが良いですからね」

　そんなフィルの言葉に従い、暁月は右手からＡＤを一本外した。

　同時に、地面に転がっていた黒の魔剣が消失する。具現化が解かれたのだ。

　するとフィルは満足そうに、

「ありがとうございます。これで貴方と彼女が死ねば、ようやくアレイザードに真の平和が訪おとずれます。まあ最も、ディスディア、アレクラスタ、シェルフィードの三国間の国力バランスが、崩壊する事は免まぬがれないでしょうけどね」

「……ふん、そういう事か」

　暁月はフィルの狙ねらいを察し、スッと眼を細めた。

「さては、そいつを利用して魔族を煽あおり、アレイザードに新たな危機を意識させるつもりだな。魔族を殲せん滅めつさせて世界を平和に導けば、新たなアレイザードの英雄はお前とディスディアだ。俺やリスティ達シェルフィードの功績も、束つかの間まだけ訪れた偽いつわりの平和にできる。その後は、ディスディア主導で都合の良いように世界を動かすつもりって訳だ。国土の大半が砂さ漠ばくのディスディアからしてみれば、シェルフィードの豊ほう潤じゆんな国土はさぞ魅みり力よく的てきだろうし、アレクラスタのリシャル聖教が持つ各国への影響力は喉から手が出る程ほど欲ほしいだろうからな」

「バラム陛下は、そう画策しているみたいですね」

　と、フィル。

「でも僕としては、そんな事はどうでもいいんですけどね、本当は」

　だって、

「僕はただ──新たな勇者になりたいだけです。あの世界で最高の英雄として、ずっと称しよう賛さんを浴びながら生きてゆくために」



「……この世界を捨てて、あっちの世界で生きようって訳か」

　暁月は呟くようにそう言った。

　異世界に行ってから五年以上が経過すると、その者はもう元の世界に戻る事はできない。これは《異界の門》が、五年以上経たつとその人間を、もう異世界の存在と判断してしまうからではないかと推察されているからだ。

　だが逆に五年以上が経過すれば、ずっと異世界に留とどまれるようになる。

「──いけませんか？」

　フィルは、自分の考えがさも当然のように、

「僕からしてみれば、他の人達の方が信じられませんよ。世界平和の確立なんて理想論のために、特別自治区なんて体の良い牢ろう獄ごくに閉じ込められて。その後の一生を管理されて、挙句に有事の際には戦争の道具として、戦場に送られるような生しよ涯うがいを受け入れている人達も。そして、それを嫌きらってテロリストに落ちぶれるような人達もね」

　断言する。

「狂くるっているのは──この世界の方ですよ」

　フィルの言葉を聞いた暁月は、やがて、

「…………ああ、そうだな」

　静かな口調で呟いた。

　徹てつ底ていした管理社会を推進するコクーンとバベルも。

　異能者達の自由を求め、暴走行為を正当化する朱あけの黄昏たそがれに代表されるテロリスト達も。

　どちらも、誰だれかの犠ぎ牲せいの上にしか成り立たない理想を掲かかげている。

　凰沢暁月は確信している。今の二極化したこの世界は、絶対に間違っていると。

　……案外、近い考えなのかもしれねえな、俺とコイツは……。

　この世界を捨てて異世界で生きる──フィルが望むような生き方も、確かに一つの道だろう。かつて、ゼクスも暁月に勧すすめた位だ。一生アレイザードで、英雄として生きないかと。確かにそれは、悪くない生き方だと暁月も思う。

　だが──それでも凰沢暁月は、この世界を捨てられない。

　それが、暁月とフィルの決定的な違いだった。

　──かつて、この世界は間違っていると泣きながら、死んでいった少女がいた。

　当時の暁月にはまだ今のような力はなく、呆ぼう然ぜんと彼女が死ぬのを見ている事しかできなくて。だからこそ誓ったのだ。彼女を泣かせた原因を、自分がどうにかしてみせると。

　間違ったこの世界を正す。

　そのためなら、相手が朱の黄昏やコクーンだろうと──父や兄だろうと止めてみせる。

　そして今、フィル・バーネットが実現しようとしているのも、結局は他人の犠牲の上にしか成り立たないものだから。だから凰沢暁月は、それを認める訳にはいかない。

「──どうしたんです？　突とつ然ぜん黙だまり込んだりして」

　そう言って、徐々にこちらと距きよ離りを詰めてくるフィルに対し、暁月は問う。

「お前が、俺やレオンを眼の敵にしている理由は大体解ったよ。だが、そいつを殺す事にそこまでこだわる理由は一体何だ？　単に魔ま族を殲滅するだけなら、別にそいつを殺さなくてもできるだろうが」

「ええ。単に魔族を滅ほろぼすだけなら、彼女は必要ありません。でも、先代の勇者である貴方が魔ま王おうガリウスを倒した以上、僕が貴方を超こえる新たな勇者になるためには、どうしても必要なんですよ」

　それは、

「程ほど々ほどに人間を殺してくれて、程々に強くて、でも決して僕には勝つ事のできない新たな魔王がね。そして今回、新たな魔王になるには、その血を引く彼女が適役だっただけの事です。それ以上の理由も、それ以下の理由もありませんよ」

「──────」

　まるで魔王が、勇者に倒されるためだけに存在するかのように。

　身勝手極きわまりないフィルの言葉に、美兎が微かに肩かたを震ふるわせる。

　それは本来、聞く者の怒りを生む筈の言葉。

　しかし、

「………………フ、ハハっ、ハハハハっ」

　突とつ然ぜん、暁月が吹き出した。手の平を額に当て、胸を反らして盛大に笑う。

「……何がおかしいんです？」

　不快そうに眉まゆを顰しかめるフィルを、暁月はせせら笑うように、

「これが笑わずに居られるかよ。随ずい分ぶんと自信たっぷりに言うから、どんなご大層な理由が飛び出すかと思えば──」

　何て事はねえ。

「──要は、みっともねえ『野郎の嫉妬』だったって訳だ。それで弱い者イジメで女泣かせて、自分が勇者とか悦えつに入いってるなんざ、無様にも程があるってもんだぜ。なあ？」

「──────」

　その言葉に、フィルの顔から表情が消えた。

　そして──そこから先の全ては刹せつ那な。

　フィルは美兎を横に突き飛ばすと、暁月に向かって斬きりかかった。
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　自分が繰り出した斬撃の軌き跡せきを見て、フィル・バーネットは己おのれの勝利を確信した。

　閃ひらめいたフィルの白はく刃じんが、暁月の首筋へと吸い込まれていって。

　暁月の首が刎はね飛ぶ──そんな一瞬先の未来を想像し、フィルは自分が先代の勇者を超えるという、歴史的な瞬間を思った。

　そして、フィルの眼が見る。

「なっ──？」

　それは俄にわかには信じられない光景。

　だから短い驚きよ愕うがくの声を漏もらし、フィルは驚おどろきに眼を見張った。

　必殺の一撃を繰り出した筈の剣が、暁月の首筋に当たった所で静止している。
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「馬ば鹿かな……」

　眼の前で驚愕したままのフィルに、暁月は不敵に笑って、

「残念だったな、後こう輩はい……俺の事をバラムのおっさんから聞いてなかったか？」

　告げる。

「錬環勁氣功ってのはな──究極の操体術だ。魔法が使えなかろうが、たとえ武器がなかろうが、それでも勝つために作られた総合武術なんだよ。良く覚えとけ」

　そう言って、暁月は硬氣功を使用したまま右足を前に踏ふみ出した。

　地面を踏み抜くような、重い一歩は震しん脚きやくだ。それは練り上げられた氣を、一気に体内で高速循じゆ環んかんし圧縮、解放させる。そして生み出されるのは、流れるような神速だ。

　暁月は右の手の平を使い、柔やわらかな動作でフィルの剣を横へ流すと、そのまま懐ふところへ。

　そして、両の拳を連続で繰り出した。

「オオオオオラァアアアアアァ──っ！」

　相手の反はん撃げきを一いつ切さい許さぬ拳の弾だん幕まく。それは、傷付けられた仲間達の借りを一気に返すためのもの。手の動きは見えず、ただひたすらに衝撃だけが突き抜けてゆく。フィルの身体がマシンガンに打ち抜かれているかのように震え、顔が上下左右に激しく揺さぶられて。



    

  
    
      　そして、

「──最後に、とびっきりの一発をくれてやる」

　左手で右の手首を握りしめ、右の拳を顔の高さに上げて力を込める。

　暁月の全身の氣が、右の拳へと集中する。

　その僅わずかな時間、暁月に隙すきはあった。だが、

「……く……ぅ」

　フィルは辛かろうじて呻うめき声ごえを上げるだけ。攻撃や防御はもちろん、回かい避ひすら行えない。

　それまでの暁月の連続攻撃のダメージが、あらゆる動作をフィルから奪うばっていた。

　そして、暁月は大きく振りかぶって、

「せーのォっ！」

　掛け声と共に、その拳が放たれた。

　それは真正面からフィルの顔面を打うち抜くと、彼をそのまま遥はるか後方へと吹っ飛ばした。
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　夜の草原に静けさが戻った。

　それは、戦いが終わった事で生まれる静せい寂じやくだ。

「ったく、とんだ身みの程ほど知しらずだぜ……」

　やれやれと暁月は呟くと、地面に放ったＡＤを拾い上げる。

　殺してはいない。フィルにはまだ訊きかなくてはならない事が沢たく山さんある。

　最も、しばらくの間は眼を覚ます事はないだろうが。

　暁月は拾ったＡＤを右手に通し、美兎を振り返かえった。

「さあ、もう大だい丈じよ夫うぶだぜ──って……ん？」

　しかし、そこに美兎はいなかった。

　ふと見れば、彼女は暁月から逃にげるように奥の森へと駆かけてゆく。

「……………………意外と速えな」

　暁月は突然の事態に、思わず的外れな感想を述べると、

「────って、待ておいっ！　何で逃げんだ、全然意味が解らねえぞ、コラっ！」

　慌あわててその後を追いかける。

　森の中に入ると、視界は闇に閉ざされ、暁月は美兎の姿を見失った。

　しかし、暁月は美兎の氣を頼たよりに、迷う事なく森の奥へと走り続ける。

　すると。

　程なくして、視界の先で森が途と切ぎれた。その奥に、崖がけが広がっていたからだ。

　崖の正面、向こう側には巨大な滝たきがあった。上から絶えず流れ落ちる大量の水が、滝たき壺つぼへと吸い込まれ、辺りに地鳴りのような轟ごう音おんを響ひびかせている。

　……ここは、確か……。

　暁月は思い出す。ランキング戦が始まる前、美兎が言っていた滝がここなのだろうと。

　そして──美兎は、そんな崖の手前にそっと佇たたずんでいた。

　追い付いた暁月は、速度を落としてゆっくりと歩み寄る。

　頭を掻かきながら、

「お前なあ……いきなり逃げ出しやがって、何のつもりだ一体」

「……うん、ゴメンね」

　そう言って、美兎はくるりと振り返った。

　蒼あおい月光を浴びたその表情に、浮うかんでいるのは笑え顔がお。だが、

「──────」

　今にも泣き出しそうな力のない笑えみに、暁月は思わず言葉を失う。

　そして美兎は、ポツリと呟いた。

「あのね……、ボクの居場所……なくなっちゃったみたい」

「はあ？　何言ってんだ……」

　怪け訝げんそうに問う暁月に、美兎は「あは」と苦くし笑ようして、

「あの人が言ってたでしょ？　これはアレイザードとボクの問題なの。そして魔王の娘むすめであるボクが死なない限り、何度でも追手が差し向けられるって。その度にボクは、関係のないこの世界の人達たちを巻き込む事になるんだよ」

　だから、と美兎は言う。もうこの場所には居られないと。

　これ以上、大切な人達を巻き込む事はできないからと。

「でもアレイザードにも、もう戻れないの……だってもしもボクが戻ったら、魔王の娘であるボクの存在が、また新たな争いを生んでしまうから」

　そう言うと、美兎はゆっくり一歩ずつ後ろへと下がり始める。

　その先にあるのは──絶ぜつ壁ぺきの崖。

「おい、こら……」

　制止しようとする暁月に、美兎は小さく首を振った。

「お願い、さっきの人にボクがどうなったかを伝えて。そうすれば、全部終わるから」

　そっと眼を閉じて、

「居場所もない、帰る場所もない……だったら、ボクは行かなくちゃ」

　そう言い終えると、美兎はゆっくりとその身を崖の下──滝壺へと躍おどらせた。
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　美兎の耳は、激しい風の音を聞いていた。

　眼を閉じたまま凰沢美兎は思う。これは自由落下の速度が生んだ風切り音だと。

　そして徐々に風切り音の他に、滝の音が混ざってくる。

　それは自分の死が近づいているという事。

　いざという時、この異世界で一人孤こ独どくに死ぬという覚かく悟ごは、今はもう失ってしまった。

　だがそれでも、自分の大切な人達のために、この命を捨てる事はできる。

　……これで良いんだよ。

　多分これが、どこにも居場所を失くしてしまった自分にできる、最善の決断。

　これでアレイザードも、この世界にも迷めい惑わくを掛かけずに済む。

　だから、そのまま全てを受け入れようとして、

「────えっ？」

　不意に宙で抱だきしめられ、美兎は思わず眼を開けた。

　そして確認する。自分を抱きしめている存在──凰沢暁月の姿を。

「ど、どうして──」

　思わず出た声が、落下の風圧に掻き消けされる。

　……何とかしなくちゃ……っ。

　暁月は魔法を使えない。このままでは、自分と一いつ緒しよに死んでしまう。

　……せめて、この人だけでも……っ。

　美兎は必死に意識を集中させようと試みる。

　だがどうしても思考が混乱して、風の魔法を使う事ができない。

　すると、

「息止めてろっ！」

　暁月がこちらに怒ど鳴なったのが聞こえた。と同時、身体に衝しよ撃うげきが来る。

　二人の身体が水面へと突っ込んだのだ。

　大きな水柱を上げ、落下の勢いそのままに美兎と暁月の身体は滝底へ。

　……息が……っ。

　水面に激げき突とつした衝撃で、美兎は思わず肺から空気を吐はき出してしまった。

　水を飲んでしまい、思わず眼を開けてしまった美兎は見る。

　滝の上うえから落下した大量の水が荒あれ狂うそこは、幾いくつもの渦うずが絡からみ合あう濁だく流りゆうの中心だ。

　その激しい勢いに翻ほん弄ろうされるように、二人の身体はめまぐるしく回転する。

　そして、そのまま滝底に激突する直前──美兎の瞳ひとみがあり得ない光景を見た。

『──────っ！』

　暁月が、滝底へ向かって右の拳を打ち出したのだ。

　それが川底の岩いわ肌はだにぶつかった──と、同時。

　竜たつ巻まきのような衝撃が生まれ、周囲にあった大量の水が一いつ瞬しゆんで上方へと舞まい上あがった。

　刹那の時の中で、世界が確かに無音になる。

「え──」

　美兎が驚きに眼を見開いた。

　すると暁月は、美兎を抱きかかえたまま、水がなくなった川底を蹴けって跳ちよ躍うやく。そのまま一足飛びで、近くの岸へと着地した。

　直後、大量の水が元の場所へと戻るように降ってくる。

　水の塊かたまりが川底の地面を殴おう打だし、生まれるのは弾けるような轟音だ。

　美兎は、地面にへたり込むようにしながら思う。

　……助かった、の……？

　まだ信じられず、美兎がどこか呆然としていると、乱暴に胸むな倉ぐらを掴つかまれた。

　強い力で引き寄せられ、視線をそちらに向けさせられる。

「あ…………」

　そして凰沢美兎は見た。

　眼前、自分の命を救った青年の顔──そこに確かな激情があるのを。

　それは、美兎が初めて見る暁月の表情だった。

　こちらの戦闘衣服を掴む、暁月の拳が小刻みに震えていた。

　怒りで。

　ギリっ！　と暁月の歯が音を立てる。それは噛かみ締しめた歯と、そして感情が軋きしむ音。

　辛うじて抑おさえられていたその感情が──眼の前で爆発した。

「──馬鹿かっ、テメェはっ!!　あんな小こ僧ぞうの戯たわ言ごとに惑まどわされやがって!!」

　至近距離で怒ど声せいを浴びせられ、美兎はビクっと身を竦すくませた。

　凰沢美兎は初めて見る。ここまで激情を露あらわにした暁月を。

　コクーンに対しては何かあるのだろうが、それでも普ふ段だんその感情を表に出す事はない。

　美兎が知っている暁月は、常に不敵で、余裕たっぷりで。そして──いつも笑っていた。

　だから、それは初めての経験。凰沢暁月が美兎に見せた、最初の激情。

「つまらねえ脅おどしくらいで、先走って『他人を巻き込みたくないから死ぬしかない』なんて、一番馬鹿な考えに陥おちいりやがって……悲劇のヒロイン気取るのも大たい概がいにしとけ！」

「…………っ！」

　暁月の言葉に、それまで呆然と聞くだけだった美兎の表情が一変した。

　自分がカッとなった事を美兎は自覚する。聞き捨てならなかった。確かに自ら命を絶つような真ま似ねが正しいとは思わない。だが、それでもそれが最善の選せん択たくだと思ったのだ。

　だから、自分はそうしただけだ。一体それの何が悪い。

「──だったら……他にどうすれば良かったのさ」

　そう言って、美兎はキッと眼の前の暁月を睨にらむ。

「このまま、この世界の無関係な人達を、ボクの過去に巻き込み続けようっていうの？　ボクを捕つかまえるまで追手は来るのに。ボクが捕まるまで終わらないのに！」

　それに、

「ボクが捕まれば、アレイザードにいるボクの仲間は殺されちゃうんだよ？　ボクの仲間だけじゃない……また大きな争いが起こって、人も魔族も多くの命が失われてしまうの。ボクが生きていたら、この世界もアレイザードもメチャクチャになっちゃうんだよ！　そんなのボクは絶対に嫌！　そんな事になる位なら、いっその事──」



    

  
    
      「──死んでどうする！」

　一いつ喝かつされる。

「他人を巻き込みたくねえ気持ちは解わかる。だがな──どれだけ理由を正当化しようと、それで死ぬ事を選ぶのは、自己犠ぎ牲せいとは言わねえ。他人を巻き込む苦しさから解放されたくて、最低の選択に逃げてるだけだ」

「っ────」

　暁月の言葉が突き刺ささり、美兎は表情を歪める。

　弱い自分を見み透すかされた──そんな気がした。

　しかし暁月の言葉は止まらない。それは大切な事を伝える口調で、

「お前の親おや父じは、自分の苦しみから逃げずに戦ったぜ。そうでなきゃ、何のために人である事をを捨てて、魔王になんかなったんだよ。殺された女によ房うぼうの復ふく讐しゆうだけなら、人間のままだってできたんだよ。それでも魔王になって人間と戦い続けたのは──お前のためだろうが。お前が安全に、安心して幸せに暮らせる世界を作りたかったからだろうが。確かに魔王になってからは、魔族全部を守ろうとしていたさ。だが、それでも始まりはお前だった筈はずだ。だから──俺に倒された時も、それだけは譲ゆずれなくて。敵だった俺に、その夢を託たくしたんだろうが！」

　それなのに、

「そのお前が、よりにもよって自分から死ぬだと？　ふざけんなっ！　自分の父親の生き様を、その意味を！　お前が否定してどうすんだ！　お前は、ガリウスが必死に生きた証あかしだろうが。お前が生きないで、誰がガリウスの生きた意味を証明してやれるんだよ！」

「………………っ」

　美兎は俯うつむき、唇くちびるを噛んだ。

　その肩が次し第だいに震え出す。湧わきあがってくるのは、自分でも制せい御ぎよできない感情だ。

　凰沢美兎は解っている。暁月の言っている事は正しい事も、そして自分の考えが間違っている事も。だが──それでも美兎は解らない。他にどんな道があったというのか。

　アレイザードに留まれば、自分が争いの火種になる事は解っていた。だからこそ、自分はこの異世界へ来る決心をしたのだ。それが、一番良い選択だと思ったから。

　しかし、事態はそんなに甘あまいものではなかったのだと思い知らされる。

　だってそうだろう。

「……死ぬかもしれなかったんだよ？」

　美兎は見る。正面、暁月の首筋から血が滴したたっているのを。それは先程硬氣功で防いだ、フィルの斬撃によるもの──人ひと質じちに取られた自分を助けるために受けた傷だ。

　首を斬り落とされかけたあの状じよう況きようを考えれば、確かにそれは軽傷なのだろう。

　──だが、それはただの結果だ。勘かん違ちがいをしてはいけない。

　暁月は首を斬り落とされそうになった。死ぬ所だったのだ。

　こうして今、暁月がどれだけ元気でいようとも、その事実は誤ご魔ま化かせない。

　美兎はその事を、自分の胸に深く刻み込む。

　確かに暁月の実力は相当のものだ。フィルに人質に取られてもなお、美兎は暁月の勝利を疑わなかった。だが、

　……それでも君の強さに、ボクは甘えちゃいけないんだ……。

　いつも見せている暁月の不敵な態度や表情──それは確かに余よ裕ゆうの表れなのだろう。

　だが、それは余裕の戦いとイコールではない。命いの懸ちがけの戦いでは、毛ほどの油断が即そく死しに繋つながる。そして、何が起こるか解らないのが戦いであり、戦場だ。そこでは誰もが等しく、自身の命を懸かける事を強しいられる。それは暁月も同じなのだ。

　だが、それでも暁月は決して死を恐れる事なく、前だけを向いて戦い続けているから。

　だからこそ──こんなにも凰沢暁月は強いのだ。

　──しかし、そんな彼の強さにいつまでも甘えている訳にはいかない。

　今回、暁月はフィルの攻撃を防ぐために硬氣功を使った。それは、武器を捨てて油断させた相手に、最高の反撃を見み舞まうチャンスを窺うかがうためだったのだろう。

　だが、それならば無む駄だな傷を負う必要はなかった筈。ならば暁月の首の傷はあえて受けたものではなく、結果として軽傷だっただけに過ぎない。

「もしあの人の攻撃が、あと少しでも君の硬氣功を上回っていたら……その傷は頚けい動どう脈みやくにまで達して、致ちめ命いし傷ようになってたかも──」

「──ならねえよ」

　しかし暁月は、美兎の言葉を遮さえぎった。

「もしこれ以上傷が深くなりそうだったら、途とち中ゆうで腕を入れて奴の剣けんを止めていた。カウンターを決める事だってできたしな。何の心配もいらねえよ」

　そう言ってのける。その言葉は、偽りや気休めではないのだろう。

「……………………」

　しかし、美兎は無言のまま思う。確かに今回は上う手まく行ったかもしれない──だが、この次はどうなるか解らない。そして今後は、他の者が標的にされる可能性だってある。

　暁月に言う事を聞かせるために、美兎を人質に取ったように。美兎に言う事を聞かせるために、他の者が人質に取られる可能性は充じゆ分うぶんにある。いつ誰が、美兎の因いん縁ねんに巻き込まれ、命を落としてもおかしくはないのだ。

　美兎は唇を噛む。これからも魔王の娘であるという自分の過去に、この世界の人を巻き込んで、時には犠牲にし続けてまで自分の生にしがみ付いて。最後には自分の故郷に、より大きな悲劇を招く事になるなんて、あんまりだと。

　自殺するのは間違いだという暁月の言葉は正論だ。だが、それでは誰も救えない。

　だからこそ美兎は、間違ってはいても、皆みなを救える方法を選んだのだ。

　それが自分にできる、たった一つしかない最善の選択だと思ったから。

　なのに、暁月はそれを間違いだという。

「だったら、どうすれば良かったの……？」

　他にどんな最善の選択があるというのか。

　しかし、美兎は暁月の言葉を聞いた。

「──そんなの簡単じゃねえか」

　笑う。

「お前が死ぬ事なく、お前の助けたい奴らも助かれば良い──それが本当の最善だろ」

「そんなの……」

「できないと思うか？　なら、お前には無理かもな。だが俺はやるぜ。たとえお前が、お前自身を助けなくても──お前と、お前の大切な奴らを守ってみせる。この程度でケツ捲まくる位ならな、ハナからお前をこっちの世界になんざ連れて来てねえ」

　──覚えているか？

「あの時──先に手を差し出したのは俺だ。この事態は、お前がガリウスの娘で、この世界に来たから起きたんじゃない。俺がガリウスを倒して、お前をこの世界へ連れて来たから起きたんだ。俺が選んだ俺の道だ。誰にも邪魔はさせねえ。たとえ、それが──お前だろうと」

　だが、

「それでも、お前も俺の手を取っただろう。だったら俺を信じろ。俺と、俺を信じたお前の親父を最後まで信じろ。パチモン勇者のチンケな脅しや、必要のない不安に怯おびえる自分に立ち向かえ。心配するな、お前は一人じゃない──俺が傍にいるんだからよ」

「っ────」

　真正面から見み据すえられ、美兎はとっさに眼めを逸そらした。力強い瞳、心強い言葉。

　このまま頷うなずいてこの身と心を預けられれば、どれだけ楽だろうかと思う。

　だが、それはできない。暁月は父の仇かたきなのだ。暁月の言うように、自分が父の生きた証だとするなら。その自分が、父を殺した暁月に完全に心を許す訳にはいかないのだ。

　……父さんは、許されるなら一緒に生きろと言ったけど。

　許される訳がない。たとえ暁月が許しても。他の誰が許しても。

　そんな自分を──自分は許してはいけない。

　だから、

　……あ……。

　いけないと思った時には、もう抱きしめられかけていて。

「だ、駄だ目めっ──！」

　美兎は慌てて、思い切り暁月を突き飛ばした。

　ところが暁月はビクともせず、反対に美兎がよろめくように後ろに下がる。

　そして、再び近づいてこようとする暁月に対して、

「…………こ、こっち来ないで！」

　反射的に叫さけんだ声が震えてしまう。

　泣いていた。それを認めたくないように、美兎は首を振りながら、

「止めて。これ以上優やさしくしないで……ボクの事なんか早く見捨ててよっ！　君がそうやっていつも優しいから……ボクは解らなくなっちゃうんじゃないかぁっ！」

　髪を振り乱みだして叫ぶ。憎にくんでいるのに。父の仇なのに。勇者と魔王の娘の関係なのに。

　それでも暁月は──いつも優しくて。そんな彼の態度の真意が解らなくて、その優しさを素す直なおに受け入れられずにいた。何より、父親を殺した彼を憎んでいたかったから。

　でも、これ以上は駄目だ。

　……今、これ以上優しくされたら、もう……。

　自分は──本当におかしくなってしまう。

　なのに暁月は苦笑して、

「優しくされたら不安になるなんて……やっぱりお前は不器用だな」

　ゆっくりと近づいてくる。

「アレイザードでもこの世界でも、居場所が無くなってしまったと言ったな。だがな、そいつは間違いだ。居場所ってのは、世界の何ど処こかに在るものじゃない。本人が感じるものなんだ。だから、お前の居場所がなくなったなんて事は有り得ねえ」

　何な故ぜならば。

「お前の居場所は何ど処こでもねえ──お前の居場所はこの俺だ」

「──────」

　その言葉に驚き、眼を見開くのと同時。今度こそ美兎は、暁月に抱きしめられていた。

「そんなに不安なら感じさせてやるよ……お前の居場所って奴やつを。優しくされると不安になるなら、ちょっぴり乱暴にしてな」

「な、何を言って……」

　弱々しい声で、それでも何とかして抵てい抗こうしようとしたら、耳たぶを柔く噛まれた。

「あっ──」

　途と端たんに耳下から首筋を通って全身に甘い痺しびれが走り、美兎はピクンと躰からだを震わせる。

　抵抗する力を失いながら、

「な、何を……」

「別に。人の言う事を聞けない悪い耳には、お仕置きが必要だろ？」

「ふ……ふざけないでよ……っ」

「お、生意気な口。お仕置きだな」

　そう言うや否いなや、美兎の顎あごが持ち上げられる。

　そして。

「──たっぷり感じろよ」

　次の瞬間、唇が奪われた。

「んんっ？　……は……や、んむっ」

　慌てて美兎は抵抗を試みるも、暁月はびくともしない。

　それは初めてのキス。だから──美兎は拒こばみ方を知らない。突然の事態に混乱し、とっさに意識は酸素を求める。すると美兎が唇を開けた途端、美兎の中に何かが入ってきた。

「──ふぁっ？」

　……な、何……今の？

　こちらの舌に何かが触ふれた瞬間、腰こしが抜けた。

　それから数瞬しゆ遅んおくれて、美兎の全身を震えるような快感が走はしり抜ける。

　……これ、この人の氣だ……。

　おぼろげながらに美兎は理解する。

　今、舌を通して自分の躰に入って来たのは、暁月の氣なのだと。

　美兎はこれまでの経験で知っている。凰沢暁月は、女の涙なみだを見み逃のがさない。

　泣いてる女がいたら、自分の好きにして良い──それが、はぐれ勇者の鬼き畜ちく美学。

　本人の気持ちを無視してでも、止めねばならない悲しい涙を前にしたら。凰沢暁月は絶対に止まらない。今こうして暁月が、言う事を聞かない美兎に対し、強ごう引いんな手段を取っているように。だがそれは全すべて、美兎を想おもっての事。乱暴というには優しすぎる行動だ。

　抵抗する事はできる。だが既すでに、今以上の絶望はないのだ。ならば全てを諦あきらめてしまう前に、少しだけ考えてみても良いのかもしれない。

　美兎は眼を閉じて、暁月の言葉の意味をそっと想った。

　すると唇を通して、暁月の気持ちが流れ込んでくる。そこに言葉はないのに、確かな想いが伝わってくる。だから美兎は、段々と感じてゆく。

　凰沢暁月という自分の居場所を──これ以上ない程ほどに強く。

　……君が、ボクの居場所……。

　暁月の言っていた意味を少しだけ理解し、美兎の躰からゆっくりと力が抜けてゆく。

　抵抗する意思を失えば、どんな乱暴な口づけも受け入れて、そして甘いキスになる。

「…………ん」

　美兎はキスをされながら、自分の躰が柔らかくなってゆくのを感じていた。ゆっくりと暁月の腕の中に沈しずんでゆくような感覚。とろけそうな意識。心ここ地ちの良いその浮ふ遊ゆう感に。

　落ちてゆく。

　だから──そこから先は、きっと無意識。

　美兎はしがみ付くように、暁月の背中に両りよ腕ううでを回して力を込めた。

　自分が今確かに、ここに居るという感覚。それをもっと確かめたいかのように、徐じよ々じよに美兎は自分から暁月を求めてゆく。

　もう感じているのが、自分だけでは嫌だった。暁月が自分の居場所だというなら、彼にも自分をもっと強く感じて欲ほしくて。呼吸をする事すらも忘れて。

　溺おぼれてゆく。

　……ああ……。

　肺の中の空気がなくなり、自分の意識がぼんやりと甘い熱を帯びてゆくのが解った。

　だが美兎は唇を離はなせない。脳が酸素を求めるよりも、心が暁月を求める方が強くて。

　どうしよう。

　……こんなに苦しいのにボク、止められない……。

　美兎は自分でも信じられない。だけど今は、感じる温ぬくもりだけが真実で。

　──もしかしたら自分は、心の何処かで待っていたのかもしれない。

　自分から素直になる事は絶対にできないから。そんな自分が偽いつわり続けた気持ちを、こうやって暁月が有う無むを言わさず、思い知らせてくれる瞬間を。

　父の仇で、憎むべき敵で。その事実は決して消える事はないけれど。

　……許して、父さん……。

　自分の居場所が誰なのかを思い知り、閉じた瞳の端から涙が零こぼれ落おちた。

　それでも凰沢美兎は、もう己の気持ちに嘘うそはつけない。

　いつの頃ころからか、感じ始めていた想い。



　……ボク──この人が好きだ。
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　長い長いキスが終わっても、暁月は美兎を抱きしめ続けてくれた。

　そして、程なくして二人は体を離す。

　そこまでは良かった──問題はそれからだ。

「──おい、大だい丈じよ夫うぶか？」

「へ、平気……もう全然」

　怪訝そうな暁月に、美兎は曖あい昧まいな返事をした。

　美兎は少し前から、暁月に背を向けている。先程から繰くり返し思うのは、ただ一つ。

　……ど、どうしよう。

　美兎は顔を真っ赤にして、両頬ほおを手で押おさえた。

　唇を重ねていた時は夢中だったが、思い返してみると顔から火が出そうだった。

　自分の本当の気持ちを自覚してから、暁月の顔が見られない。

　……キスしちゃった……あの人と。

　人差し指でそっと唇に触れてみる。すると、まだ微かすかに暁月の温もりが残っていて。

　そのまま感かん触しよくがリフレインしそうになり、美兎は慌てて頭をブンブンと振った。

「そ、そんな事より、そっちこそ本当に良いの……？」

「……ん？　何がだ？」

　暁月にキョトンとされ、美兎は彼かれを振り返る。

　なるべく顔を見ないようにしながら、

「だって……これからボク、今まで以上に君に迷惑を掛けちゃうかもしれないんだよ？」

　それは真しん剣けんな問とい掛け。

　或あるいはこの先、終わりの見えない戦いに身を投じる事になるかもしれないのだから。

　今ならば、まだ引き返す事はできる。否、引き返すとしたらこれが最後だ。

　だが、

「──別に、何も変わりはしねえさ」

　その言葉と共に、美兎の前にスッと手が差し出された。

「え……？」

　思わず顔を上げた美兎は見る。

　暁月が、こちらに手を差さし伸のべているのを。

　そして彼は、笑いながら言う。



「俺が、お前やお前の親父に託されたのは『迷惑』じゃねえ。『希望』だろ」



「──────」

　その言葉を聞いた瞬間。美兎の中に残っていた戸と惑まどいや躊躇ためらいが、完全に消えた。

　だから──もう迷わない。

「………………うんっ！」

　美兎は弾はじけるような笑顔を浮かべると、暁月の手にそっと自分の手を重ねた。

　かつて、アレイザードで彼の手を取った時と同じように。新たな決意を胸に秘ひめて。

　もう彼を見み極きわめるまでもない。後はただ、自分の気持ちに従えば良いのだから。

「さて……そろそろ戻るとするか」

　と、暁月。

「委員長や五泉いずみも心配しているし、あの小僧には色々と聞きたい事も──」

　そこまで言った時だった。その身体がぐらりと横へ揺ゆれたのは。

　そして、そのまま地面へと倒たおれこむ。

「っ──ど、どうしたのっ!?」

　手を握にぎっていたため、美兎も一緒に倒れ込んでしまい、暁月の上に覆おおい被かぶさってしまう。

　そこでようやく、美兎は気が付いた。

　暁月がフィルに斬られた首の傷が、紫むらさ色きいろに変色している事に。

「まさか、毒が……？」

「……なあに、心配いらねえよ……っ」

　苦痛に歪ゆがんだ暁月の表情が、その言葉を強がりだと教えてくれる。

　それでも、暁月は美兎に告げた。

「……良いか、俺は大丈夫だ。少し休めば、回復する……だから、心配は要いらねえ」

「そんな……っ」

　苦しそうに呻く暁月の手を、美兎はギュッと握る。

　だが暁月が、こちらの手を握り返す事はなかった。既に意識が失われていたからだ。

「駄目だよ、眠ねむったらっ！　意識をしっかり……ねえ！」

　必死の呼よび掛けに、しかし暁月は応こたえない。

　……どうすればっ。

　美兎は焦しよ燥うそうを露にする。自分は回復魔ま法ほうを使えない。暁月を治ちり療ようするには、本部テントか医いり療よう塔とうにいる専門スタッフに診みせなくてはならいだろう。

　……風の魔法で空を飛べば、そんなに時間は掛からずに運べるけど……。

　しかし美兎は、それは危険だと判断する。暁月が受けた毒の種類が解らないからだ。

　毒の中には、呪のろいに近い物もある。下手に魔法の波動が干かん渉しようすれば、より症しよう状じようが悪化してしまう事もあるのだ。だからこそ専門の医いり療ようスタッフが、慎しん重ちように治療を行わなくてはならない。だが魔法を使わずに、背せ負おって本部まで運んでいては、時間が掛かりすぎてしまう。何より下手に動かせば、さらに毒が回ってしまうかもしれない。

　しかし、事態は美兎を待ってはくれなかった。それは、

「嘘……。体温が……」

　美兎は呆然と呟く。暁月の体温が、急速に下がり始めていた。

　恐らくは毒に加え、自分を助けるために滝底へ落ちたのが原因なのだろう。

　みるみる顔色が悪くなってゆく。

　……何とかしなきゃ、何とか……っ。

　美兎は必死に頭を働かせた。今の自分にできる事は多分少ない。だが何かできる筈だ。

　もう二度と諦めたりはしない。先程自分は、暁月に命を救って貰った。

　だから今度は──自分が彼を助ける番だ。



　そして凰沢暁月は、毒に侵おかされながらしみじみと思っていた。

　……あー、危ねえ所だった。

　間かん一いつ髪ぱつ。どうやらかなり強力な毒のようだ。少し悠ゆう長ちように構えすぎたかもしれない。

　──実は。暁月は先程から、自分が毒を受けている事には気が付いていた。

　暁月の体内では、錬環勁氣功により、常に氣が巡めぐっている。よって体内に異物が混入したり、血流やそれこそ氣の流れを乱すような事態が起きれば、一発で解るのだ。

　そして錬環勁氣功は操体術であり、素す手での武ぶ闘とう術の面も持っている。よって敵の攻こう撃げきに対し身を晒さらす機会が多いため、斬撃や打だ撃げき、魔ま法ほう攻こう撃げきから毒に至るまで、直接・間接を含ふくめた、あらゆるダメージへの耐たい性せいを持つよう訓練をしており、万一の際の対処も身に付けている。だからこそ、硬氣功のような危険な技わざを使う事ができるのだ。

　そのためフィルの剣を硬氣功で受け止めた時、すぐに毒には気が付いていた。

　なので、その時に対処していれば何の問題もなかったのだ。しかし、いきなり美兎は逃げ出だすし、挙句の果てには崖から飛び降りる始末で。それを助けるために、錬環勁氣功を使ってしまい、回復を行うのが少し遅おくれてしまったのである。

　だが、凰沢暁月は構わない。こうして無事に間に合ったのだから。

　……まあ、結果オーライだろ。

　現在暁月は、錬環勁氣功で心臓の鼓こ動どうの強さと速度をギリギリまで落としている。

　こうする事で、血液の流れを可能な限り緩ゆるやかにし、体内に毒が広がらないようにしているのだ。そして代わりに氣の流れを最大限に活性化、体内の毒素の浄じよ化うかに入っている。

　一時的に体温は下がっているのも、喋しやべれないのも、全て回復に集中しているためだ。

　このまましばらくすれば、動けるようになる。

　それなのに──凰沢暁月は、どうしたものかと思う。

　倒れた拍ひよ子うしに覆い被さって来た美兎が、暁月の首の傷口を吸っていた。

　……心配は要らねえって言ったんだがな……。

　毒を吸い出そうとしているのだろう。一心不乱に、美兎はこちらの首を吸ってくる。

　とはいえ、傷を受けてからかなりの時間が経過しているのだ。今いま更さら、毒を吸いだそうとした所で、大して効果はない。

「──────」

　暁月はそんな美兎を制止しようとして、しかし止めた。美兎なりに暁月を心配し、何かできる事はないかと考え、やってくれている事なのだ。先程まで死のうとしていた美兎が、折せつ角かくこんなに頑がん張ばっているのだし。そんな彼かの女じよに「自分で治せるから、お前は別に助けようとしてなく良いぞ」と言うのは、どうにも気が引ける。

　……それに可愛かわいいしな、女の子の頑張る姿ってのは。

　もうしばらく見ていたい気持ちになり、暁月は美兎の好きにさせてやる。

　チュパッ、チュパッと、夜の森に少し淫みだらな水音が響いてゆく。

　すると。程なくして美兎は、暁月の首から口を離した。

「このまま横になってたら、どんどん体温が下がっちゃう……」

　暁月は身を起こされ、近くの木へ背中をもたれ掛けさせられた。

　そして、

「────っ」

　美兎は意を決したように、暁月の戦せん闘とう衣服を脱ぬがせ始める。

　……おお、何だ何だ？

　上半身を裸はだかにされた暁月は、薄うす目めを開けて見る。

　すると眼の前で、美兎も自分の戦闘衣服を脱ぎ始めていた。恥はずかしそうに顔を赤くし、それでも早い手付きで各パーツの止め具を外してゆく。そして、ショーツ一枚になった美兎は、片かた腕うでで溢あふれんばかりの胸を抱くように隠かくしながら、ゴクリと喉のどを鳴らすと、そっとこちらに身を寄せてくる。暁月の太ふと股ももに跨またがるようにして、耳元で囁ささやくように、

「ボクで……温かくなって」

　そう言って、美兎が肌はだを重ねてきた。こちらの首の後ろへ手を回し、ギュッと身体を寄せて来る。それはまるで、一つになって溶とけ合うような密着感。

　暁月は、美兎の体温を直に感じた。そして思うのは一つの事だ。

　……うーむ、やっぱりでけえ……。

　こちらの胸に押し付つけられた美兎のおっぱいは、凄すさまじいボリュームだった。

　押し潰つぶされた胸が、上へといやらしい形に盛り上がる。

　暁月がけしからんと思っていると、美兎は再び暁月の首筋に唇を寄せて来た。

　そして再び毒を吸い始める。

　──すると、程なくして変化が訪れ始めた。

　それは、暁月の身体ではなくて、

「っ……ハァ、……っ……ハァ」

　美兎の呼吸が荒あらくなっている。躰が熱を持ち始めたのだ。

　……っと、やべえかな……。

　暁月は、事態がおかしな方向へ向かい始めた事を察した。

　既に暁月の身体に毒は回っているため、今更吸い出そうとした所で、それ程の効果は望めない。だが、フィルの毒はかなり致ち死し性せいの高い強力なものだ。そのため、傷口を吸っていた美兎にまで毒が回り始めたのだろう。

　……やれやれ。

　暁月は心の中で嘆たん息そくした。ここで止めさせて、お前も毒にやられたと伝えたら。

　きっと美兎はまた、自分に迷惑を掛けてしまった事を嘆なげくだろう。

　だが全ては、暁月を思ってしてくれた事なのだ。そんな悲しい想いをさせたくはない。

　……仕方ねえ、やるか……。

　だとしたら、方法は一つだけ。

　美兎にこちらの意図を悟さとられる事なく、彼女を解げ毒どくするしかないだろう。

　そのために暁月はまず──これ以上美兎に、毒を吸わせる事を止めさせる。



「──ふあッ!?」

　暁月の首を吸っていた美兎は、驚おどろいたように声を上げた。

　暁月の首から口を離し、肩かた越ごしに後ろを見る。

　すると、Ｔバックを穿はいている自分の尻しりを、暁月の両手が鷲わし掴づかみにしていた。

　一瞬意識が戻ったのかと思ったが、しかしそんな筈はないと美兎は思う。

　暁月の体温はまだ冷たいままだし。何より、密着させた胸を通して感じる暁月の鼓動は、今にも止まってしまいそうな程に弱くて儚はかなげだ。だから、美兎は思う。

　……苦しいんだ、きっと……。

　それで、つい手近なものを掴んでしまったのだろう。とはいえ、

「んっ……ふ……くっ」

　甘い声が喉のど奥おくから零れ、美兎は慌てて唇を噛んだ。

　暁月の手が、意識がないとは思えない程、躍やく動どう感溢れる動きで美兎の尻を揉もんでくる。

　しかも、この頭の中がとろけそうなほどの甘い感覚。もしかしたら暁月は、無意識に錬環勁氣功を使っているのかもしれない。

　その証しよ拠うこに、急に美兎の躰が熱を持ち始める。躰中を、甘い感覚が駆け巡ってゆく。

　だが、美兎は構わない。

　……別に、これ位は平気だよ……。

　自分はもう、己おのれの気持ちをきちんと自覚している。もう暁月に触れられても、それを嫌いやだとは思わない。勿もち論ろん、恥ずかしさはまだあるけれど、今の暁月に意識はないのだ。

　だから、ちょっと位こんな真似をされても平気だと、美兎は自分に言い聞かせる。

　むしろ、自分の体温が上がるのは好都合だと思わなくては。これで、暁月をもっと温めてあげる事ができるのだから。

　しかし暁月の指使いが、あっという間に美兎の我が慢まんの上を行く。

「あ……嘘、だよ、こんな……っ」

　暁月の手指が、どんどん深く美兎の尻の奥おくへと沈んでゆく。まさか自分の尻が、こんなに柔やわらかく、そして敏びん感かんだったとは。やがて──いつしか、美兎の全身が敏感になって。

　躰中の肌が、気持ち良いと叫び始める。

　大気がそこにあるだけで、どうしようもなく感じる。

　──そして、その時は唐とう突とつに訪れた。

　美兎の尻を鷲掴みにしていた暁月の手が、左右に広がり始めたのだ。

　尻を割られる。

「あっ……ちょっ、と、そんなの、駄目……っ」

　困こん惑わくが、甘い声になってしまって。そして美兎の脚あしが完全に開かれた瞬しゆ間んかん。

　今まで一番力強く、尻を鷲掴みにされた。

「～～～～～～っ」

　鼻から抜けるような嬌きよ声うせいを上げて、美兎の躰が仰のけ反ぞった。

　全身の力が抜けた躰は、そのまま後ろに倒れそうになり、

「──おっと」

　しかし、暁月の両手が美兎の胸を鷲掴みにして支えた。

　すっかり敏感になっていた美兎の全身。甘い感覚が、一気に跳はね上がる。

「ふあッ!?　あああぁっ!!」

　ピクンピクンと躰を震わせると、美兎はそのまま暁月の胸へと倒れ込んだ。

「……ん、あ……」

　呼吸が全部、甘い吐と息いきになる。

　そして。

「……え……？　今の声は……」

　恍惚の余韻を残したまま顔を上げると、眼の前の暁月が、こちらを見つめていて。

　暁月は慈じ愛あいの表情で、親指をピッと立てながら、

「危ない所だったな。だがもう大丈夫だ。これでもう毒は抜けたぜ──俺とお前のな」

　無駄に爽さわやかに言われるが、美兎は一瞬意味が解らない。

　だが、すぐに我に返ると、ジワジワと目め尻じりに涙を浮かべ、

「う……うわーんっ！」



    

  
    
      　ショートレンジの良いフックを、暁月の側頭部にブチ込んだ。大きく息を吸って。

　言う。

「──いつの間にボクまで、解毒される側になってたのさっ！」
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　いそいそと戦闘衣服を身に着けつつ、美兎はプンプン怒りながら、

「本当にもう……いつから気が付いてたのさ？」

「いや、普ふ通つうに最初から気付いてたけどな。別に意識を失ってた訳じゃねえんだし」

　言っただろと、こちらも戦闘衣服を着ながら暁月。

「俺は大丈夫だ。少し休めば回復するから、心配いらねえってよ」

「くっ……それは確かにそうだけど……でも、あんな事になったら普通心配するよっ！」

　血の気が引いて、体温もどんどん下がって。

　……本当に怖こわかったんだから……。

　それなのに、

「最初から意識があったなら、教えてくれれば良かったじゃない。人の心配に付け込んで、あんなエッチな事するなんてひどいよっ！」

　戦闘衣服を着終えた美兎は、そう言って振ふり返った。

　すると、眼の前に既に戦闘衣服を身に纏まとった暁月が立っていて。

　ポフっとこちらの頭の上に、手を置かれた。優しく撫なでられる。

「悪かった。頑張るお前があんまり可愛いかったもんでよ。ついな」

「っ～～～～」

　途端に美兎の顔が真っ赤になり、それ以上何も言えなくなる。

　……うぅ……殺し文句だ……。

　俯きながら美兎はいけないと思う。これが惚ほれた弱みという奴だろうか。このままでは、これから先何をされても、最後はこの笑顔一つで自分は何も言えなくなってしまいかねない。これは由ゆ々ゆしき事態だ。何せ自分はつい先さき程ほど、これからこの世界で彼と生きてゆく決意を固めたばかりなのだから。一刻も早い対策が求められる。

　などと、美兎が悶もん々もんとしていると、

「さて、そろそろ行くとするか──っと」

　暁月が歩き出そうとして、僅かによろめいた。

　慌てて美兎が、横からその身体を支える。

「そんな身体で……まだ動いちゃダメだよ」

　すると暁月は「心配いらねえよ」と笑えみを見せながら、

「もう毒は大分消えてる。それに錬環勁氣功で身体の治ち癒ゆり力よくを上げてるし、これなら動きながらでも自然に回復するさ」

「それでも……せめて、きちんと動けるようになるまで、もう少し休もうよ……何も無理しなくたって」

　心配するこちらに、しかし暁月は不敵に笑う。

「──残念だが、そんな暇はなさそうだな」

「え……？」

　言われた美兎は、暁月の視線の先を見た。

　そして気が付く。正面を流れる川の水面。そこに一人の青年が立っていた。

　先程までの激げき闘とうが嘘のように、平然と不気味な笑みを浮かべながら、

「──いや、油断しましたよ。まさか、素手でもあそこまで強いなんて……流石さすがですね」

　フィル・バーネットが告げる。

「おまけに、即死性の毒を受けても生きてるなんて。本当に人間なんですか？」

「そいつはこっちの台詞せりふだぜ。確かに殺さないように手加減はしたが、先刻の攻撃で全身の氣の流れは滅め茶ちや苦く茶ちやの筈だ。たとえ意識が戻もどる事はあったとしても、身動きはできない筈なんだがな……」

「不思議ですか？　ならば、その答えをお見せしましょう。目立ってしまうので、あんまりこの手は使いたくなかったんですが……どうやら手段を選んではいられないようですしね」

　そして、こちらが聞き取れない位の小さな声で、フィルが何かを呟つぶやく。

　……魔法？　ううん、これは……。

　美兎は、辛かろうじてそれが何かの古代語だと解った。

　だが、解ったのはそこまでだ。



　──そして次の瞬間、フィルを中心に強力な波動が展開した。



    

  
    
      第３章《夜明けが来る前に》
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　五泉いずみ千ち影かげが眼を覚ましたのは、白いベッドの上だった。

　……ここは……。

　覚かく醒せいしたばかりの不確かな意識で、千影は自分が置かれている状況を確かく認にんした。

　照明の落とされた暗い室内に見覚えはない。だが独特の消毒液の匂においが教えてくれる。

　自分が居る場所が、ＪＰＮバベルの医療塔なのだと。

　そして場所が解れば、次に探さぐるべきは『原因』だ。

　──何故、自分がここに居るのか？

　人の意識は通常、現在から未来へ向けられる。過去を思い出すには、意識の逆走が必要だ。それは血流の流れに意識を遡さかのぼらせるのにも似ていて、

「っ────」

　頭に鈍にぶい痛みが走り、千影が顔を顰しかめた時だ。

「──眼が覚めた？」

　こちらに呼び掛ける声がした。見れば、ベッド脇わきの椅い子すに幼い少女が座すわっている。

「委員長……」

　千影がそう呟くと、桐どう元もと葛くず葉はは安心したように大きく息を吐はいた。

　だからこそ千影は思い出す。自分が葛葉に心配を掛けたその理由を。

「そっか……あの気味の悪い奴に……」

　自らをフィル・バーネットと名乗った青年は、自己紹しよ介うかいを終えるなり、自分達へと襲おそい掛かって来た。とっさに三人で応戦しようとしたものの、ほとんど不意打ちに近かった事から後手に回ってしまい。さらにはシステム結界が消しよ滅うめつしている事に動どう揺ようしたのが隙すきとなり、瞬またたく間まに形勢は不利になって。最後は体勢を崩くずした葛葉へと迫せまるフィルの攻撃から、とっさに彼女を庇かばおうとして──そこで意識が途と切ぎれたのだ。

　だが千影は思い出す。朦もう朧ろうとする意識の中、ふと耳にした言葉が確かにあったのを。

　それは、

　──巻き込んで、ゴメンね。

「……………………」

　間ま違ちがいない。自分は確かに聞いていた。大切な友達が、悲痛な声で口にしたその言葉を。

「委員長……美み兎うは？」

　こちらの問いに、葛葉は静かに首を振った。

「保護したらすぐに報しらせてって頼たのんであるけれど、まだ連れん絡らくは来てないわ」

「そんな……」

　今が何い時つかは知らないが、あれからもう少なくない時間が経過している筈だ。

　思わず身を起こそうとすると、今度は全身に痛みが走った。

「駄目よ……まだ安静にしていないと。それに、彼女ならきっと大丈夫」

　千影の両りよ肩うかたにそっと手を置き、葛葉は言った。

「あの後すぐ──凰おう沢さわ君が来てくれたから」

「暁あか月つきが……？」

「ええ、だから凰沢さんはきっと大丈夫よ……後の事は任せて、貴女あなたは今は休む事だけを考えて」

　葛葉は再び千影をベッドに寝ねかせると、乱れた布ふ団とんを掛け直した。そして、

「先生を呼んでくるわ。少しだけ待ってて」

　そう言って病室を出て行こうとする。

　そんな幼い彼女の細い腕うでに、血の滲にじんだ包帯が巻かれているのを千影は見た。

「委員長こそ……大丈夫なのかい。無傷って訳でもないだろう？」

「私は平気よ。貴女が助けてくれたから」

　病室の扉とびらが開けられ、部屋の中に廊ろう下かの灯あかりが差し込んでくる。

　そこで葛葉は振り返り、穏おだやかに微ほほ笑えむ。

　それは千影が初めて見る、幼いクラスメイトの優しい表情だった。

「ありがとう、五泉。私の事……守ってくれて」

　葛葉はそう言うと、扉の向こう──廊下へと出て行った。
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　アレイザードの魔ま導どう大国、シェルフィード王国の王都エルディア。

　その象しよう徴ちようたるエルディア城には、王国軍の将軍達が軍議を行うための会議室がある。

　客室とは異なり、大机に椅子という必要最低限の物しかない簡素な室内。

　石造りの壁かべがむき出しなのは、軍議で作戦地図などを貼はるためだ。

　この部屋は扉から天てん井じようまで全てが完全に石造りになっている。それは、外部に情報が漏もれるリスクを可能な限り避さけるため。この場所で交かわされる会話の多くは重要機密のため、ここならば外の人間に聞かれる心配はない。

　そして今、この会議室に一組の男女の姿があった。

　シェルフィードの大将軍、ゼクス・ドルトレイク。

　各省庁のトップである、精務長官のルーティエ・トルム。

　二人は今、ディスディアからの帰国後にリスティから命じられた調査をある程度終え、互たがいに得た情報を交こう換かんし合っていた。

「……やっぱりあの小こ僧ぞうが犯人みたいだな」

　ディスディアに残っている間かん諜ちようからの伝書魔法に書かれている情報に眼を通し、ゼクスは嘆息した。

「間違いありませんか？」

　ルーティエの問い掛けに、ゼクスは頷きを返して、

「恐おそらくな。フィル・バーネットがこの世界に召しよ還うかんされてからの情報を洗わせていたんだが、ちょっと気になったんで、ここ数日の情報も調べさせてみたんだ」

　それは、破は壊かいされたレオンの墓を見た際に浮かんだ可能性。

「アレクラスタでの三国会談後、ディスディアに帰国したのはバラムのおっさんだけだったらしい。フィル・バーネットが戻ったのは、俺らがディスディアに行った日の早朝だ」

　そして、

「ウチの連中に、ここ数日の城下の情報を集めさせたんだが、出てきたぜ目もく撃げき証言が。フィル・バーネットらしき青年を、五日ほど前に見かけたって話だ」

　状じよう況きよう証しよ拠うこと目撃証言しかないが、アレクラスタから陸路でシェルフィードへ密入国し、レオンの墓を破壊し、その後ディスディアへ戻ったとしたら。恐らく掛かる日数は、十日前後だ。それはアレクラスタの三国会談から、フィルが追手として差し向けられるまでに経過した日数と完全に合がつ致ちする。その真意は解らないが──最も早はや、間違いないだろう。

「──事が事です。確実な証拠が出てくるまでは、この件についてリスティに報告するのは控ひかえた方が良いでしょうね」

　ルーティエは、憂うれいを帯びた瞳で呟いた。

　この件に関して、リスティは今かなり冷静さを欠いている状態だ。もしフィルが犯人の可能性が高いと聞かされれば、自分の感情を抑おさえられないかもしれない。だがリスティは、シェルフィードの女王なのだ。王の軽けい率そつな行動は、国そのものをも左右してしまう。

　もちろん、犯人がフィルというならば、彼を許すつもりはルーティエもゼクスも毛頭ない。だが《異界の門》でのバラムは、フィルを追手として差し向けるのに、三国会談から日数を空けた事には不満なようだった。だとすれば、この件はディスディアという国ではなく、フィルの個人的な思惑による可能性がある。無論、フィルの身み元もとはディスディアが保証している以上、これは国家と国家の問題だ。とはいえ、まずは今回の件が誰だれの思おも惑わくなのか確証が得られなければ、追つい及きゆうしても大した効果はないだろう。

「──で、そっちの方はどうだ？　自分の世界に帰った異世界人が、もう一回このアレイザードに来る方法があるかどうかってヤツ。確か、お前ンとこの最長老に当たってみるって話だったよな？」

「ええ。私の部族の最長老は知りませんでしたが、異世界に詳くわしい他の部族の長老に聞いて貰もらえまして。どうやら、一つだけ方法があるにはあるみたいです……」

　それは、

「《異界の門》を通れるのは、異世界人だけです。この世界の人間はおろか、ありとあらゆる物質は、次元を渡わたる事はできません。しかし、これはあくまで理論上の話らしいのですが──もし異世界人が元の世界に帰き還かんする際、アレイザードの何かと共に次元を渡る事ができたなら、こちらと向こうの世界の間を隔へだてている次元に、穴が開くそうです」

「《次元の穴》か……」

「そうです。そして、その穴を通れば、再びこの世界に来る事ができます。アレイザードの物質は、本来はこの世界の存在ですから、こちらの世界に対して引力にも似た指向性を持つそうです」

　つまり、

「こちらの世界から持って行った何かと一いつ緒しよなら、再び次元の穴を通って戻って来る事ができる訳ですよ。ただし《次元の穴》というのは、持っていく存在の外形がそのまま反映されるそうです。もし人間が戻ってくるとしたら、ある程度のサイズのものを持って《異界の門》を渡る必要があります」

「成なる程。けどよ、大前提としてアレイザードの存在は、人だろうが物だろうが《異界の門》を渡れないんだろ？　だったら、そもそも次元に穴なんか開かねえだろ」

「ええ。だからこそ方法として成立せず、情報としても伝わる事がなかったんでしょう」

　と、ルーティエ。

「もしアレイザードの存在に《異界の門》を渡らせられるとするならば──それこそ、その存在は異世界人と完全に融ゆう合ごうしている必要があります」

「完全に融合ねえ……そんな真似が──」

　と、ゼクスはそこまで言い掛けて、

「……ちょっと待て。確かリスティによると、あの馬ば鹿かは『何かあったら俺を呼べ』とか言ってたって話だったよな」

「ええ」

「あの馬鹿の錬環勁氣功って、確か……」

　その言葉に、ルーティエはしっかりとした頷きを返す。

「そうです。アカツキの錬環勁氣功ならば、あらゆる物質に対して氣を通し、自らの一部とする事が可能です。そしてあの時、彼はアレイザードの衣服と砂すな袋ぶくろのような大きなバッグを持っていました。あれならば、人が通るサイズとしては充分でしょう」

　珍めずらしくその表情に、嬉うれしそうな笑みを浮うかべて、

「少なくともアカツキは、戻ってくる事が可能なんです──このアレイザードに」



　ハイエルフの長老から得られた情報は、確かに有益だった。

　──暁月が、このアレイザードに戻って来る事ができる。

　ゼクスとしては、すぐにその話をリスティ聞かせてやりたかったが、冷静なルーティエはそれを制止した。《次元の穴》を行き来できるという説が、百％確実なものとは限らないからだ。現段階ではまだ、ぬか喜びで終わってしまう可能性は充分にある。

　何より、もしその方法が本当に実在するとしたら。

　錬環勁氣功が使える暁月は、魔ま王おうガリウスの娘を連れて帰れる事になるのだ。

　だとしたら、状況はますますややこしい事になる。

　──一方で、錬環勁氣功が使えないフィルには、アレイザードの何かと融合する方法が思い当たらなかった。これまで知られていなかった、異なる世界を自由に行き来するなどという荒こう唐とう無む稽けいな話が、そうそうある筈がない。もしフィルが、自分達の知らないような異なる方法で行き来をするつもりならば、こちらの方法の信しん憑ぴよ性うせいは薄うすくなってしまう。

「そういえば──」

　と、思い出したようにルーティエ。

「──ゼクスがリスティに頼まれたのは、あのフィルという青年がこの世界に来てから今まで何をしていたのかでしたね。そちらの方で、何か有益な情報は出ましたか？」

「いや、こっちはあんまりだ。二年前にアレイザードに召還されてからは、ディスディアに居たみたいだが……勇者としてバラムのおっさんに目を掛けられるようになったのは、実際の所ここ数ヶ月の話らしいぜ」

「そうなのですか？　アカツキの代わりに、あのガリウスを倒せたとまでバラム皇が言った青年です。厚い信しん頼らいを得るには、それなりの時間が必要だと思いますが……」

「まあ、俺おれ達たちに殺気を向けた時みたいに、バラムのおっさんには、もっときちんとした形で実力を見せたんだろ。間諜の調べた話じゃ、一年以上もあのブラックマウンテンに行っていたらしいからな……」

　それはディスディアの海上沖おきの無人島にある、様々な魔まじ獣ゆうが数多く棲息する山だ。

　魔獣はその名の通り、魔ま族とは異なりより獣けものに近い本能を持った存在だ。人間に害をなす猛もう獣じゆうのようなもので、人が彼らとコミュニケーションを取る事はできない。

　また、その島に棲息しているとある強大な存在の波動により、周囲の海域の大気は常に不安定になっている。そのため、近海の漁師も命惜おしさに島へは近寄ろうとしない。

「まあ修しゆ行ぎようの場としては危険すぎるが、それでもアイツはあそこに一年以上も居て、そして生き延びてきたんだ。そりゃあ強くもなるだろうよ」

「成る程、道理で──」

　ゼクスの話に思わず納なつ得とくしそうになり、しかしルーティエの言葉が止まった。

　それは、一つの可能性に思い至ったからだ。

　きっかけは、ディスディアの《異界の門》で見せた、尋じん常じようではない殺気。

「まさか、あれは……」

　得体の知れない、不気味なあのプレッシャー。その正体が、もし自分の考えた通りだとするならば。フィル・バーネットもまた、《次元の穴》を使って、アレイザードへ戻ってくる事が可能になる。

「どうかしたのか、ルー？」

　怪け訝げんそうに問うゼクスに、ルーティエはハッとなって、

「ゼクス……ディスディアに残している間諜に、急ぎブラックマウンテンについて調べさせて下さい。この数ヶ月で、何か大きな変化がなかったか」

　杞き憂ゆうであって欲しいと思う。だが、もし自分の推測が正しかったとしたら、

「フィル・バーネットは最早──人が敵かなう相手ではなくなっている可能性があります」
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　しかし、ルーティエの推測は最悪の形で的中していた。

　暁月と美兎の眼の前で、フィルが紫色の燐りん光こうを放ち、その身体が変化を始める。

　徐々に人としての姿は消え、ただひたすら大きくグロテスクなものへと。

　──そして、大地を震ふるわすような咆ほう哮こうが響き渡った。

「くっ……」

　周囲の大気がビリビリと振しん動どうし、暁月は表情を厳しくする。

　圧あつ倒とう的てきな存在感とプレッシャー。そこに居たのは最早、フィル・バーネットではなかった。二〇ｍをゆうに超こえる、巨きよ大だいなドラゴンだ。

「ザッハーク……」

　異形のドラゴンを見上げながら、暁月は呟くように言った。

「あの野や郎ろう……ブラックマウンテンの邪じや竜りゆうとの契けい約やくに成功してやがったのか」

　アレイザードにおいて、最も多くの魔獣が棲息するブラックマウンテン。しかし本来魔獣は、同属種でも殺し合う程、非常に気きし性ようの荒い生物だ。ところが、ブラックマウンテンの魔まじ獣ゆう達たちは、外敵には牙きばを剥むくものの、互いに争あらそうような真ま似ねはしない。それは、絶対的な存在によって秩ちつ序じよが保たれているからだ。

　──それこそが、邪竜ザッハーク。

　一いつ般ぱん的てきなドラゴンが魔獣に分類される中、ザッハークは異なる生命体として認にん識しきされている。高位次元生命体──即すなわち神々に近い存在として。

　暁月がザッハークの姿を知っていたのは、かつて一度戦った事があるからだ。

　ガリウスを倒す旅の途とち中ゆう、腕うで試だめしに行ったきり戻らない冒ぼう険けん者しや達たちの捜そう索さくを依い頼らいされ、リスティ達と共にブラックマウンテンへ赴おもむいた。その際に、運悪くザッハークと戦う羽目になってしまったのだ。最も、倒す事が目的ではなかったため、すぐに戦いを切り上げて撤てつ退たいしたが。それでも、高次生命体の持つ強大な力の一いつ端たんを、身を以もって知る事になった。

　そのザッハークが今、眼の前にいる。

　どういう方法を使ったのかは見当が付かないが、フィルはザッハークとの契約に成功し、その力を借りる事ができるようになったのだろう。

　……ここで逃にげた所で、追ってくるだけだろうな……。

　それでは最悪、どれだけ周囲に被ひ害がいが出るか解らない。

　暁月は冷静に状況を判断。そして出した結論が、

「ちっ……やるしかねえか」

　舌打ち一つ、黒の魔ま剣けんを具現化しようとして、

「──待って！」

　しかし、美兎が慌あわててその手を押し留とどめてくる。

「無む茶ちやだよ……まだ毒のダメージが抜ぬけ切っていないのに」

「かもしれねえ。だが、そんな事も言ってられねえだろ。何とか上う手まくやるさ」

　そう言って美兎の手を払はらおうとして──しかしできない。

　美兎は真剣な眼まな差ざしで、

「お願い、聞いて……アイツを倒せるのは多分君だけ。でも、今の君じゃ無理だよ」

　──だから、

「ボクが囮おとりになる。君の体力が回復するまで、ボクが時間を稼かせぐよ」

「何言ってやがる。それこそ無茶──っと！」

　暁月は思わず声を上げた。美兎に思い切り突つき飛とばされ、バランスを崩したからだ。

　残っている毒のダメージのせいでよろめき、片かた膝ひざを突いた暁月が顔を上げると、既に美兎は巨大な邪竜にたった一人で対たい峙じしていた。

　そして一瞬だけこちらを振り返かえり、にっこりと笑う。

「なるべく早く助けに来てね──待ってるから」

　そう言うや、美兎は飛ひ行こう魔ま法ほうを発動。ザッハークの頭上へ躍おどり出でると、無数の風の刃やいばを一いつ斉せいに解き放つ。だが、その全てがザッハークにぶつかる前に掻かき消けされた。そこにダメージは微み塵じんもない。しかし、その行動はザッハークに、美兎の存在を強く意識させるには充分だった。グルル、と威い嚇かくするように喉を鳴らすザッハークに、

「──貴方あなたの狙ねらいばボクでしょ。さあ、こっちだよ！」

　大声を上げて自分をさらに印象付けると、美兎は空高く舞まい上あがる。

　そしてその直後、ザッハークの巨きよ体たいが激風と共に飛び立った。
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　一部の例外を除き、ＪＰＮバベルの全学生と職員スタッフの所在と無事が確認され、敷しき地ち内ないにいる人間の避ひ難なんが完かん了りようしたのは、緊きんき急ゆう警報が発令されてから四時間後の事だった。

　ただでさえ連絡が付きづらい深夜という時間帯。

　さらには高等部のランキング戦の真っ最中、メインシステムが未いまだ復旧していないという状況を考えれば、それは普通では考えられない迅じん速そくさだった。

　この功績は、ひとえに高等部の生徒会メンバーによるものだ。

　副会長の七なな瀬せは遥るか、書記の上うえ崎さき遼りよ平うへい、そして会計の哀あい原はら美み奈な巳み。

　彼らは今、手の空いている職員と、大学の執しつ行こう部ぶまで動員し、その陣じん頭とう指揮を執とっている。学生──それも高等部の生徒が緊急時の指揮を執るのは、他の六ヶ国のバベルでは考えられない対応だ。だが、ＪＰＮバベルを統とう括かつするコクーンは、自らもまた高等部に所属する氷ひ神かみ京きよ也うやである。そんな彼がブレーンとして選んだのは、同じ高等部の仲間達たちだった。

　そのため現在のＪＰＮバベルでは、高等部の生徒会が最も大きな権限を持っている。

　それは同時に、最も大きな責任を彼らが担になっているという事だ。

　そして、生徒会長の氷神京也がサミット出席のため不在の中、留守を任された彼らは、混乱する事態に見事なまでに対処していた。それは、二つの約束があったからだ。

　一つは、留守の間は自分達がこの場所を守ると、会長の氷神京也と交わした約束。

　そしてもう一つは、四時間前に交わされた凰沢暁月との約束だ。

　全員の所在と無事を確認し、避ひ難なん誘ゆう導どうを終え次し第だい、必ず後を追いかける。

　それが、彼らが凰沢暁月と交わした約束。

　現在、ＪＰＮバベルにおいて所在と無事が確認できていない人間は二人だけ。

　凰沢暁月と凰沢美兎の二人だけだ。

　そして今、とうとう暁月の後を追える状況が整った。しばらく前から、遠くで聞こえていた戦闘音は消えてしまっている。或いはもう、既すでに決着が付いているのかもしれないが、如何いかんせんこの場所からではどうなったのか解らない。暁月達の安否が心配だ。

「──どうですの？」

　耳に入れた無線通信機のチェックを行いながら、遥は隣となりに立つ遼平に訊たずねた。

　すると遼平は、こちらに首を振って見せる。

「駄だ目めだな。やっぱり京也と、直接連絡は取れねえ」

　それは、想定していた結果を告げる口調。コクーンが参加するサミットの会議中は、極ごく秘ひ事じ項こうが外部に漏れる事がないよう、一時的に外部との連絡手段を絶たれるからだ。

「仕方ありませんわね。せめて現状の報告だけでもと思ったのですけれど……」

　と、遥。しかし下手に伝言など頼んでは、どこから情報が漏れてしまうか解らない。

　よって遥は、京也の携けい帯たい端たん末まつへ随ずい時じ、状況と情報を送るようスタッフへ指示。

　そして、

「美奈巳。コントロールルームの状況は……システムの復旧作業の方はどうですの？」

「現在の進行度は六〇％……あと三時間で再構築が終わるって」

　美奈巳の言葉に、遼平は「マジかよ」と呟いた。

「八時間でも凄えってのに……さらに短縮するなんて。どんなマジックを使ってるんだ、久く保ぼ田たさんは」

「ええ、流石ですわね──ですが、その三時間をこのまま待ってはいられませんわよ」

　装備の最終チェックを終えた遥は、背後の本部テントを振り返る。

「それでは先生方、後の事はお願いします。何かありましたら、無線で連絡を」

「ああ……しかし、本当に君達だけで行くのか？　部隊をいくつか編成しても──」

「──行方ゆくえ不明になってた職員の報告じゃ、侵しん入にゆ者うしやを手引きした仲間はいなかったんだろ。となると、相手は単独犯だ」

　と、遼平。

「だったら、あまり人数が多すぎても仕方がないさ。一度にかかれる人数は、限られてるんだからな」

「……足手まといは邪じや魔まになるだけ」

「上崎や美奈巳の言う通りですわ。実戦におけるチームワークの問題もありますし。戦うのは私達だけで充じゆ分うぶんです──もし、どうしても援えん軍ぐんが必要な事態に陥おちいったら、こちらから連絡いたしますので」

　そう言い残し、遥が飛行魔法の詠えい唱しように入ろうとした時だった。

　大気を鳴動させる咆哮が、遠くから響ひびき渡ったのは。

「な、何だ今のは……」

　職員達が驚きよ愕うがくにざわめく中、それに一番最初に気が付いたのは哀原美奈巳だった。

　東の夜空を見た彼女は、スッと眼を細めて表情を厳しくして言う。

「遥……あそこ」

「どうしましたの、美奈巳──」

　そう言った、遥の言葉がなくなった。

　遥の眼もまた、美奈巳が目もく撃げきしたのと同じものを捉とらえたからだ。

　それは遠い東の夜空に舞い上がる、巨大な物体。

「何だ……ありゃ」

　呆ぼう然ぜんとして、遼平が呟く。

「ドラゴン……？　だとしても、何だよあの馬鹿でかいサイズは」

　相対距きよ離りからみて、二〇ｍは超えるサイズだ。

　だが何の原因もなく、あんな化物が出現する訳はない。あまり信じたくはないが、恐らくはあれも例の侵入者によるものと考えるべきだろう。

　だからこそ、七瀬遥は前へと一歩踏ふみ出した。

「──どうやら、間に合ったようですわね」

　あれが敵による攻撃ならば、まだ戦いは続いている。それは、暁月達が無事でいる事の証明だ。今までは詳しい位置が解わからなかったが、これでもう迷う心配もない。

「さあ、行きますわよ──」

　そして遥の飛翔魔法が発動し、生徒会の三人は飛び立った。

　遠い東の空へと──巨大なドラゴンを目指して。



５



　正体不明のドラゴンが出現したという報告は、システム復旧作業中のコントロールルームにもすぐに飛び込んできた。

　室内に一いつ瞬しゆん、凍こおるような戦せん慄りつが走ったが、技術者達はすぐに各おの々おのの作業を再開した。

　今の自分達にできる事は、一刻も早くシステムを復旧させる事だけだと、彼らは知っていたからだ。

　──そんな中。

「……………………」

　久保田灰かい人とは、むっつりと何かを考え込んでいた。

「……どうかしましたか、博士？」

　何か問題でも、と声を掛かけてくる隣の技術者に、久保田は「ああ」と頷く。

　先程の緊急警報と、上崎遼平のアナウンスは、ＪＰＮバベル全体に放送されていた。

　当然、久保田もそれを耳にしていたし、ランキング戦の本部テントからの状況も聞いていた。だからこそ、久保田は確認の意味を込めて問う。

「先行して侵入者を追っていたのは──凰沢暁月だったな？」
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　強きよ烈うれつなプレッシャーに木々がざわめき揺れる森の中を、駆かけてゆく一つの影がある。

　四足による高速の疾しつ走そうを行うそれは、銅褐かつ色しよくの獅し子しだった。突とつ如じよ出現した巨大なドラゴンを追うその獅子は、土系統の魔法が生み出したゴーレムだ。

　そして、その背には一人の少女の姿があった。完全に戦場と化した森の中を行く、小さな体たい躯く。だが、まだ幼さの残る顔からは、決して揺らぐ事のない強い意志が見て取れた。

　桐元葛葉だ。

　──意識を取とり戻した千影の病室を出た後。医療スタッフを呼んだ葛葉は、職員達の眼を掻い潜くぐり、再び戦場へと足を踏み入いれていた。

　ゴーレムの能力は、生み出した者の魔まり力よくに左右される。葛葉が生み出した獅子のゴーレムは、息を切らす事なくひたすら高速で疾走していた。既に、先さき程ほど襲おそわれたベースキャンプを通り過ぎ、少し前までは魔法による戦せん闘とう跡あとを道みち標しるべに追つい跡せきを続けていた。

　だが今はもう、明確な目標を追っている。それは時折、木々の切れ間から見える夜空を、東に向かって飛んでいる巨きよ竜りゆうだ。

　……待っていて。

　フィル・バーネットという青年に襲われ、自分と千影が倒れた時。

　こちらから敵を引ひき離すために囮となった美兎が呟いた言葉を、葛葉は聞いていた。

　──巻き込んで、ゴメンね。

　聞きき間違いではない。美兎は、確かにそう言っていた。

　だからこそ、桐元葛葉は思う。謝あやまるのはこちらの方だと。本来ならば、クラス委員である自分こそが、美兎や千影を守らなくてはならなかったのに。

　……いいえ、違ちがう。

　そうじゃない。自分はただあの時、友人である二人を守りたかっただけだ。だけど、自分は彼かの女じよ達たちを守る事ができなくて……だから何としても助けたいのだ。それにあの時の美兎は、生徒会と戦うために暁月が移動したのとは、異なる方向へ逃げていた。恐らく彼女は、暁月にも頼たよる事なく、自分一人で決着を付けようとしているのだろう。

　……させないわ、そんな事。

　葛葉は唇くちびるを噛かんだ。無論、暁月に任せておけば、何の問題もないのかもしれない。

　だが彼に全てを任せて、その結果美兎が無事に戻ってきたとして。それで自分達は、一体どんな顔をして会えるというのだ。どこか遠くへ行ってしまうかのような眼をした美兎を、むざむざ一人で行かせてしまった自分達が。

　暁月や美兎が、何かとてつもなく重いものを背せ負おっている事には気が付いていた。

　それを詮せん索さくするつもりはない。異世界に行った者であれば、誰もが少なからず辛い経験を過去にしてきている。だからこそ、そんな者同士が友人でいるためには、どちらか片方だけが助けられているような、依い存ぞん関係では駄目なのだ。隣に立ち、肩かたを並べ、力を合わせて共に戦える──それがあの二人と友人でいるために必要な最低条件。

　そして千影は既に身体を張っている。ならば──次は自分の番だろう。

　……このまま行けば、あと五、六分で追いつける。

　葛葉は頭の中に、バトルフィールドの地図を思おもい描えがいた。もう少し行くと森が途切れ、山さん岳がく部ぶエリアを抜ける。その先に広がっているのは、訓練用の市街地エリアだ。恐らく暁月と美兎が、あの場所を戦場に選んだのだろう。あそこなら、ビルやその他の建物を有効な遮しや蔽へい物にできる。移動している方角からみても、まず間違いない。

　上空のドラゴンから森の前方へ視線を落とした葛葉は、ふと行く手に一つの影を見た。

　苦しそうに揺れる足取り。辛そうな身体を引きずって、それでも確かに前に進むのは、

「──凰沢君？」

　そう呼びかけ、葛葉は暁月の隣でゴーレムを停止させると、地面へと飛び降りた。

　すると暁月は辛そうに、それでもこちらに笑みを見せて、

「よぉ委員長、来ちまったのか……心配はいらねえって言ったんだがな」

「心配なんかしてないわ──ただ、私が我慢できなかっただけ」

　そう言って、葛葉は暁月の様子を見る。

　見た所、暁月に大きな傷はない。だが、それにもかかわらずかなり消しよ耗うもうしてしまっている。暁月が美兎を追った位で、ここまで体力を失うとは考え難にくい。恐らくは、あのフィル・バーネットという青年との戦闘を経へた結果なのだろう。

　しかし今、暁月の隣に美兎の姿はない。そして正体不明の巨大なドラゴンが出現し、その後を暁月が追っている。ならば、考えられる可能性は自おのずと限られてくる。

「──凰沢さんは、まだ戦っているのね？」

「ああ。俺おれが毒から回復するまで、自分が囮になって時間を稼ぐつもりらしい」

「そう……」

　葛葉は、おおよその事情を察する。

　暁月がそう簡単に負けるとは思えない。となれば恐らく、暁月はフィル・バーネットをギリギリまで追おい詰つめていたのだろう。そこでフィルが使った奥の手てが、あのドラゴンという訳だ。しかし、毒のダメージを受けていた暁月を庇い、美兎は自らの危険を顧かえりみず囮を買って出たのだろう。

「毒って言ったわね……それって自然に回復するものなの？」

「いいや。だが錬環勁氣功で体内の氣を活性化させて、治癒力と代謝を上げているからな。大分、調子は戻ってきてるぜ。あともう少しで、完全に浄じよ化うかできるだろ」

「良かった……」

　葛葉はひとまず、胸を撫で下おろす。

　だが、完全に回復するのを待ってからでは、間に合わないと暁月は踏んでいるのだろう。あのフィルという青年の奥の手があの巨竜だとするなら、間違いなくあの巨竜はフィル以上の力を持っている。そんな相手に美兎は、単身で戦いを挑いどんでいるのだ。

　暁月が、毒素の残る身体を無理やり引きずってまで、後を追うのも無理はない。

　危険な状じよう況きよう。だが、そんな中にも希望はあった。

　それは暁月が今、葛葉に語って聞かせた美兎の言葉だ。

　暁月が回復するまで、自分が時間を稼ぐ──それはつまり、美兎が暁月と共に戦うと決めたという事。そこにはもう、一人で決着を付けるという悲ひ壮そうな決意はない。

　暁月は美兎に追い付いた。そして、彼女の隣に立ったのだろう。

　だとしたら、自分も負けてはいられない。

「……凰沢君」

　と、葛葉は言った。

「あのドラゴンを倒たおせるのは、凰沢さんの言うように多分貴方だけ。だからとにかく今は、毒を消す事に集中して」

「参ったな。委員長まで行くつもりかよ……」

　暁月は短く嘆息。そして顔を上げると、表情を真ま面じ目めなものへと変えていた。

「気持ちは解るが……俺が、はいどうぞって行かせると思うか？」

「そう言われた位で、私が止まるとでも思っているの？」

　馬鹿にしないで。

「自分の実力くらい解っているわよ。私じゃ、あのドラゴンには勝てないわ。いえ、ひょっとしたら今の貴方にすら敵わないかもしれない。でも、それでも私にだってできる事はある。凰沢さんの負担を減らせるわ」

　何な故ぜなら、

「時間稼ぎのための囮は、一人よりも二人の方が良い筈はずよ」

「──いいや、二人よりも三人の方が良いんじゃないかな」

　ふと、背後から声がした。

　思わず振り返った葛葉は、その声の主を見て、

「五泉……。貴女、どうして」

　呆然とその名を呼んだ。すると、

「病室を出て行く時の委員長が、『巻き込んでゴメンね』って言った時の、美兎とダブって見えてね。後を追って来たのさ」

　ズルいよ、と五泉千影は苦くし笑ようして、

「美兎を助けたいと思っているのは、委員長だけじゃない」

「お前もかよ、五泉……」

　げんなりと言う暁月に、千影は「そうだよ」と笑ってみせた。

「悪いね暁月。あたし達はもう、覚かく悟ごを決めている。どれだけ暁月が止めても、美兎の下へ行くってね。だから暁月が今やらなくてはいけない事は、あたし達を心配して止める事でも、美兎を心配して毒の残った身体のままで行こうとする事でもない。一刻も早く身体を回復させて、あのドラゴンを倒す事だ。ここで時間を無む駄だにすればする程ほど、あたし達は美兎の事を危険に晒さらしているんだよ」

「…………くそ。あーもう、解ったよ」

　そこまでの覚悟なら仕方ねえ、と暁月。

「お前らが居れば、アイツも一人で無茶な真似はしないだろうしな。その代わり、お前らも絶対に無茶はするな。ヤバイと思った時は、全力で逃げろ」

「ええ、約束するわ」

　と、葛葉は頷うなずき、獅子のゴーレムの背に再び飛び乗った。そして、

「後ろに乗って五泉。水系統の移動魔法って、摩ま擦さつ係数のない水の上に乗って、地面の上を高速移動するんでしょ。それだと余計な体力を消耗する事になるわ」

「ああ、それじゃあお言葉に甘あまえようかな」

　千影は頷くと、葛葉の後ろに跨またがった。すると、暁月が不服そうに、

「おいおい……俺は乗せてってくれねえのかよ？」

「凰沢君の毒が消えるのが、あとどの位なのかにもよるわ」

「そんなもん──」

「──正確な時間を教えて」

　暁月の答えを遮さえぎるように、真しん剣けんな表情で葛葉は告げる。

「このまま貴方を連れて行くにしても、置いて行くにしても、一番大事なのは貴方が回復するタイミングなのよ。もし一緒に連れて行ったとしても、それがあのドラゴンに勝てない状態の貴方じゃ、何の意味もないわ」

　だが、

「あのドラゴンを相手に、どれだけ時間を稼げば良いのか解らずに、不安なまま戦うのは厳しいのよ。でも目標となる時間が解れば、体力の配分を考えて戦えるし、有効な作戦だって組み立てられる。だからお願い、正確な時間を教えて」

　そんなこちらの問いに対し、

「解った……」

　暁月はゆっくりと頷くと、葛葉達たちの命運を握るその時間を口にした。
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　特別自治区の人工島──その東とう端たんにある訓練用市街地は、ＪＰＮバベルに通う学生達が、戦技訓練の際に使用する仮想戦場である。

　バベルに通う者達が有事の際に送られる戦地は、異世界ではなくこの世界の戦場。そのため、街の構造は現代社会に即そくした造りになっている。立ち並ぶ高層建造物や、建設途中のビル。蜘く蛛もの巣のように組み上げられ、複雑に張はり巡めぐらされた鉄骨と鉄柱。

　そんな深夜の市街地を舞ぶ台たいに、美兎は一人でザッハークに戦いを挑んでいた。

　他に人の姿はない。本来この場所は人の生活する場所ではないし、ランキング戦に参加していた学生も、既に避難警報に従って退たい避ひしている。

　そのため、心おきなく戦う事が可能なのだが、

「どうすれば……っ」

　この場所で戦闘を開始してから十数分。美兎は早くも、劣れつ勢せいの戦いを強しいられていた。

　山さん岳がく地帯の森の中よりは構造が複雑であり、逃げ回まわりやすい利点はあるため、時間稼ぎにはもってこいの場所だ。地の利は、間違いなくこちらの側にある。

　だが高次生命体は、元素系魔法を司つかさどる精せい霊れい達たちよりも上位の存在だ。そのため高次生命体は、火、水、土、風の精せい霊れいの力を借りて発動する、元素系魔法を無効化できる。

　言うならば、それは絶対障しよ壁うへき。先程から美兎はさまざまな風系魔法を繰くり出しているのだが、どれもザッハークには全く通用しない。

　……だから、あの人にも魔法が通用しなかったんだ。

　美兎は、フィルに追われていた時の事を思い出す。あの時も、フィルにはこちらの魔法が通用しなかった。あれは恐らく、ザッハークの絶対障壁を顕けん在ざい化かさせていたのだろう。

　美兎は地面スレスレを滑かつ空くうしながら、立体交差の歩道橋の下を潜り抜ける。すると、背後のザッハークの巨体が歩道橋にぶつかり、轟ごう音おんを立ててあっさりと吹ふき飛んだ。

　美兎は、土つち煙けむりの向こうから姿を現したザッハークに、具現化した聖錫を向けて次々に魔法を繰り出した。雷らい撃げき、空気の刃、竜たつ巻まき、そして大気の圧縮弾だん。だがその全すべてが、ザッハークにぶつかると同時に、弾はじけるように霧む散さん化してしまう。

　……やっぱり、武器による直接攻こう撃げきしか効かないって事だよね。

　美兎は、聖錫を握にぎる手にギュッと力を込めた。あまり腕わん力りよくのある方ではない自分が、杖つえを振り回した所で、どれ程の効果があるかは解らない。だが、少なくとも魔ま法ほうのように、一いつ切さいダメージを与あたえられないという事はないだろう。

　……このままじゃ、いずれは手て詰づまりになっちゃう。それなら、いっそ……っ。

　美兎は、その場で一気に空中旋せん回かい。ザッハークとの距離を詰めると、振り下ろされた前足の爪つめを掻い潜り、一瞬で背後へと回り込む。そして、

「やぁぁぁ──っ！」

　見み舞まったのは、飛行魔法の勢いも加えた一いち撃げき。しかし、返ってくるのは手て応ごたえではなく、硬かたい金属を殴なぐったかのような衝しよ撃うげきだ。まるで厚い装そう甲こうに覆おおわれているかのように、こちらの攻撃が通らない。

　と同時。空気が唸うなる音と共に、勢い良くしなったザッハークの尾おが、美兎へと迫る。

「くっ──」

　とっさに美兎は、ザッハークの肩を蹴けって回かい避ひを行おうとし、

「──え？」

　しかし、突とつ然ぜんその身体が落下した。飛行魔法が無効化されたのだ。

　……まさか、向こうの身体に触ふれただけで、こちらの魔法まで消されてしまうの？

　驚愕の事実に、自分の判断の過あやまちを美兎は後こう悔かい。とっさに、再び飛行魔法を発動しようとして、そこへもう一方のザッハークの前まえ脚あしが、横薙なぎの軌き道どうで来た。

　……いけないっ！

　反射的に風の防ぼう御ぎよ壁へきを展開しようとして、しかしそれに意味がない事を美兎は思い出す。

　ザッハークは触れた魔法を全て無効化するのだ。それは防御壁であっても結果は同じ。

　短い意識の逡しゆん巡じゆん──しかしその僅わずかな隙が、美兎から回避と防ぼう御ぎよの両方の選せん択たく肢しを奪うばう。後に残された選択肢は直ちよ撃くげきだ。美兎は、来るであろう衝撃に眼めを閉じ、身を硬くして備え──しかし、ザッハークの前脚が宙を薙いだ。

「……え？」

　美兎は驚おどろきに眼を見開いた。自分を救ったのは飛行魔法だ。

　ただし、それは美兎が唱えたものではない。

「──副会長さんっ？」

　美兎は、自分を抱かかえながら飛ぶ女性の顔を見て声を上げる。

　そのまま遥は、少し離れたアスファルトの地面に美兎を下ろすと、

「怪け我がは──ありませんわね？」

「は、はい……」

「そう。それは何よりですわ」

　そう言って微笑むと、

「ところで、貴女のお兄さんはどうしましたの？　あの不敵な男が、こんな風に貴女を一人で戦わせるような真似をするとは思えないのですけれど」

「あの人は、少し前に受けた毒のせいで、今はまだ身体が上手く動かせないんです……だから、回復するまでの時間をボクが」

「成る程、道理で……しかし、そういう事なら」

　と遥は、美兎を背後に庇うようにして立った。

　視線の先に居たのは、地面に降り立ったザッハークだ。

　言い放つ。

「──早い者勝ちで構いませんわね」

　そして、そんな遥の両横を通って、遼平と美奈巳が前に出た。

「やれやれ、まさかドラゴン退治をやるハメになるとはなぁ」

「注意が必要。向こうは高次生命体だから、魔法が効かない」

　そう言うや否いなや、二人は自分の武器を具現化する。

　遼平は青せい竜りゆ刀うとうを。そして美奈巳はモーニングスターを。

　そして遥もまた、特とく殊しゆな半月刀を具現化し、両の手に構えて歩き出した。

「ですが、あくまでそれは直接魔法をぶつけた場合の事。私達が行う武器への属性付加は、武器の外側にコーティングするものではなく、中に込めるものですもの。何の問題もありませんわ」

　そして三人の武器が、淡あわく光を放ち始める。

　それは、属性付加がなされた事を意味する輝かがやきだ。

　遼平は青竜刀を超ちよう高こう熱ねつ化し、美奈巳はモーニングスターに硬こう質しつ化かと重量化を。そして遥は、風ではなく雷かみなりを使用した特殊な属性を付加した。すると彼女の半月刀が、リィィィィと高音を奏かなで始める。それは魔法と科学技術の融合──全てを切きり裂さく超ちよう電でん磁じ振しん動どうだ。

「──行きますわよ」

　遥がそう告げると同時、生徒会の三人が一斉に動き出した。



　最初に飛び出したのは、遥だった。

　即そく座ざに高速飛行魔法を展開──そのままザッハークへ向かって飛び、その直前で軌道を変へん更こう。斜ななめに急きゆう上じよう昇しようを行いながら、半月刀でザッハークの胴どうを薙ぐ。

『──────』

　ザッハークが咆哮し、巨体を仰のけ反ぞらせた。その身体に刻まれたのは、斬撃による傷きず痕あとだ。そして巨大なドラゴンの瞳ひとみが、ギロリと自らの身体に傷を付けた相手を見た。

　遥を敵と認識したのだ。

「そんなに睨にらまなくとも、すぐに斬きり刻んで差し上げますわよ」

　同じ目線の高さでそう告げる遥に、ザッハークは自らの爪を振り上げようとして──しかし僅かにバランスを崩してよろめいた。美奈巳のモーニングスターの鉄球が胴にぶつかり、激しい衝撃を与えていたからだ。そんな美奈巳に、ザッハークは踏みつけを実行し、

「──こっちだデカブツ！」

　その背中に、遼平が青竜刀を突き立たてた。

『──────』

　ザッハークは咆哮を上げ、空へと飛び立った。向かう先は近くのビルだ。自らの巨体をぶつけ、そのまま遼平を押おし潰つぶそうとする。

「っ、やべえ──っと！」

　遼平はザッハークの背中から青竜刀を抜き、離り脱だつ。その直後、ザッハークの巨体が高層ビルにぶつかり、轟音と共に倒壊させた。その衝撃に、砂すな煙けむりが舞い上がる。

「凄すごい……」

　眼の前で繰り広ひろげられる激しい戦せん闘とうに、美兎は思わず呟いていた。

　だが感心している場合ではない。

　……ボクも手伝わないと！

　意を決し、美兎は飛行魔法を発動。そのままザッハークの真上に移動すると、近くの建設途中のビル──その鉄骨を風の刃で切り裂いた。その結果生まれたのは、鋭えい利りな切っ先を持った巨大な鉄杭くいだ。美兎は両手を前にかざして、

「いっけぇぇぇ───っ！」

　宙に舞っていた鉄骨に、衝しよ撃うげ波きはを叩たたきつけた。鉄杭の雨が、ザッハークへと降り注ぐ。

　身を起こそうとしていたザッハークの身体に、次々とぶつかってゆく鉄杭。それらは突き刺ささりこそしないものの、確かなダメージをザッハークに与えてゆく。

　だが、それも長くは続かない。ザッハークが巨大な翼つばさを羽ばたかせると、舞い起きた突とつ風ぷうが美兎の鉄杭を吹き飛ばした。そして、グッと身を縮めると弾かれたように宙へ。

「え──」

　一瞬で美兎の眼前に、ザッハークが肉にく薄はくしていた。開いた巨大な口が迫せまってくる。そこにあるのは鋭するどい牙だ。魔法による防ぼう御ぎよ障しよ壁うへきは通じない。美兎はとっさに回避を選せん択たく。

　しかし、それより先に横から来た何かが、ザッハークの側頭部を激しく殴おう打だした。

　美兎は見る。ザッハークの頭部を横よこ殴なぐりにしたもの──それは軽自動車サイズの巨大ハンマーを振り抜いた少女だ。

「──委員長っ？」

　驚きの声を上げた美兎を、土色の獅子が聖錫を口でキャッチして、近くに組み上げられた鉄骨の上へ運んだ。すると眼の前に、もう一人のクラスメイトが立っている。

「千影さん……」

「やあ美兎、大だい丈じよ夫うぶかい？」

　信じられないように呟く美兎に、千影は笑えみを返した。

　その手は既に、弓を限界にまで引き絞しぼっている。

　そして矢が放たれた。宙を走る一本の矢は、しかし途中で分ぶん裂れつ。まるで多弾頭ミサイルのように、ザッハークへと降り注ぐ。その内の何本かが、ザッハークの巨体に突き刺さった。凄すさまじいまでの貫かん通つう力に、

「うーん。やっぱりああいうデカイのに、矢だとイマイチだね……」

　それでも千影は不満そうに呟いた。そして次の瞬間、千影の前に魔ま法ほう陣じんが展開する。

　それを見た美兎は思わず叫さけんだ。

「千影さんっ、アイツに魔法は……」

「──大だい丈じよ夫うぶだよ」

　千影がそう言って笑った次の瞬間、ザッハークの周囲の大気が、轟音と共に弾けた。

　巨大な竜りゆうの身体が、巻き起こる衝撃に揺ゆさぶられる。

　思わず呆然となる美兎に、「水素爆ばく発はつだよ」と千影は言った。

「ここは海上に浮かぶ人工島だからね、大気中の水分は豊富なんだよ。そして魔法で水を操あやつれるんだ、そこから水素を抽ちゆう出しゆつする事だってできる。後はそれを圧縮したものに、火を点けてやるだけで良い」

　そして、それは直接的な魔ま法ほう攻こう撃げきではない。着火した水素が爆発するのは、あくまで自然現象だ。無論、水系統の魔法が得意な人間は、対極の火系統を苦手としているが、

「それでも、火花くらいは作れるからね」

　そう言うと同時、再びザッハークを爆発の衝撃が襲う。

　そして、

「──あと三〇分よ、凰沢さん」

「え……？」

　いつの間にか、近くに来ていた葛葉が言った。

　その言葉の意味が一瞬つかめなかった美兎に、今度こそ葛葉は告げる。

「あと三〇分で、凰沢君が完全に回復する……それまでの辛しん抱ぼうよ」

「ひょっとして、あの人と──」

「会ったよ。『絶対に俺が行くから、無茶はするな』ってさ」

　思わず問とい掛けようとした美兎に、千影は頷きを返して言った。

「そっか……」

　呟くように言った美兎は、自分の心の中に温かいものが生まれるのを感じた。

　もうすぐ暁月が来てくれる。そう思うと、胸の辺りが熱を持って。

「行こう……委員長、千影さん」

　美兎は前を向いた。その先にいるのは、圧倒的な力を持つザッハークだ。

　だが、もう凰沢美兎は恐れない。

　たとえ、どんなに魔法が通じなくても。たとえ、どんなに相手が強大だろうとも。

　……あの人が、来てくれるなら。

　それだけで──自分は今まで以上に強く戦えるから。



　そして、美兎達たちは再びザッハークとの死し闘とうにその身を投じてゆく。

　凰沢暁月が到とう着ちやくするまで──残りあと三〇分。
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　そして、ザッハークとの激げき闘とうはさらに加熱してゆく。

「はぁぁぁぁ──っ！」

　七瀬遥は、両りよ腕ううでを交差するようにして半月刀を投じた。

　回転する超電磁振動の刃が、ブーメランのような軌道でザッハークの巨体に斬撃を見舞うと、再び遥の手へと戻ってゆく。

　すると、ザッハークの前面に巨大な魔法陣が展開された。

　と同時、複数の熱光線が宙の遥へと走る。

「────っ」

　とっさに遥は、飛行魔法でそれを回避。しかし、回避した遥の動きに合わせて、熱光線がどこまでも追いかけてくる。何とか逃げようと試みるが、光線の方がスピードは上。

　だが、



    

  
    
      「──させないよ」

　千影がとっさに、その光線に矢を命中させて打ち落とす。

　それを見たザッハークは、標的を変更するかのように千影の方を見た。

　しかしザッハークが攻撃に移るより先に、葛葉と美奈巳の魔法が完成する。超ちよう高こう層そうのツインタワーに、それぞれ手を付いていた彼女達は、ビルを巨大なゴーレムへと変えた。

「暴れて良いわよ」

「遠えん慮りよは要いらない」

　葛葉と美奈巳の命令を聞いたゴーレムは、それぞれ電でん波ぱ塔とうと送電用の鉄てつ塔とうを引き抜くと、それをバット代わりに、左右からザッハークを殴りつける。その渾こん身しんの一撃に、電波塔が曲がり、鉄塔はへし折れた。しかし、ザッハークは揺らがない。

　前足を一ひと振ふり──それだけで、美奈巳のゴーレムの頭部が吹き飛び、そのまま形状を失って崩くずれ落おちた。絶対障壁による魔法の無効化だ。

　崩れ落ちてゆくゴーレム──だが、その腕の上を駆けてゆく者がいる。

　遼平だ。そのままザッハークへ跳ちよ躍うやくすると、遼平は超高熱化された青竜刀を振るった。

「燃えちまいな！」

　呼応するように大気が自然発火し、生じた業ごう火かがザッハークを襲おそう。その炎ほのおは、千影の水素爆発と同様、自然現象が生んだもの。それはザッハークの絶対障壁に防がれる事なく、巨竜の身体を焼き焦こがす。だが、ザッハークの口から吐はき出された突風が、炎もろとも遼平を吹き飛ばした。

「──上崎っ！」

　とっさに遥は魔法を発動。生み出された風がクッションとなり、ビルに叩きつけられる寸前で遼平を受け止める。

　そのビルの屋上で、展開されている魔法陣があった。

　美兎だ。

　……今のボクにできるか、解らないけど……。

　高度な魔法に対する若じや干つかんの不安。だが、他にザッハークに対する有効な攻撃手段が思いつかなくて。だから──美兎は巨大な雷を落とした。

　自分自身に対して。

　轟音と共に、超ちよう高こう圧あつの稲いな妻ずまが美兎の身体を駆け抜けてゆく。

「～～～～～～っ！」

　身体を青白く輝かせながら、美兎が両手を前に突き出した。

　すると、徐じよ々じよに美兎の両手の先に雷が収束を始める。

「っ──もっと……もっとだよっ！」

　声を張り上げ、美兎はさらに意識を集中した。すると、暴れるように迸ほとばしっていた青白い奔ほん流りゆうに、徐々に形が生まれ始める。それは眩まばゆいまでの光を放つ、一振りの刃だ。

　その光景を離はなれた場所で見ていた遥が、眼を見張った。

「まさか……雷を一定の形状に固定しようというんですの？」

　美兎と同じく、風系統の魔法を得意とする遥は、雷を操る魔法も使いこなす。己おのれの武器を超電磁振動させるのも、電気を利用した技だ。そんな遥だからこそ、美兎がやっている事がどれだけ無茶な真似なのか解る。

　だが、美兎はやってのけた。完全に雷を制せい御ぎよする事に成功したのだ。パリッ、パリッ、と乾かわいた放電音を響かせる雷の剣けんを振り上げ、美兎はザッハークへと跳躍する。

「──取っておきの、行くよっ！」

　袈け裟さ斬ぎり一いつ閃せん。それはザッハークの肩から胴へ抜ける軌道で、巨大な太た刀ち傷を刻み込む。

　ぐらりと、ザッハークの巨体が大きくよろめいた。それが勝機だ。

　刹せつ那なの時の中で誰もがそう確信し、一気に畳たたみ掛けようとザッハークとの距離を詰めた。

　その瞬間だった。ザッハークの身体に走っていた傷が、一瞬で修復されたのは。

　その光景を目まの当あたりにした美兎は、とっさに叫ぶ。

「逃げて……罠わなだよっ！」

　だが遅おそい。



『──その通りです』



　ザッハークの喉のどを通して、そうフィルの声が響いたのと同時。

　突如走った閃せん光こうが、周囲を一瞬で吹き飛ばした。
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　遠くでゴォォォと重い音がしている。

　はっきりしない意識の中で、ぼんやりと美兎は思う。それは、強い風が鳴っている音だろうと。しかし、風は何ど処こにも吹いてはいなかった。

「う……」

　そして美兎は、ゆっくりと眼を開ける。

　ぼやける視界の中、眼に飛び込んできたのは衝撃の光景だ。

　先程まであった筈の、周囲の訓練用市街地がなくなっていた。

　一瞬自分が、違う場所にいるのではないかと錯さつ覚かくする。

　だが、今美兎が居るのは間違いなく、かつて訓練用市街地だった場所だ。

　おびただしく散乱した瓦が礫れきの山と、あちこちで燃え盛る炎がそれを証明している。

「……一体、何が」

　美兎は、ふらりと立ち上がる。

　ふと視線の先に、葛葉と千影が倒れているのに気が付いた。遥達たち、生徒会三人もだ。

「みんな……」

　全員生きている。しかし、誰もが意識を失っていた。

　先程までの善戦が、まるで幻まぼろしだったかのように。

　そして、

『──気分はどうですか？』

　大気を震わせながら、笑うような声がした。

　美兎は声のした方を見る。そこに、巨大なドラゴンが立っていた。

　ザッハークだ。

　先程まで善戦できていたのがまるで嘘うそのように、強烈な圧力が美兎を襲う。

　身体の震えが止まらない。呼吸が上手く行えない。それ程までに圧倒的な力を持つ相手だと、意識より先に身体が認識しているのだ。そのプレッシャーは、かつてコクーンの報道をテレビで見た暁月が放った殺気と同じ。否、それを遥はるかに上回る。

『勝てると思って、舞い上がって……それが幻げん想そうだと思い知らされて』

「……っ」

　美兎は、歯を噛み締しめる。

　……遊ばれていたんだ、ボク達ずっと……っ。

　睨むように見上げると、フィル＝ザッハークは楽しそうに喉を鳴らしながら、

『──さて、もう気は済んだでしょう。そろそろアレイザードへ向かうとしましょうか』

「まだだよ……、まだこれ位じゃ諦あきらめないよっ！」

　美兎は、必死に声を振り絞って叫んだ。身体の震えはまだ止まっていない。

　だが、それでも聖錫を具現化し、その先せん端たんをザッハークへ向ける。

　そんなこちらの反応を、ザッハークはむしろ喜ぶように、

『良い覚悟ですね……友人を巻き込み、無関係な人間を巻き込み、この世界をこれだけ巻き込んでも。まだ足りないんですか？』

　ならば、

『やはり自分の罪深さがきちんと解るように──何人か死んで貰うのが良いですかね』

「っ────」

　美兎は息を呑のんだ。フィルが何故、意識を失っている他の皆みなに、トドメを刺さずにいたのか──その理由が解ったからだ。それは、こちらの抵てい抗こうする意思を完全に奪うため。人ひと質じちを取り、絶望を与え、自分からアレイザードへ戻るよう従わせるためだ。

『──さあ、どうしますか？』

「……………………」

　問われた美兎は無言を返した。その手から、具現化を解かれた聖錫がスッと掻かき消える。

　それは、これ以上戦闘する意思がない事を示すもの。

『正しい判断ですね。貴女あなたの尊い犠ぎ牲せいは、この世界とアレイザードを救うでしょう』

　そう告げたザッハークの首元から、二本の触しよ手くしゆが生え伸のび、美兎の身体へと巻き付いてゆく。それは身体の自由を奪い、同時に同化の役割を果たす。高位次元が下位次元を内包するように、高次生命体は下位次元の物質を触れるだけで内包できる。そして、高位次元の存在が、下位次元の世界を渡わたるのは造作もない。

「…………っ」

　触手によって、ザッハークの目線の高さにまで持ち上げられた美兎は──それでも必死に戦っていた。心の中で強く思う。

　……諦めない……絶対に諦めない……っ。

　たとえどれだけ敵が強大だろうと。たとえどれだけ状況が絶望的だろうと。

　たとえ武器を持って戦う事ができなくなろうと。

　自分はもう──抗あらがう事を止めたりしないと決めたから。

　そんなこちらの意思に気が付いたのだろう。フィルが問い掛けてくる。

『この期ごに及およんで、そんな眼をして……まだ何か悪わる足あ掻がきをしようというんですか？』

　その言葉に、美兎はそっと眼を伏ふせて、

「悪足掻き……そうだね、そうかもしれない」

　けれど、希望を捨てた訳ではない。何故ならば、

「それでもボクは、もう逃げないって決めたんだ。自分の過去からも、自分の苦しみからも。だから、ボクはもう諦めない……」

　だって、

「──あの人が、信じろって言ってくれたから」

　思い出だされるのは、『彼かれ』がくれた記き憶おくの欠片かけら。彼の言葉。彼の温ぬくもり。

　そして──差し出された手。それら全てが勇気になって、美兎に確かな力をくれる。

『下らない意地ですね……あの偽勇者に、何か吹き込まれでもしましたか』

　嘲ちよう笑しようを含ふくんだザッハークの声に、しかし美兎は首を振った。

「あの人は偽にせ者ものなんかじゃない。たとえあの人自身が、自分を勇者じゃないと思っていても。あの人は、はぐれ勇者は……本物の勇者なんだよ」

　だから、と美兎は言う。

「たとえこのままアレイザードへ戻って、そこでボクを殺しても。貴方は勇者にはなれないよ。紛まがい物ものにはなれても、貴方が言うような真の勇者には絶対になれない」

　告げる。その理由を。

「だって、どれだけ人々の称しよ賛うさんを得ようと、なれるのは英えい雄ゆう止まりだから。そして、誰かを勇者と認められるのは、魔王だけだから。魔王だけが、自らの命を懸かけて戦うと決めた相手を、敬意を込めて認められるんだよ」

　一息。

「──勇者と」

　凰沢美兎は、ザッハークを真っ向から見み据すえた。

　譲ゆずれぬ想おもいで、感じる恐きよ怖うふを振り払うように、

「ボクは、絶対に貴方を認めない。たとえ殺される事になっても、それでも貴方を勇者とは認めない。だって、ボクが勇者と認めたのは……一人だけだから」

『貴女が彼を勇者として認めたならば、何な故ぜ彼かれを殺さないんです？　彼は、貴女の大切な父親を殺した仇かたきだというのに』

　放たれた、フィルの問い掛け。当然ともいえる疑問に、美兎はその答えを口にする。

「確かにボクは魔王の娘むすめだけど、でも魔王ではないから。アレイザードの魔王は、父さんで最後だよ。そして、ボクはもう魔王の娘という立場を捨てたの。今のボクは、凰沢美兎という一人の女の子として、彼と共に生きてゆくって決めたから。だからもう、ボクは彼に危害を加えない」

『そんな簡単に、自分の過去を捨てられるとでも──』

「──思ってないよ」

　捨てたのはあくまで、魔王の娘という立場だけだ。どんな事をしても、過去までは捨てる事はできない。だが美兎は思う。それでも構わないのだと。

　自分は魔王の娘で、暁月は勇者で──父の仇で。何があろうと、その事実は消せなくて。

　今でも、父を殺した彼を完全に許す事はできないけれど。

　それでも、彼が差し出した手を取ったのも自分で。共に生きてゆこうと決めたから。

　その決断を後悔したりはしない。

『……貴女の理り屈くつは解りました。しかし貴女が魔王ではないというならば、貴女がどれだけ認めても、彼もまた僕ぼくと同じく勇者ではないという事ですよ』

「そうだね……けど、それでもやっぱりボクは、あの人を勇者だと思うんだ。だからそれで良いと思う」

　たとえ他の誰もが認めてくれなかったとしても、

「あの人は確かに──ボクの勇者だって思うから」

『……成なる程、ならばもう構いません』

　こちらの言葉に、フィルはそう短く告げると、その巨体を輝かせ始めた。

　途と端たんに、周囲の空間が陽かげ炎ろうのように揺らぎ始める。

　それは異世界へ移動する際に生じる、次元シフトの兆候だ。

『その減らず口が、アレイザードの処しよ刑けい台だいの上でも言えるか、見せて貰いましょう。そして自分の居場所が、この世界は勿もち論ろん、最も早はやアレイザードにも残されていない事を思い知ると良い』

　だが、それでも美兎は動じずに。静かに首を振った。

　笑う。

「──居場所なんて、何処にもないよ。でも、それでも良いんだ」

　だってこんなにも感じてる。それは、

「あの人が──自分の事を、ボクの居場所だと言ってくれたから」

　今の美兎には、その言葉だけが真実だ。

　すると、何を言ってもこちらの心を屈くつさせるのは無理だと判断したのだろう。

『──それ以上の戯ざれ言ごとは結構です』

　フィルがそう言うと同時。美兎の身体に巻き付いていた触手が、一気に絞しめられた。

　……っ、息が……っ。

　身体を走る激痛と共に、陥るのは呼吸困難だ。

　それでも美兎は、意識がフィルに屈する事に対して抵抗する。

　諦めない。信じてる。たとえ、どれだけ絶望的な状況だろうとも。

　解ってる。暁月が毒から回復するまで、まだしばらくの時間が掛かる事は。

　──だが、それでも凰沢美兎は、凰沢暁月を信じている。

　彼と、彼を信じた父と、二人を信じた自分の心を信じている。

「──────」

　ぼやける意識。霞かすんでゆく視界の中で。

　しかし、凰沢美兎は見た。

　それは視界の端はし、遥か彼方かなたから飛来した空気の刃だ。

　音もなく。その空気の刃は、美兎を縛しばり上げるザッハークの触手を断たち切った。

　結果として生じたのは、高さ十ｍからの急速落下だ。下の地面はコンクリート。このまま墜つい落らくすれば、助からない。美兎はとっさに飛行魔法を唱えようとして、

　……っ、使えない？

　その原因を美兎は知った。ザッハークの触手による、こちらの魔法の無効化だ。

　高次生命の身体の一部は、本体から斬り離されてもなお、絶対障壁を残していた。

　美兎を死なせる事は、フィルにとっても避さけたい事態だ。だが次元移動に集中していたザッハークの巨体は、突然の出来事に対応する事ができなくて。

　最早、落下した美兎が地面に激げき突とつするのは避けられない。

　そう思った時だった。



　──音速を超えた一陣じんの風が、美兎を横から掻っ攫さらったのは。



「あ…………」

　ふと美兎は理解した。

　周囲の景色全てが流線型になる高速。

　その流れの中に身を置いた自分が居るのは、巨大なバイクの上なのだと。それは音速を超えた際に生じる衝撃波を、乗り手の意思でキャンセルしていて。

　──そして今、美兎は抱だきしめられていた。

　腰こしに回された片かた腕うで。その温もりと力強さを、凰沢美兎は知っている。

　だから。

　風になりながら、そっと少女は彼に告げる。本当ならば間に合う筈はないのに。

　それでも「信じてた」と。

　対する青年は「ああ」と頷いて。

　そして、はぐれ勇者──凰沢暁月は笑った。

「──何処にも行かせやしねえよ。お前の居場所は、この俺だぜ」
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　約束の時間よりも早く駆けつけた暁月は、スレイプニルから降り立った。

　すぐに黒の魔ま剣けんを具現化すると、美兎の身体を縛っていた触手を断ち切って。

　そして告げる。

「他の奴やつらと一いつ緒しよに離れてろ──ここから先は俺がやる」

「……うん。気を付けて……」

　すると美兎は、素す直なおに頷きを返して来た。一人では無理だとこちらを制止する事も、まだ毒が残ってる筈だと指し摘てきする事も、自分も共に戦うと言ってくる事もない。それは、暁月を完全に信じているからだ。

　もし暁月が共に戦う事を望めば、美兎は迷う事なくそうしただろう。だからその眼が言っている。もし暁月が自分を必要とした時は、すぐに力になってみせると。

　だからこそ、凰沢暁月は思う。

　こちらの言葉に、美兎は応こたえた。ならば後は──自分が勝利するだけだ。

「見てな。お前とお前の親おや父じが信じた男は、ちょいと良い男だぜ」

　暁月はニッと美兎へ笑みを見せると、一気に駆け出した。

　すると正面、向こうからフィルの声が来る。

『──やれやれ、計画が狂くるいましたよ』

　残念そうに、

『折せつ角かくですから先にアレイザードへ戻り、追いかけて来た貴方を、彼かの女じよやリスティ女王の前で殺そうと思っていたんですが……仕方ありませんね。やはり当初の予定通り、貴方にはここで死んで貰うとしましょう』



    

  
    
      　そう言うと同時、ザッハークの前面に魔法陣が展開。無数の炎球が放たれる。

　暁月はそれを黒の魔剣で弾き散らすと、お返しとばかりに剣を振った。

　剣閃によって生まれた衝撃波が、ザッハークへと一直線に地面を駆け抜け、激突する。

　轟音と共に、ザッハークの巨体が爆煙を伴ともなう砂煙に包まれた。

　その間にも、暁月はザッハークとの距離を詰める。

　そんな暁月に対して、砂煙の向こうからザッハークが姿を現した──無傷だ。

　そして、暁月に対し巨大な爪を振り下ろす。

　その衝撃で大地が破は砕さいした。

　大きく穿うがたれたクレーター。だがそこに暁月の姿はない。

　宙だ。

　とっさに空中へ逃のがれた暁月は、舞まい上がった瓦礫の破は片へんを足場に上へと跳躍。

「──まずは、挨あい拶さつ代わりに一発！」

　ザッハークの頭めがけて、氣を通した黒の魔剣を振り下ろした。

　ギッッィィィィィン！

　甲かん高だかい金属音が響いた。

　ザッハークの身体が、美奈巳のゴーレムをも切り裂いた暁月の剣撃を弾いた音だ。

　しかし暁月は構う事なく、次々に斬撃を見舞ってゆく。

　対するザッハークは、翼を羽ばたかせて飛ひし翔ようを開始した。

　真下への剣撃を弾かれ続ける暁月もまた、その反動で空へと昇のぼってゆく。

　手を止めない暁月に、ザッハークは前脚の爪と尾による応戦を始めた。

「喰くらうか、そんなもん！」

　対する暁月は、ザッハークの振り回される腕うでや肩を足場に細かに移動を行った。

　巧たくみに敵の攻撃を掻い潜くぐり、或あるいは黒の魔剣で弾きながら、斬撃を浴びせ続ける。

　暁月の氣が通った黒の魔剣の、ヴゥゥゥンという風切音が、夜空に尾を引いてゆく。

　だが、何度かザッハークの攻撃を黒の魔剣で受け流していると、徐々にその剣身が綻ほころび始めた。それは刃はこぼれというよりも、むしろ融ゆう解かいだ。

「……ザッハークの毒か！」

　先程まで暁月を苦しめていた毒。恐おそらく爪や、尖とがっている尻尾しつぽの先端に毒があるのだろう。このまま戦えば、程なくしてこちらの武器は使い物にならなくなる。

　だが、

「それなら、それで戦い方はあるんだぜ！」

　そこで暁月は大だい胆たんに戦い方を変更。

　動きの速度をさらに上げると、ザッハークからの攻撃を全て回避する事を選択する。

　黒の魔剣がザッハークの爪とぶつかりそうになると、

「──おっと」

　とっさに黒の魔剣を上に放って衝しよ突うとつを回避。

　自身も身を沈しずめて避けると、そのまま前方へ宙返りを決め、

「でぇりゃあぁぁぁあっ！」

　ザッハークの側頭部へ、胴回し回転蹴げりを見舞った。

　ズドン！　と重い衝撃がザッハークの巨体に響き渡る。

　ぐらりとザッハークがよろめく間に、暁月は無造作に手を真横へ突き出した。

　その手が黒の魔剣をキャッチし、再び剣による攻撃を開始する。

　しかし暁月が幾いくら剣撃を浴びせても、ザッハークの身体には細い線のような痕あとを走らせる事しかできない。そして、次の瞬しゆ間んかんにはあっという間に傷痕が修復されてしまう。

　……想像以上に硬えな。

　斬れない以上、黒の魔剣を弾かれる度に、暁月の腕には剣撃の反作用が来る。

　全力の斬撃だ。反動でこちらの腕に掛かる負担は、決して軽い物ではない。

　だが、それでも暁月は思う。自分の戦い方は間ま違ちがっていない筈だと。

　そう確信しながら、再び剣を振り上げた時だ。

『──────』

　ザッハークの咆ほう哮こうと共に、大気を震わすような衝撃波が来た。

　至近距離。避ける間もなく直撃を喰らい、暁月は後方へと吹き飛ばされる。

「おっあァァァァァ────っ!?」

　そのまま暁月は背後のビルへ激突。コンクリートの壁かべに、磔はりつけよろしくめり込んだ。

　そこへザッハークの巨体が、暁月めがけて突っ込んで来た。

　押し潰される。

「がァァァァ～～～～～～～～っ!!」

　ザッハークの巨体が暁月ごとビルを突き破やぶり、次のビルを突き破り、それでも止まる事無くひたすら訓練用市街地の建物を薙ぎ倒してゆく。激しい衝撃が、暁月の身体を襲う。

「ぐっ……この野や郎ろうッ！」

　暁月はザッハークの体当たりを受けながら、眼前の巨大な鼻っ柱に肘ひじをぶち込んだ。

　その反動で僅かに出来た空間を利用し、ザッハークの巨体の上を転がるように回避。

「これでも喰らいやがれっ！」

　そのまま背後へ抜けたザッハークへ、暁月は空中で剣閃を連続で走らせた。

　無数の空気の刃が、巨大な背中へ向けて飛んでゆく。

　しかし、

「──何っ？」

　その全てが長い尾の一振りで弾はじき飛ばされた。

　驚きに眼を見開く暁月の前で、ザッハークは翼をはためかせて急速旋回。

　そして無数の魔法陣を展開し、数え切れない程の光球を暁月へと発射する。

　空中で足場のない暁月に、回避する事は不可能。

　止やむを得えず暁月は、黒の魔剣で迎げい撃げきする。

　しかし、一発目に剣身を叩きつけると、その衝撃に腕ごと持っていかれそうになった。

　……チッ、コイツはっ！

　サイズ、速度、そして威いり力よく。どれを取っても、山岳部でフィルと戦った時とは比べ物にならないレベルだ。何とか連続斬りで弾き散らそうとするも、その衝撃によって錬環勁氣功の円運動が崩されてしまう。

「くっ……こ、の……～～～～～～っ！」

　それでも暁月は、歯を食くい縛って迎撃を続けた。

　しかし、ザッハークの光球は無む尽じん蔵ぞうに生まれ、次から次へと暁月へ襲い掛かってくる。

　そしてついに、迫る光球が暁月の対処速度を超えた。

　被ひ弾だんする。

「ガハッ────っ」

　とっさに錬環勁氣功で対魔ま法ほう防ぼう御ぎよを行うも、威力を殺し切れずに衝撃が突き抜けた。

　暁月の動きが制止する。その結果、残る全ての光球を被弾するのは必然だ。

　吹っ飛ぶ。

「があああああああああああああああっ──────くっ!!」

　全身を激しく殴打され、暁月は弾き飛ばされた。それでも体を捻ひねってバランスを整え、足からビルの側面へ着地する事に辛かろうじて成功。そして、そのまま片手に持った黒の魔剣をコンクリートの壁へき面めんに突き立て、掴つかまる事で地上への落下を免まぬがれる。

「ハァ……ハァ……────ぐッ！」

　荒あらい息を吐いた暁月は、脇わき腹ばらに走った激痛に顔を顰しかめた。

　どうやらビルごと突っ込まれた時に痛めていたらしい。

　……肋ろつ骨こつを何本かやったか……。

　暁月は自分の身体の状況を冷静に分ぶん析せきする。バベルのシステム結界が消えている以上、この痛みは間違いなく肉体へのダメージだろう。とっさに硬氣功を使ったが、あれは衝撃を弾き返し、受け流す技だ。ザッハークのような圧あつ倒とう的てきな質量と、高威力の攻撃の前では、どうしても衝撃を殺し切れず、ダメージを受ける事は避けられない。

　──そこへ、再びザッハークが迫って来た。

　真まっ直すぐには向かって来ずに、下降してから急速上じよう昇しようして突っ込んで来る。

　……一いつ旦たん上空へ弾き飛ばしてから、地面へ押し潰すつもりか……！

　敵の狙ねらいを完全に読んだ上で、しかし暁月は不敵に笑う。

「へっ……上等だぁぁぁぁぁぁぁァ！」

　そして突き立てていた黒の魔剣を抜き放つと、ビルの壁を蹴って飛び降りた。

　真正面から、ザッハークへ向かって突っ込んだのだ。

　身体に走る激痛を無視。ギリギリまで身体を捻り、溜ため込んだ錬環勁氣功の回転エネルギーを込めて。凰沢暁月は、黒の魔剣を振ふり下ろす。

　──その瞬しゆ間んかん、衝撃が炸さく裂れつした。

　強大な力と力のぶつかり合い。両者の衝突は、周囲に重い衝撃波を走らせる。

　そして暁月とザッハークは、互いに譲らぬまま宙に居た。

　黒の魔剣を振り下ろした暁月と、噛み付つくようにして斬撃を受け止めたザッハーク。

　完全に拮きつ抗こうした状態で、両者が空中で静止した──その刹那。

　暁月が吼ほえた。

「おおおおおおおおおおおおおおおおっ！」

　両の手に込めた全力。それは暁月の腕から肩、背中へかけての筋肉を隆りゆ起うきさせて。

　巨大なザッハークを強ごう引いんに捻じ伏せるように、暁月は黒の魔剣を振りぬいた。

　一気に地面へと叩きつける。

　そして大地を揺るがす轟音と共に、ザッハークが地に墜おちた。

　砂煙が津つ波なみのように舞い上がる。

　その光景を、暁月は宙に組まれた鉄骨に着地し、ジッと見下ろしていた。

　すると。

『──無駄な足あ掻がきを』

　嘲あざ笑わらうかのような声と共に、砂煙が吹き飛んだ。

　翼を羽ばたかせて、ザッハークがその姿を現す。暁月の斬撃でも傷一つ付けられないのだ。落下の衝撃くらいでは、ビクともしていない。

「……まだ駄だ目めか」

　忌いま々いましげに、暁月はチッと舌を鳴らした。

　何故なら暁月の方は既すでに、決して少なくないダメージを受けているからだ。

　このままでは、すぐに均きん衡こうが崩れるだろう。

　そしてもし一ひと度たび崩れれば、そこから一気に押し切られてしまいかねない。

　ザッハークは翼を大きく広げて、

『そろそろ終わりにしましょうか……』

　飛び立とうとした時だった。その巨体がぐらりと揺れたのは。

『────ッ？　これは……？』

　戸と惑まどいの声を上げるフィルに、笑みを含んだ声が教える。

「ハッ……どうやら、ようやく効いてきたみたいだな」

　狙い通りだ、と暁月。

「硬くて分厚い皮ひ膚ふがご自じ慢まんだったみたいだが、調子に乗って俺の攻撃を受けすぎたな」

　確かに。これまでの暁月の斬撃では、ザッハークを斬る事はできなかった。

　だが、その斬撃には全て暁月の氣が込められている。無意味と思われていた一いち撃げき一撃が、分厚い皮膚を通してザッハークの体内へ届いていたのだ。

　そうして暁月は、徐々にザッハークの氣の流れを狂わせていった。かなりの巨体のため、全身の氣を乱すのに随分と時間が掛かってしまったが、

「もう好き勝手には動けないぜ。それこそ、飛行なんて繊せん細さいな真ま似ねはな」

　そしてこの瞬間、暁月の一方的な劣勢はなくなった。

　肉体へのダメージで、万ばん全ぜんに身体を動かせない暁月。

　体内の氣を乱されて、上う手まく巨体を動かせないザッハーク。

　その条件は五分と五分だ。

　だが、

『──まさか、これで互ご角かくになったなどと思われては困りますね』

　そう言って、ザッハークが口を大きく開けた。

　そして暗い喉のど奥おくが、赤い輝きを放ち始める。

　暁月は、そんなザッハークの動きを見て思う。

　……やっぱり、そう来やがったか……。

　フィルの狙いを、凰沢暁月は知っている。かつてアレイザードで、ブラックマウンテンを訪おとずれた際。ザッハークとの短い交戦の中で、同じ攻撃を眼にしていたからだ。

　フレアブレス──鉄の沸ふつ点てんを超こえる、超々高温の灼しや熱くね息つい吹ぶき。

　先さき程ほどこの辺りが吹き飛とばされたのも、恐らくはフレアブレスによるものだろう。

　ただし、

　……相当手加減されてたと思うがな。

　今いる訓練用の市街地は、周囲の建物が吹き飛ばされ、平地になっているだけだが。

　アレイザードでは、ブラックマウンテンの山が一つ、跡形もなく消し飛んだ。

　恐らくは先刻は、美兎を殺さないように最小の力で放ったのだろう。

　しかし、今度は暁月が相手だ。手加減する理由は何処にもない。

　凰沢暁月は思う。正面からアレを喰らえば、自分といえども一ひと溜たまりもないだろうと。

　それは、高次生命体ザッハークの最強の攻撃なのだから。

　だが、

　……だからこそ、隙すきも生まれるって訳だ。

　フレアブレスを吐いている間のザッハークは、その強力すぎる攻撃ゆえに無防備だ。

　そこにチャンスがある。

　だから暁月は、体内の氣を一いつ斉せいに活性化した。

「おおおおおォォォォォオっ！」

　全ぜん身しん全ぜん霊れいの錬環勁氣功。体内で練られた膨ぼう大だいな氣を、黒の魔剣に集めてゆく。

　すると剣身が青白く、眩いまでの光を放ち始める。

　ザッハークが全力のフレアブレスでこちらを消し飛ばそうと言うならば。

　凰沢暁月はそれを回避し、全力の一撃でザッハークを貫つらぬくまで。

　確かに先程までは、暁月の斬撃は通用しなかった。だがそれは身体能力を上げるために、黒の魔剣だけでなく、全身にも氣を巡らせていたからだ。だが、今度は違う。全ての氣を黒の魔剣に集中すれば、その威力と切れ味は比ひ較かくにならない程にまで上昇する。

　そして、ザッハークの硬く分厚い皮膚を貫き、黒の魔剣に集中させた氣をザッハークの体内に叩き込めれば。内側からザッハークを、粉々に吹き飛ばす事ができる筈だ。

　だからこそ、

「────────」

『────────』

　暁月とザッハークの間の空気が、緊きん張ちようで張はり詰めてゆく。

　これが勝負を決める一撃になる事を、互たがいに理解しているからだ。

　攻撃を当てるにせよ、避けるにせよ、先に動いた方が圧倒的に不利な状況。

「………………ッ！」

　それでも暁月が、勝負を決めるために動こうとした時だった。

　こちらより先にザッハークが動いたのは。

「何──？」

　思わず眼を見開く暁月に対し、ザッハークはくるりと別の方へ顔を向けた。

　無防備にこちらへ隙を見せた、無意味とも思える行動。

　だが、

「しまっ──」

　その意図を理解した暁月が、とっさに動く。

　──次の瞬間。

　ザッハークのフレアブレスが、轟音と共に吐き出された。



　凰沢美兎は、暁月に言われた通りにしていた。

　氣を失っている他の五人を、風の魔法で離れた場所までまとめて運んで。

　そしてそこから、暁月とザッハークが繰り広げる死闘を見ていたのだ。

　だから。

「え────…？」

　美兎は呆ぼう然ぜんと立ち尽つくした。

　眼の前に巨大な光が、こちらへ迫っていたからだ。

　あらゆるものを虚きよ無むへと消し去る、膨大な光の奔流。

「────っ！」

　とっさに美兎は防護障壁を展開しようとして……しかし見る。

　最早、光に埋うめ尽くされた視界の中、自分と光の間に一つの背中が割って入ったのを。

「あ……」

　それが誰だれかなど、考えるまでもなかった。

　いつも自分を守ってくれる大好きな背中──思わず美兎は手を伸ばそうとして。

　しかし、その背に触れる直前。

　閃光によって世界が、白一色に埋め尽くされた。
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　世界から音が消え去っていた。

　それを奪ったのは、巨大な爆発によって生じた衝撃。

　だがやがて、光が収まってゆくと共に音が戻もどってくる。

　サァァァァと。寄せては返すその音は、まるで波のさざめきだ。

「…………ん」

　生きている……そう思い、美兎はゆっくりと眼を開いて、

「────っ？」

　そして息を呑んだ。

　凰沢美兎は、一瞬自分が置かれている状況が理解できなかった。

　地面に倒れていた美兎が眼にしたのは、自身の左側に広がる光景だ。

　眼の前の地面が、ごっそりと吹き飛んでいた。

　まるで深く巨大な溝みぞが、大地を抉えぐっているかのように。

　美兎は首を反対側──右の方へ向けた。そこに広がっていたのも、左と同じ光景だ。

　大地に刻まれた衝撃の爪つめ痕あと。

　それは奈な落らくへ通ずる穴のように、どこまでも深く底が見えない。

　──しかし、妙みような事があった。

　左右の大地は見る影もない程に抉られているというのに、後方は無事だったからだ。

　地面に寝ねたままの状態で、逆さに見える後方の風景を見ながら美兎は理解する。

　どうやら大地に走った巨大な溝は、美兎達を避けて放射線状に広がっているようだった。

　そして後方。葛葉や千影、遥達の姿を確かく認にんした美兎は、ホッと胸を撫なで下おろす。

　……良かった……無事で。

　あの爆発の中でも、自分達は奇き跡せき的てきに助かったらしい。

　そう思った次の瞬間。

「ッ!?」

　美兎はどうして自分達が助かったのか──その理由を思い出して跳はね起おきた。

　そして見る。

　眼の前に背中があった。それは力強く、広い背中──大好きな人の背中だ。

　しかし今、その背は爆発の衝撃でボロボロになっていた。

　上半身の戦闘衣服は吹き飛び、身体のあちこちから血を流しながら。

　だが、それでも彼は立っていた。黒の魔剣を大地に突き立てるようにして。

　そして。ゆっくりとこちらを振り返ってくる。

「…………よう、無事だったか？」

　ボロボロになりながら──それでも凰沢暁月は笑っていた。



　美兎達の無事を確認した暁月は、

　……くそ、やられた。

　そう心の中で呟つぶやき、再び前を向いた。

　前方、陽炎のように揺れる風景の向こう側に、巨大なザッハークの姿がある。

　だが、そんなザッハークを倒すために黒の魔剣へと集中していた氣は、今のフレアブレスを防ぐのに使ってしまっていた。

　──あの時。そのままでは暁月にフレアブレスを避けられると考えたフィルは、暁月ではなく美兎達を狙ったのだ。それも暁月が、彼女達を庇かばう事を計算に入れた上で。

　一歩間違えれば、美兎までも殺してしまいかねない危険な賭かけ。

　だがフィルはその賭けに勝ち、結果全ては彼の思い描えがいた通りになった。

　……まあ良いさ。

　美兎達は無事だった。今はただ、それを喜べば良い。

　だが、感じる身体の重さに暁月は理解する。最早自分の体力が、ごっそりと失われてしまっている事を。恐らく、全力で行える攻撃は、あと一回が限界だろう。

　だが凰沢暁月は構わない。

　これは負けられない戦いなのだ。身体の痛みも辛さも、体力の有う無むも関係ない。

　必要なのは、勝利を信じる意志だけだ。

　だが、

「──もう止めてッ」

　悲鳴のような声を上げて、美兎がこちらの背中に抱きついて来た。

「そんなボロボロの身体で……これ以上は無む茶ちやだよ！」

　こちらを制止する言葉。しかし、暁月は構う事なく黒の魔剣を地面から引ひき抜く。

　しかし、地面に埋まっている筈の剣身がなかった。砕くだかれたような断面を残して、半分から先が消えていたのだ。そして、具現化が解けて黒の魔剣が消しよ滅うめつする。見れば、右みぎ腕うでに嵌はめられた七連装のＡＤの内、一本が千切れてしまっていた。

「ホラっ！　武器までなくなって、このまま戦うなんて無理だよ絶対っ！」

　美兎がこちらの腕を引いて、必死に思い留とどまらせようとする。

　しかし、暁月は首を振った。

「関係ねえよ……無茶だとか、無茶じゃねえとか。無理だとか、無理じゃねえとかは」

　何な故ぜならば、

「こいつはやるか、やらないか──信じるか、信じないか……それだけの話なんだよ」

　だから暁月は、美兎を見た。

　そして告げる。お前の力を貸して欲ほしいと。

　それは、

「……信じろよ、今こそ俺を」

「え……？」

　こちらを見上げてくる美兎に、暁月は伝える。

「絶望的な状況、絶体絶命のピンチ……そういう状況の時だろうが。本当に信じなきゃいけないのは。有利な時や、可能性の高い事しか信じられないなら、そんなものは信じているとは言わねえのさ」

　そうだろう。

「無理だと思ったんだろ？　だったら今だ。お前が俺を信じるのは、今なんだよ。お前が自分の居場所に選んだ男は、こんな所で負けやしねえってな」

　それとも、

「……お前は、俺の事が信じられないか？」

「……………………」

　暁月の問い掛けに、やがて美兎は無言で首を振った。

　そして自らの腕に通されたＡＤを外してゆく。すると、美兎の戦闘衣服が光に包まれた。

　その輝きが粒りゆ子うしになって弾けると、胸が開いた体操服が姿を現す。

　ＡＤとリンクしていた、体操服の限定解除が解かれたのだ。

　美兎は外したＡＤを、暁月の右腕にそっと通した。そして呟くように、

「無理や無茶をして欲しくないのは、君の事が心配だから……」

　それは今でも変わらない。だけど、

「それでもボクは信じてる……君の事、絶対に」

　だから、どうか無事で──願うようにそう言った美兎に、暁月は「ああ」と頷いた。

　そして黒の魔剣を具現化しようとして、

「──待ちなさい……凰沢暁月」

　ふと、こちらを制止する声が来た。見れば、意識を失っていた筈の七瀬遥が立っていた。軽く片足を引きずりながら歩み寄って来る遥に、暁月はやれやれと、

「止めるつもりなら、無む駄だだぜ副会長さんよ」

「誤解しないで欲しいですわね。私も、貴方あなたを止めるつもりはありませんわ」

「あん？　だったら、何を……」

　そう言い掛けた暁月の目の前で、遥は自身のＡＤを外した。

　途端に遥の戦闘衣服も、光の粒子と共に体操服へと戻る。

　そして遥は、手に持った自身のＡＤを差し出しながら、

「私のＡＤも使いなさい。これはあくまで賭けですが……もし久保田博士が言っていたように、貴方の剣が本当にレーヴァテインで、そして私の推測が確かなら。きっと貴方の力になる筈です」

　ＡＤを受け取った暁月は、

「よく解らねえけど……貸してくれるのなら、有あり難がたく使わせて貰もらうぜ。残りの六本もガタが来てるかもしれねえしな」

　そう言って、暁月が遥のＡＤも腕に通した時だった。



『──別れの挨拶は済みましたか？』



　遠くから、フィルの声が聞こえて来た。

　その声に振り返った暁月は見る。今までザッハークが動かなかった理由を。

　ザッハークは既に、もう一度フレアブレスを放つ準備を整えていた。

　……さて、と……。

　暁月は、自分に残された体力を思う。

　あと一発なら、何とかフレアブレスを防ぐ力は残っている。だが、それで最後だ。そうなったらもう、攻撃へ転じるだけの力は残らない。

　攻撃か防御か。残る体力で選べるのは、どちらか一つだけ。ならば、

　……そんなもん、考えるまでもねえだろ。

　選択する。迷う事なく、勝つ可能性が残されている方を。

　だから、凰沢暁月は不敵に笑う。

「ああ、これでお別れだ──お前とは」

　そして。

「────行くぜ」

　そう呟くと同時、弾はじかれたようにザッハークへ向かって駆け出した。



　彼ひ我がの距きよ離りが、あっという間に縮まってゆく。

　対するザッハークは動かない。ギリギリまで引き付け、回かい避ひ不可能な距離になってからフレアブレスを放とうとしているのだろう。

　だが、凰沢暁月は構わない。自分が避ければ、背後の美兎達に危険が及ぶ。何より、ギリギリまで距離が詰つめられるというならば──むしろ、こちらにとっても好都合だ。

　すでに、錬環勁氣功で体内の氣はＭＡＸにまで増ぞう幅ふくしてある。ザッハークがフレアブレスのエネルギーを蓄たくわえていたのと同じように、暁月もまた氣を溜めていたのだ。

　暁月は意識を研とぎ澄すませた。体内を駆かけ巡めぐる溢あふれるような氣の奔流を、両の手へと集中する。すると、そこへ黒と赤の粒子が集まり始める。

　そして、暁月のＡＤが武器の具現化を始めたのと、ザッハークが充じゆ分うぶんに暁月を引き付けたのとは、完全に同時だった。

『──これで終わりです』

　フィルの声と共に、フレアブレスが暁月へと発射された。

　轟ごう音おんと共に、赤い光の奔流が暁月へと迫せまってくる。

「おおおおおおああああああああァァァァっ！」

　対する暁月は、両手を前に突つき出すと、真っ向からフレアブレスへと突っ込んだ。

　その瞬間。

「──────」

　光の渦うずの中で、暁月は見た。

　ＡＤによって具現化された黒の魔剣が、姿と形を変えてゆくのを。

　それはより強大に。それはより勇ゆう壮そうに。そしてより巨きよ大だいに。

　これまでの叩たたき斬るような形状から、斬り裂さく事を主眼に置いた形状へと。

　それは九つある鍵かぎの内、八つ目の鍵まで開いた、レーヴァテインの第二形態。

　黒の魔剣の新たな姿だ。

　そして新たな黒の魔剣が、ザッハークのフレアブレスを完全に斬り裂いた。

　霧む散さんした光の先が開ける……その先に在るのはザッハークの本体だ。

　これこそが──凰沢暁月の狙い。

　暁月は今、黒の魔剣でフレアブレスを防いではいなかった。

　フレアブレスに対して、全力の攻撃を加えたのだ。

　攻撃は最大の防御──それは何も、相手に攻撃をさせないという意味だけではない。

　敵の最強の攻撃に対たい抗こうできるのは、自分の最強の攻撃しかない場合があるのだ。

　そして。

　互いの攻撃がぶつかった時、相手の攻撃を上回る事ができたなら。

　相手の攻撃を防いだ上で、こちらは向こうへ攻撃を叩き込める。

　だから。

　最早、眼前に迫った巨きよ体たいへ、暁月は黒の魔剣の突きを見み舞まう。

　まるで吸い込まれるように、黒の魔剣がザッハークの胴どうを貫いた。

「あばよ、後こう輩はい──」

　そう言って、暁月がザッハークの体内に全ての氣を叩き込む。

　その寸前で、

『──ええ、さようなら先せん輩ぱい』

　ザッハークはその巨体を急速に回転。

　巨大な尾おを鞭むちのようにしならせて一閃すると、暁月を下から宙へと弾き飛ばした。
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　その瞬間を、凰沢美兎は目もく撃げきしていた。

「っ────ッ！」

　だから、ハッとなって息を呑む。

　黒の魔剣は、ザッハークの身体に突き刺ささったままで。

　一方、宙へ飛ばされた暁月は意識を失っているのか、力なく身体をくの字に折っている。

　そして、対するザッハークが大きく口を開いた。噛かみ殺ころすつもりだ。

　……このままじゃ……っ。

　美兎は焦しよ燥うそうを露あらわにする。それは今度こそ、本当の絶体絶命だった。

　どう考えても、ここから逆転する事は不可能で。

「避けて」と叫ぼうと、美兎は思った。或いは「逃にげて」だったかもしれない。

　しかし、声になったのは全く別の言葉だった。

　それは交かわした約束。

「──君は、ボクの居場所だって言ったよ！」

　信じてる──だからどうか。

　届いて。



「負けちゃ嫌いやだよ、暁月ぃぃぃぃぃ───────っ!!」
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　美兎が発したのは絶望の嘆なげきではなく、暁月を信じる揺るぎない意志だった。

　その声を、叫びを凰沢暁月は耳にする。

　異世界から連れ戻った少女が、初めて自分を名前で呼んだ瞬間を。

　だから。それは確かな力となり、虚こ空くうの暁月へと届いて、

「────っ！」

　くわっと、その両目が見開かれた。

　そこから先の全ては刹那。

　暁月はとっさに意識を集中し、黒の魔剣の具現化を解除。

　そして、ザッハークの腹に突き刺さっていた、黒の魔剣が掻き消えると同時。

　暁月は虚空に手を伸ばし、再び黒の魔剣を具現化する。

　手に戻った確かな重み。

　それは、衝しよ撃うげきに飛ばされた暁月の上昇を終わらせて。

　そして落下が始まる。真下で暁月を待ち受ける、ザッハークへと。

　だから暁月は黒の魔剣を振り上あげた。

　自分と、自分を信じる少女の想いと、ありったけの力と氣を込めて。

「おおおおおおおおおおおおおおおおおぉぁああああああああああああああああっ!!!」

　渾こん身しんの大上段から、黒の魔剣を振り下ろす！

『─────なっ？』

　暁月を噛み殺そうとしていたザッハークが、驚おどろいたように身体を硬こう直ちよくさせた。

　次の瞬間。暁月の黒の魔剣が、ザッハークの頭部に吸い込まれ。

　そのまま二十ｍ以上もある巨体を、真っ二つに両断した。
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　それは余りにも壮そう絶ぜつな決着だった。

　斬り裂かれたザッハークの巨体が、光の泡あわとなって消えてゆく。

　そして。全ての力を使い果たしたかのように、そのまま暁月は地面へと落下した。

　その一部始終を目撃した美兎と遥は、呼吸をする事さえ忘れて立ち尽くしていた。

　だが。

「────っ！」

　それでも意を決したように、美兎は駆け出した。風の魔法は使わなかった。否いや、使えなかったのだ。そんな理屈を頭の中で考えられる程ほど、今の美兎は冷静ではなくて。

「～～～～～～～～っ」

　息を切らせて、髪かみを振り乱みだして、無む我が夢むち中ゆうに、ただひたすらに暁月の下へと。

　駆けてゆく。

　駆けてゆく。

「ハァ……ハァ……────ッ！」

　徐々にその姿が見えてきて、美兎は息を飲み込んだ。

　暁月はこちらに足を向け、うつ伏ぶせの状態で地面に倒たおれ伏ふしていた。

　高次生命体、邪じや竜りゆうザッハークに対して、最後まで一歩も引かなかった──その戦いぶりを象しよう徴ちようするかのように。前のめりに倒れたままでいる。

　だが遠目からは、無事かどうかを確認する事ができない。

　そして。ようやく暁月の下へと辿たどり着ついた所で、美兎はその場に立ち尽くした。

「嘘……」

　思わずそんな呟きが漏もれた。

　暁月はピクリとも動く素そ振ぶりを見せなくて、美兎の眼から思わず涙なみだが零こぼれそうになる。

　……泣いたら、駄目だよ……ッ。

　暁月の事を信じていないのか。そう心の中で、自分で自分を叱しつ咤たする。

　なのに、どうしても涙が堪たえ切れなくて。美兎は思わずギュッと眼を瞑つぶった。



「──泣いているのか？」



　だが不意に聞こえたその声に、美兎はハッとなって瞳を開けた。

　そして見る。

　自身を美兎の居場所だと告げて、美兎もまた自分の居場所と信じた相手が。

　共に生きて行こうと決めた青年が──自分に笑い掛けている姿を。

　だから。

「───────っ！」

　もうそれ以上、美兎は涙を堪えずに。

　迷う事なく、自分の居場所へと飛び込んで行った。



　──そして世界に、ゆっくりと朝日が昇り始める。

　長かった夜が、ようやく明けようとしていた。
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　その場所には、荘そう厳ごんな空気が満ちていた。

　見上げるような吹ふき抜ぬけ構造の巨大空間。

　それは旧皇居跡あとの地下で行われている、Ｇ７サミットの会場だ。

　日本、米国、ロシア、中国、インド、オセアニア連れん邦ぽう、ＥＵ連合が加盟する新国連。

　それが同時にＧ７でもあった。

　会議のために特設されたステージには、それぞれの顔を見て会話が行えるように配はい慮りよされた巨大なテーブルがある。

　円えん卓たくだ。

　その席には、サミットに出席している筈はずの、各国を代表する首しゆ相しようや大統領の姿はない。

　息を呑むようなオーラを発する、九名の若者達たちが居るだけだ。

　Children Of Cross Over Other Nation。通つう称しよう「コクーン《ＣＯＣＯＯＮ》」と呼ばれる彼らは、新国連の議長と事務総長、そして各国のバベルを統すべる、異世界からの帰き還かん者しやだ。

　異世界から戻った異能力者達の頂点である彼らは、単独でも国家が保有している軍事力を凌りよ駕うがする程の強大な力を持っている。そして、現在コクーンのメンバーは十一人。つまり、このサミットには世界最強と称しようされるコクーンが、ほぼ集結しているのである。

　そして彼らは今、円卓上の空間に投射されている立体映像を見ていた。バベルのネットワークデータベース『黙示録アポカリプス』から送られてきた、ＪＰＮバベルでの死し闘とうの映像だ。

「これが噂うわさの勇者殿か。退たい屈くつな会議の暇ひまつぶし程度には、良い見み世せ物ものだったじゃないか」

「うむ。実質、高次生命体を一人で倒しているのだ。魔ま法ほうが使えない事も苦にはしていないようだしな。実力としては悪くないだろう」

「けど～、高次生命体と言っても、所しよ詮せんは因果律に縛られた紛まがい物ものじゃないですか～」

「確かに高次生命体としての能力は、著いちじるしく制限されていたようですね。やはり人という小さな器が触しよ媒くばいでは、この下位次元の世界で顕けん現げんさせるには無理があるのでしょう」

「小さな器か、まるで俺おれの事のようだ……卑ひし小ような感じがする所が特に」

「まあまあ。……しかし、良かったですね京きよ也うや君。ＪＰＮバベルが大事には至らなくて」

「ええ……ありがとうございます」

　話題の矛ほこ先さきを向けられた京也は、薄うすく微びし笑ようを浮うかべた。

「いざとなれば『バベルの光』を使用するつもりでしたが……使わずに済んで幸いでした。凰おう沢さわ君のお陰かげですね」

「まあ、あんな形だけの高次生命体は、英雄気取りの子にでも任せておけば良いわ。私達の目的は、あの程度とは訳が違ちがう──全すべてを超越した存在なのだから」

「──その通りだ」

　短い肯こう定ていの言葉。それが、世界最強が集つどうこの場所に静せい寂じやくを生んだ。

　その場に居た全員の視線が集中する。

　新国連議長、ＣＯＣＯＯＮナンバー、ミハエル・アークウッドへと。

　金色の瞳を持つ青年は、厳おごそかに告げる。

「各国のバベルの塔とうによる、地脈の安定化は順調に進んでいる。建設中の二基が完成すれば、いよいよ『Ｙ計画』は最終段階だ。約束の日まで、各自、準備を怠おこたるな」

　かつて人は、禁断の果実を口にした事で楽園を追われた。そんな人間が再び楽園へ足を踏ふみ入いれるには、肉体という檻おりから解放され、魂たましいとなって天へと昇るしかなかった。

　これまでは。

　だが、異世界への召しよ還うかんが始まった事で、状況は一変した。

　楽園の創造に、神の存在が不可欠だというならば。この世界に、天上の神を降ろしてしまえば良いのだ。全ての因果律を超越し、あらゆる事象を自在に操あやつれる超ちよう高こう次じ生命体を。

　そして、その神を自分達が支配できた時こそ、完全なる秩ちつ序じよの下で人はあらゆる苦しみから解放され、この世界は新たな楽園となる。

「──でもよ、目め障ざわりな羽虫がいるぜ。俺らの計画には邪じや魔まな奴らがよ」

　笑えみを含んだ声が、問い掛かける。

「どうする？　そろそろやっても良いのか？」

「好きにしろ。我々の計画を邪魔する者は、全て障害として排はい除じよして構わない──だが」

　そう言ってミハエル・アークウッドは、その金色の瞳に暗い殺意を込めた。

　告げる。

「朱あけの黄たそ昏がれの創設者……あの男だけは俺がやる。誰も手を出すな。奴は──俺の獲え物ものだ」



　そして。

　Ｇ７サミットの裏側で行われた、真の目的──コクーンサミットは終わりを告げた。

　世界の頂点達は、誰もが悠ゆう然ぜんとした足取りで、両開きの鉄てつ扉ぴから会場を後にしてゆく。

　そんな中、

「──氷ひ神かみ」

　他のメンバーと同様に会場を出ようとしていた京也は、ふと呼び止められた。

　振り返かえる。その視線の先に居たのは、自分達コクーン実動隊のトップ。

　ミハエル・アークウッドだ。

　京也は微笑を浮かべて言葉を返す。

「どうかしましたか？」

「ＪＰＮバベルはお前の管かん轄かつだ。結果が全てである以上、今回の件でのお前の判断を誤りと言うつもりはないが──何故あの高次生命体に対し、お前自身が手を下さなかった？」

　訊たずねる口調で、ミハエルは言った。

　それは、こちらの判断に不ふ審しんにも似た疑問があるからだ。

「あの高次生命体が使っていたブレスの破はか壊いり力よくは、決して低いものではなかった。もしあれの直ちよ撃くげきを喰らえば、バベルの塔とて倒とう壊かいは免れなかっただろう。もしそうなれば、我々の『Ｙ計画』に少なくない影えい響きようを及ぼしていた筈だ」

「ああ、その事ですか……」

　成る程と京也は頷うなずいた。『Ｙ計画』を取りまとめているミハエルとしては、計画に遅ち延えんを及ぼす可能性があった京也の判断を看過できなかったのだろう。



    

  
    
      　問うているのだ。何故、『バベルの光』を使わなかったのかと。

　だから京也は、まるで表情を変える事なく、

「確かに『バベルの光』を使えば、すぐにでも問題は解決されたでしょう。しかし、同時に半径三圏けん内ないも消滅していました。そうなれば、バベルの塔の倒壊程ほどではないにしても、少なからず地脈に対する影響は生じていた筈です。それに、あの高次生命体の周囲にはまだ学生が残っていましたから」

「『Ｙ計画』の実現は、全ての状じよう況きようよりも優先されなくてはならない。その前では、あらゆる犠ぎ牲せいが正当化される」

「当然です、解わかっていますよ。ですが、あそこには僕を補ほ佐さしている生徒会メンバーも居ました。もしＪＰＮバベルを代表している彼らを失えば、動どう揺ようや混乱が生まれる事は避けられない。そうなれば、やはり計画に支障をきたしていたでしょう」

　納なつ得とくしていただけましたか、と京也は苦くし笑ようを浮かべた。

　既に会場には京也とミハエルしか残っておらず、周囲にあるのは静寂だけになっていた。

　そして、

「……………………」

　無言だったミハエルが動いた。こちらの説明に筋が通っている事を確認し、一応の納得を得たのだろう。リノリウムの床ゆかを踏み鳴ならしながら、ミハエルは京也の横を通り過ぎ、会場を出て行こうとする。

　その背中へ、

「あらゆる犠牲が正当化される──と仰おつしやいましたね」

　京也は呼よび掛けた。

　決定的な言葉を告げる。



「──その犠牲の中には、弟さんも含まれているんですか？」



　ふと、ミハエルの足が止まった。

　その反応に、京也は自身が抱いていた推測に確信を得る。

　……やはりね……。

　京也は笑みを深くしながら思う。

　──コクーンのメンバーの経歴は、バベルにおけるトップシークレットの一つだ。

　その過去は、たとえメンバーの一員であろうと知る事はできない。当然、使っている名前は全員偽ぎ名めい。勿もち論ろん、自分の氷神京也という名も偽いつわりのものだ。

　だが京也は、凰沢暁あか月つきを深く調べた事により、ミハエルの正体が暁月の兄──凰沢朔さく夜やである事を知った。そして彼らの父親が、自分達コクーンと同等の戦せん闘とう能力を有しているテロリスト集団、朱の黄昏の創設者である事も。

　コクーンのリーダーとも言うべきミハエルの父親が、朱の黄昏の創始者。それは世界規模のスキャンダル以上の意味を持つ。人の過去や経歴は、その者を形成する要素だ。そこには強さだけでなく、弱さもまた含まれる。特に縁ゆかりのある者は、人ひと質じちという有効なカードに成り得るのだから。

　ならば、ミハエルの過去というカードは、今切るべきものだろう。

　彼に追い付こうとしているのは何も暁月だけではない。自分とて、いつまでもミハエルの後こう塵じんを拝し続けるつもりはないのだ。

　手札は何も隠かくすだけが有効な訳ではない。敢あえて相手に見せる事で、抑よく止しり力よくとなる事もあるのだから。

　そして、

「氷神──」

　ゆっくりと。ミハエル・アークウッドは振り返る。

　金色の瞳が、真正面から京也を射い抜ぬいた。

「『Ｙ計画』の実現は、何よりも優先されるべきものだ。その実現のためなら、お前が何を想い、何を考えてこの場に居るかなど、瑣さ末まつな問題に過ぎない。だが──」

　言葉を紡つむぐ際に生まれた僅かな沈ちん黙もく。

　その瞬間──絶対的な圧力が来る。

「二度とその話題は口にしない事だ。余計な詮せん索さくや挑ちよ発うはつは、時に死を代だい償しようとして払はらわねばならなくなるという事を知れ」

「…………これは失礼しました。肝きもに銘めいじておきますよ」

　殺気にも似た威い圧あつ感を受け流し、京也は微笑を浮かべた。

　数秒を以もって互いに視線を交わし合う。

　そして──程なくして、一方が動いた。それは、ミハエル・アークウッドだ。

　彼はくるりと京也に背を向けると、今度こそ会場を出て行った。

　一人、巨大な空間に残された京也は、やがて大きく息を吐はいた。

　全身の肌はだが粟あわ立だつのを感じながら、氷神京也は改めて思う。

　……別格だね、やはり彼だけは……。

　最強と称される自分達コクーンの中でも、ミハエルという存在は次元が違う。

　それ程までに、ミハエル・アークウッドという青年は圧倒的だった。

　……君にあの人が止められるかな、凰沢君……。

　京也はふっと苦笑を浮かべると、懐ふところから携けい帯たい端たん末まつを取り出し、先刻見ていた暁月達と巨きよ大だい竜りゆうとの戦闘映像を再生する。

　だが、その内容は立体ホログラムで見たものと一部異なっていた。

　先程再生されたものは、ＪＰＮバベルのシステムを通して『黙示録』へ記録されたもの。そのため、ＪＰＮバベルを統とう括かつする京也が、先に改ざんする事ができたのだ。

　……ここだね。

　改ざん前の動画の中で、京也が目を留めたのは、戦闘の最中に起きた出来事。

　美み兎うがザッハークに対して、剣化した雷かみなりで斬きり付けた時の映像だ。

　京也はその映像を繰くり返し見ながら思う。ここに有り得ないものが映っている、と。

　謎なぞの侵しん入にゆ者うしやが関かかわっていると思われる巨大竜。それは恐らく、通常のドラゴンとは異なる高位次元生命体だ。魔法を無効化する絶対障しよ壁うへきを持っていたのがその証しよ拠うこ。

　そのため通じるのは千ち影かげの水素爆ばく発はつや、遼りよ平うへいの高熱化した青せい竜りゆ刀うとうによって生まれた炎のような、間接的なものに限られる。

　他に例外があるとすれば、遥はるか達が行った武器への属性付加だろう。あれは武器の内側から魔法による属性を付加する事で、巨大竜の絶対障壁に直接接触する事を避けたものだからだ。故ゆえに、彼かの女じよ達たちの攻撃でも巨大竜に対して、僅かでもダメージを与えられている。

　だが、美兎のあれは違う。

　あの雷の剣は、属性付加ではない。雷らい撃げき魔ま法ほうを剥むき出しのまま、剣の形にしただけだ。

　それは本来、巨大竜の身体にぶつかった瞬間に無効化される筈のもの。だが、それでも美兎の雷の剣は、巨大竜の身体に傷を付けられた。

　──何故か？

　巨大竜の罠わなだった可能性はある。現にあの直後、巨大竜は反はん撃げきに転じているのだから。

　だが高次生命体の絶対障壁は、防護障壁のように展開したり解除したりするような物ではない。高位の存在に対し、下位の存在の力を借りた精せい霊れい魔ま法ほうは通じないという、単なる必然なのだ。だからこそ京也は考える。可能性は三つあると。

　一つ目は、巨大竜が自らの意思で絶対障壁を解いた可能性。

　二つ目は、美兎の使用した魔法が、巨大竜以上の高次生命体に依い存ぞんしていた可能性。

　そして三つ目は──美兎自身が、巨大竜と同等以上の、高次生命体の可能性だ。

　氷神京也は知っている。あの凰沢美兎という少女が、凰沢暁月の妹では有り得ない事を。それは、暁月からミハエルや彼らの父親の情報に辿り着いた時に、導き出された結論だ。ある筋から裏も取れている。以前、通信でミハエルが彼女の存在を気にしていたのも、その所せ為いに違いない。

　しかし、

　……また秘密が増えてしまったかな。

　恐らくこれは、美兎の傍にいる凰沢暁月ですら、辿り着けていない『可能性』。

「まずは、この映像を消去しておかないとね……」

　ミハエルの過去のように、おいそれと口にできるものではない。他の人間には、絶対にこの事を知られる訳にはいかないのだ。

　……超高次生命体、か……。

　京也は思う。もしそれが真実なら──自分達が求める『神』は、既にこの世界にいるのかもしれないと。

　だがたとえそうだったとしても、序じよ盤ばんは巨きよ竜りゆうに魔法が通じなかった事からみて、美兎の力は安定していない。それに、あの雷の剣にしても、結局は大したダメージにならなかった以上、超高次生命体としての力は充分に発揮できているとは言い難い状態だ。

　……今はまだ、ね……。

　しかし、かつて美兎を診みたノルンは、彼女の未来をこう告げている。

　孤こ独どくになるかは自分次し第だい。孤こ高こうになるかは相手次第──と。

　その『孤高』という一節が、唯ゆい一いつ無む二にの至高の存在を意味しているのだとしたら。

　重要になって来るのは『相手次第』だ。そして、その力を利用できた者はバベルどころか、ＣＯＣＯＯＮのトップ──否、この世界の頂点にすら立てるかもしれない。

「……まさか、こんなに早くチャンスが巡ってくるなんてね」

　そう呟いた刹せつ那な、氷神京也は一いつ瞬しゆんだけ笑みを浮かべた。

　その凍こおるような冷れい笑しようを──見た者は誰もいない。

　──今はまだ焦あせって何かをする必要はない。いずれ、真実が解る時が来る。

　そして、全てが明らかになった時。

　その真実の一番近くに──自分が立って居いれば良いのだから。



２



　ザッハークとの死闘から、さらに一夜が明けた翌日。

　凰沢暁月は、ＪＰＮバベルの第〇二屋上で一人佇たたずんでいた。

　──あの後。美兎や遥の飛行魔法で、あの場にいた全員が医いり療よう塔とうへ運ばれた。

　一番重傷だった暁月だが、医いり療ようスタッフの回復魔法により、怪け我がは全て治ち癒ゆ。さらには錬環勁氣功で体内の氣を活性化させた事で、今では体力もほぼ完全に近い所まで戻っていた。また美兎を始め、千影や葛くず葉は、遥達たち生徒会メンバー達も、回復魔法によって全員が無事に回復を果たしている。

　また、ダウンしていたメインシステムも、久く保ぼ田た達技術スタッフ達によって復旧されたそうだ。完全に元通りにするには、まだしばらく時間が掛かるとの事だが、それでも不具合が出ない程度には安定させられているという。

　……取りあえずはこれで一件落着、ってか……。

　書記の上うえ崎さき遼平が言っていた言葉を思い出し、しかし暁月は思う。

　問題はここからだ、と。

　今回。葛葉や千影、遥達には、フィルが美兎を狙っていた事を知られてしまった。

　それでも、まだ美兎の秘密はバレていないと思う。事件の調査委員会から受けた事情聴ちよ取うしゆは、アレイザードが絡からんだ事件である事と、暁月達が兄きよ妹うだいである事を理由に、二人同時に行われた。入学検査の時と同様に、都合の悪い所は全て濁にごそうかとも考えたが、毎度知らぬ存ぜぬで通せば、不審に思われてしまいかねない。そこで今回は、適当な嘘うそをでっちあげ、暁月の自論として話してある。あくまで事件の原因の、可能性の一つである事を強調して。だが、かつてアレイザードで何が起き、どのような因いん縁ねんが生まれたかを調べる術はないのだ。少し怪あやしいと思われたかもしれないが、追つい及きゆうする事もできないだろう。

　……まあ、念のために他の手も打っておかねえとな……。

　美兎の秘密は、絶対に周囲に知られる訳にはいかない。だからこそ暁月はこれまで、自身が美兎よりも目立つ事で、周囲の注意を彼女から逸そらして来たのだ。今回、暁月が美兎の力を借りずにザッハークと戦ったのも、全ては自分一人に注目を集めさせるため。

　大事件を解決した、ただ一人の立役者となるためだ。

　……これで、少しでも眼を逸らせられたら良いんだが。

　だが、ただでさえ美兎は色々と目立つ外見をしている上に、魔法の才能もズバ抜けているのだ。世界が彼女の存在に注目するのは、時間の問題なのかもしれない。しかし、

　……まあ、別に良いんだけどな。

　それならそれで、と凰沢暁月は思う。

　もし美兎が異世界の存在だという事がバレて、バベルやコクーンが彼女をどこかに閉じ込めようとしたり、研究材料にしようとしたら。その時は、たとえ相手が誰であろうと戦えば良いだけの事だ。美兎を守ると決めた時から、その覚かく悟ごはとっくにできている。それに、もしそうなればこの世界のトップのコクーンも、対抗勢力のテロリスト集団の朱の黄昏も、自分の事を無視できなくなるだろう。それは、暁月にとっても好都合だ。

　……結局、氷神京也とは戦えなかったしな……。

　暁月はやれやれと嘆たん息そくした。

　上手く行けば、ここから兄や父への道が一気に開けるかもと思っていたのだが。

　とはいえ暁月は、美兎を自分の目的のために利用しようとは思わない。美兎の秘密を周囲に知られる事なく、彼女が幸せに暮らせるなら、それに越した事はない。

　自分の掲かかげた目標ぐらい、自分の力で達成してみせる。

　そして、

「──おっ、やっぱりここに居たかよ」

　ふと、屋上の扉とびらを開けて、海かい堂どうがひょっこりと姿を現した。

　ゆっくりとこちらへ歩み寄ってくる。

「良いのかよ、アッキー？　先刻から、副会長が怖こわい顔して捜さがしてるぜ？」

「あん？　何でだ？」

「さあな。貸したＡＤをさっさと返せ、とか言ってたけどよ」

「ああ……そういや借りっぱなしだったっけか」

　思い出したように右腕のＡＤを見ながら、暁月はふと考える。

　最後にザッハークを倒した黒の魔ま剣けん──あれは一体、何だったのだろうかと。

　あの後、何度か具現化してみたが、いつもの黒の魔剣にしかならなかった。また、ＡＤを九本以上にしてみても、何も変わらず仕じ舞まいで。

　……あれが自在に使えたら、面おも白しろかったんだがな……。

　暁月は頬ほおをポリポリと掻かいた。まあ良い。少なくとも一度は使えたのだ。自分には、まだまだ強くなれる伸のび代が残されているという事だろう。何よりもＡＤは精神感応石製なのだ。装備者の能力や資質に合わせて、最も適した武器を具現化するというなら、鍛たん錬れんを積めばまた使えるようになるのかもしれない。

「──そういや、ランキング戦の結果が一階の廊ろう下かに張り出されてたぜ。見たかよ？」

　ふと、こちらの思考に海堂の言葉が割って入ってきた。

　ほう、と暁月は顔を上げて、

「そうなのか？　結局、二日目以降は中止になったんだぜ？」

「結界が消えるまでの成績で評価したんだと。それなら条件は同じだからよ」

　と、海堂。

「ちなみに、アッキー達のチームはダントツのトップで、全員Ａクラス入りだってよ」

「へえ……」

　そういえば、生徒会の連中と戦う前に、遼平がそんな事を言っていた。てっきりランキング戦自体が中止になった事であの話はお流れになり、改めて再試験を行うとばかり思っていたのだが。しかし、自分達がトップというならば、

「──で？　お前はどうだったんだよ、海堂」

　暁月は笑いながら、鋭するどい視線を海堂へ向ける。

「結局お前、最後までチョロチョロ動き回ってたよな？」

「おいおい待てって、何の事だよアッキー？　俺は、お前さんに鬼おに塚づかとかいう奴を押おし付けられて、ヒーコラ言いながら医療塔まで、お一人様で徒競走だったんだぞ？」

　心外そうに言う海堂に、暁月は「嘘つけ」と鼻を鳴らした。

　言う。

「──一番最後、あのデカブツの動きを止めた鎖……あれはお前の仕し業わざだろうが」



　凰沢暁月は思い出す。

　最後にザッハークを斬り伏ふせる直前、ザッハークの巨体が動きを止めた瞬間を。

　あの時ザッハークは、土ど壇たん場ばで黒の魔剣を具現化し直した暁月に動揺し、動きを止めたのではない。自分の身体が何故か動かない事に気が付き、驚きよ愕うがくしたのだ。

　──それは一瞬の出来事。恐らく、ザッハークには見えていなかっただろう。

　だが、暁月は見み逃のがしてはいなかった。ザッハークの動きを、その巨体に巻きついた鎖が確かに封ふうじていた事を。そして、その鎖の先に居た青年の姿を。

　すると海堂は観念したように、

「うっわー、まさか本当に気が付いてたのかよ？　あれだけは絶対にバレないと思ってたんだけどなあ……」

　頭を掻きながら、

「アッキーの問題みたいだったから、手出しをするつもりはなかったんだが……気ぃ悪くしたかよ？」

　海堂の言葉に、暁月は「いいや」と笑った。

　断言する。

「たとえお前が手伝おうが、手伝わなかろうが、どうせ結果は同じだった。だから、何も気にする必要はねえよ」

「おーお、凄え自信だ……。しかし何だ、それなら余計な真似しなきゃ良かったかよ」

　海堂はやれやれと苦笑する。

　対する暁月は、フッと意地の悪い笑みを浮かべて、

「──なあ海堂。お前、俺の問題だと思ったから手を出さなかったって言ったよな」

　だったら。

「もし俺の問題じゃなかったら、お前があのドラゴンを何とかしてたって訳だ」

　まるで海堂の真の実力を見み透すかすかのように。挑ちよ発うは的つてきな言葉を暁月は投なげ掛ける。

「…………………………」

「…………………………」

　二人の間の空気が、僅わずかに緊張した。

　互いに沈黙する事しばし、

「……いやいや、まさか。誰があんな化け物と戦うかよ」

　そう言って海堂は笑みを浮かべると、そっと肩かたを竦すくめて見せた。

「俺は、穏おだやかな学園生活をこよなく愛する男だぜ。それに、ランキング戦が始まる前に、ちゃんと言っただろ？　結果が見えてる勝負はしない主義だってよ」

　そう言って、くるりとこちらへ背中を向ける。

　そして、「じゃあな」と軽く片手を上げると、海堂は屋上から出て行った。

　暁月はその後を追わずに、去って行く背中を見送る。

　小さな苦笑を浮かべながら。

　告げる。



    

  
    
      「──良く言うぜ。自信家なのは、お互い様さまだろうが」
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　第〇二屋上を出た海堂は、ゆっくりと階段を降りていた。

　そして、ふと思い出す。

「あー、しまった。結局俺のクラスがどうなったか、言うの忘れてたな」

　後ろ頭を掻きながら呟いた海堂は、しかし思う。

　……まあ良いか、すぐに解る事だしな。

　どうせ今後は、同じ教室で顔を合わせるのだから。

　すると、ふと懐から着信メロディが鳴り響ひびき、海堂はのんびりとした動作で携けい帯たいを取り出した。そして、モニターに表示された発信者の名前を確認し、通話ボタンを押す。

「珍めずらしいな、そっちから掛けてくるなんて……何の用だよ？」

『──何の用だと思う？』

　すると電話の向こうから、からかうような女性の声がした。

『私はお前の事は気に入っているんだが、勘かんの悪い奴と、回りくどい男は好きじゃないんだよ。知っているだろう？』

「冗じよ談うだんだよ、団長──対象の件だろ」

　海堂は額に手の平を当て、前まえ髪がみを指の又またで掻き揚あげながら、

「いや、強いぜアイツ。正直、想像以上だった。バケモンみたいなサイズの高次生命体のドラゴン、たった一人でぶった斬ったからよ。ここのコクーンの氷神京也とも、良い勝負ができるんじゃないか。全く、元勇者ってのはどいつもこいつもデタラメで困るぜ」

『おや、それは誰に対する皮肉だ？　私か？　それとも──お前自身に対してか？』

「いやいや、そんなつもりはないけどな。元勇者にだって普ふ通つうの人間はいるからよ」

『ふふ……私は回りくどい男は好きじゃないが、お前のそういう所は嫌きらいじゃないよ』

　で、どうなんだ？

『実際の所、そいつはウチに入れられそうな奴なのか？』

「実力的には問題ないと思うぜ。アイツと戦って勝てる自信は、俺にはないしよ」

『──だが、負けるとも思っていないんだろう？』

　笑みを含んだその声に、

「あれ……何で解ったかな？　おっかしいなあ、日本語の奥おくゆかしさってのは、奥が深くていけねえよ」

　と海堂。

「──ただ実力はともかく、アイツがウチに入りたがるとはちょっと思えないけどな。アイツが従うとしたら、それは自分の心だけだぜ。ウチに入るくらいなら、それこそ自分自身で何かをすると思うけどな」

『ほう……好きなんだがな、そういう男は』

　電話の向こうは少し黙だまって、

『……まあ、慌あわてて誘さそう必要もないか。その内、向こうの気が変わるかもしれん。もうしばらく様子を見るとしよう』

「──あれ？　それって、引き続き俺に様子を見ろって言ってるのかよ？」

『お前は勘が良いから、私は好きだよ』

　微かすかに声が笑みを深くした。

　そして、

『──さて、ついでに本題も話すとしよう』

　一息。声が再び冷たさを帯びる。

『来週の土曜日、シンガポールに陽ひが沈む──黄昏までに来れそうか？』

　それは。

　現在世界で最も強く、最も有名なテロリスト集団が、仲間同士で使う符ふち丁よう。

　その名は──朱の黄昏。

　だから、海堂元もと春はるはスッと眼めを細める。

「へえ……久しぶりにやるのかよ。良いぜ、試験も終わったしよ」

　間もなくバベルは春休みに入るし、丁度羽を伸ばしたかった所だ。

　何せ暁月から鬼塚の面めん倒どうを押し付けられたりして、そこはかとなくストレスも溜まっている。無論、あそこで鬼塚を放って置いたら、彼は今回の件で唯ゆい一いつの死亡者となり、そうなれば海堂は当事者だ。当然、色々と面倒な事情聴取を受けるハメになっていただろう。

　だからこそ海堂は、何としてでも鬼塚を死なせる訳にはいかなかった。

　万が一にも、自分の正体を知られる訳にはいかなかったから。

　たとえ──対象の実力を見逃す事になったとしても。

　……まあ、最後の良い所は見れたから、結果オーライだけどよ。

「そんじゃあ、現地集合って事で。そろそろ切るぜ団長。このままじゃ、昼飯を食い損そこねちまうからよ」

　そう言って海堂は携帯電話を切ると、一人食堂を目指して歩き出す。

　そして誰に言うでもなく、そっと呟いた。

　笑う。

「──さて、ようやく世界が面白くなってきたな」
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　異世界からの帰還者の保護と管理を目的に、Ｇ７各国には特別自治区が作られている。

　Ｇ７の一角を担になう日本では、それは東とう京きよ湾うわんの一部を埋め立たてて作られた。

　巨大な人工島。その北ほく端たんに、海を一望できる場所がある。

　特別自治区の憩いこいの場の一つとして作られたそれは、大規模な海かい浜ひん公園だ。

「わあ……」

　吹く風に髪をなびかせながら、美兎は手て摺すりの向こうに広がる景色を眺ながめる。普ふ段だん、超ちよう高こう層そうのＪＰＮバベルの校舎からも海は見えるが、こんなに間近で見たのは初めてだ。

　この公園へは暁月が、気分転てん換かんにとスレイプニルで連れて来てくれた。

　ふと美兎は、傍かたわらに停められている巨大なバイクに視線を落とす。

　陽の光を反射して輝かがやく大きな車体。

　それを見て思い出すのは、暁月が自分をザッハークから助けてくれた瞬間だ。

　聞けば、このバイクを管理していた久保田が、混乱の最中に手配してくれたのだという。久保田は、スレイプニルに新たな主と認められた暁月にこのバイクを渡わたすため、整備を行っていた。その一いつ環かんとして、暁月のＡＤとのリンク作業を済ませていたのだ。

　そしてスレイプニルは、自らの意思を持った精せい霊れい駆く動どう式のバイクである。そのため久保田が暁月の危機を報しらせると、勝手に自立起動を行い、ＡＤの反応を頼たよりに暁月の下へと走り出したそうだ。聞けばスレイプニルというのは、この世界のとある神話に登場する、主神の愛馬と同じ名前らしい。新たな主の危機に、自らの意思で駆け付けてくれたのだ。

　暁月ならば、もしスレイプニルがなかったとしても、どうにかして美兎を救出しただろう。だが、それでも今回暁月が間に合ったのは、このバイクのお陰だから。

「ありがとね。ボクと彼の事、助けてくれて……」

　美兎は話はなし掛けるように礼を告げると、背後を振り返った。

　緩ゆるやかな芝しば生ふの斜しや面めん。その上に、一人の青年が寝ね転ころがっている。足を組み、頭の下で両手を枕まくらにしているのは、美兎をこの場所へ連れて来てくれた暁月だ。

　美兎はゆっくりと、そちらへ向かって歩き出す。

　近づいてその顔を覗のぞき込めば、暁月は眼を閉じ、穏やかな寝ね息いきを立てていた。

　美兎は嘆息する。

「もう、こんな所で寝てたら風か邪ぜ引いちゃうよ……」

　季節は春とはいえ、吹く風にはまだ少しの冷たさが残っている。

　美兎は暁月の隣となりに腰こしを下ろすと、起こすために手を伸ばし、

「……………………」

　しかし、途とち中ゆうでその手を止めた。そして、体育座すわりのように立てた膝ひざに両りよ腕ううでを置くと、その上に顔を横にして頬を乗せ、暁月の寝ね顔がおを見つめる。

　すると、それだけで美兎の心は穏やかになった。その感覚に、改めて美兎は理解する。

　感じる。

　凰沢暁月こそが──自分の居場所なのだと。

　……嬉うれしいな。

　そう思うと、穏やかな心が僅かに熱を持った。

　その熱はきっと、自分の中に確かに存在している、暁月への想おもいだろう。

　そして、自分の気持ちに気付いた凰沢美兎は、もう迷わない。

　たとえこの先、何があろうとも──自分は暁月と共に生きてゆく。

　だから、

　……いつか君も、ボクの事を感じてね……。

　そして美兎は、自分と暁月の未来を想い、そっと眼を瞑った。

　これから共に困難を乗のり越え、同じ時を重ねてゆく先に。

　いつの日か自分も、暁月の居場所になれると信じて。
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　アレイザードには、対魔族の軍事同盟を結んでいる国がある。

　魔ま導どう大国シェルフィード、機械軍国ディスディア、宗教国家アレクラスタの三国だ。

　そして現在、この三国による緊きんき急ゆう会談が開かれていた。

　フィル・バーネットは、ザッハークと契けい約やくを交わしていた可能性がある──その真しん偽ぎを確かめるため、ゼクスとルーティエは独自に調査を敢かん行こう。

　その結果と併あわせて、任せていた調査の報告を受けたリスティは、すぐに会談を行う事を決定。他の二国がこれに応じた事で、会談は実現される事となった。

　そして。

　シェルフィードの王城の大広間で行われている会談は、現在佳かき境ようを迎むかえている。

　リスティが、ブラックマウンテンの現状が記された調査資料を公開したからだ。

　そこには数ヶ月前、フィルがブラックマウンテンから戻ったのと時を同じくして、島の周囲の海域から分厚い雲が晴れ、波が穏やかになっている事が克こく明めいに書かれていた。

「《異界の門》の前で受けた異様な圧力から、何か秘密があるのではと思ってはいましたが……よもや邪じや竜りゆうと契約を交わすような者を、新たな勇者として認めただけでなく、その事実を隠して我々三国同盟の決議による重大案件の任務へ推挙されるなんて。きちんとした説明をいただけますか、バラム陛下？」

　リスティは厳しい口調で、テーブルの向こうに座るバラムを睨にらんだ。

　完全な物証がある訳ではない。事実無根だと言い張ろうと思えば、そうする事もできただろう。しかし、バラムはあっさりとその事実を認めると、むしろ当然のように、

「相手は魔ま王おうの娘だ。毒を以って毒を制して、何の問題がある？」

　きっぱりと言い放つ。

「我々はアレイザードの平和のためにも、魔族の残党が不ふ穏おんな行動を取る事のないよう、魔王の娘を捕とらえる必要があった。そして、魔王の娘が逃げたと思われるアカツキの世界へ行けるのは、フィルを措おいて他には居なかったのだ。しかも魔族の残党を大人しくさせるには、生いけ捕どりにして証拠を見せる事が必要不可欠。そのためには、再びこの世界へ戻って来て貰わなければならない。これら全ての問題を解決できる者が、ザッハークと契約を交わしているフィル以外に誰が居るというのだ？」

「そんな暴論が通じると、本気でお思いなのですか……っ」

　リスティは語気を強めた。

「この世界の平和のために、邪竜の力を使うなど……そもそも、アカツキの世界に魔王の娘ミュウが居るという根こん拠きよすら、きちんと示せていないというのに！」

「その通りだ。だからこそ、尚なお更さらこの世界へ戻って来る事が必要なのだ。アカツキを妄もう信しんしている君は、根拠ではなく、それこそ証拠を見せない限り納得しないだろう」

　大体。

「先程から疑問に思っていたのだが、ザッハークの力を借りる事の、一体何がそんなに不満なのだ？　力は善悪ではなく、強いか弱いかで語るものだ。持ち主が正しく使えば、それは何の問題もない事だ。綺き麗れい事ごとを並べるだけでは、事態は何も解決せんよ」

「──ふむ、それは確かにそうかもしれんなぁ」

　と、それまで黙っていたアレクラスタの教皇ヴォルクが、重い口を開く。

「我わがリシャル聖教の聖光神アレクティアも、立場と見方によっては善にも悪にも取れるものだ。今日の信しん頼らいは、先人達と我々が誤った信しん仰こうをしてこなかったからこそ、得られたものだしなぁ。それは、シェルフィードが建国の折に盟約を結んだ、四大精せい霊れいも同じ事だと思うが……どうかな、リスティ女王？」

「それは……」

　そう言われてしまっては、リスティもヴォルクの言葉には反論のしようがない。

　だが、まだ納得できないとばかりに、

「──ですが、それではフィル・バーネットの善悪は、どのようにして証明されるというのですか？」

　呻うめくように言ったリスティの問とい掛け。それに応えたのはバラムだ。

「そんな物は決まっている。結果だ。これまでの歴史がそうであるように、全ては結果だけが証明できる。魔王の娘を捕らえて戻れば、たとえザッハークの力を借りていようと、フィルを勇者と疑う者はいなくなるだろう。言った筈だ、リスティ女王。私は未来の勇者を信じ、君は過去の勇者を信じた。どちらが正しかったかは、結果が証明するだろう」

「ご立派なお考えですわ、バラム陛下……」

　ふと、ヴォルクの背後に控ひかえていたミランダが口を開いた。

　老ろう齢れいであるヴォルクの補佐を許された若き大司教は、冷たい微笑を浮かべて、

「──ですが、陛下の仰る『結果』というのは、一体どのような物なのです？　無論、フィル・バーネットが魔王の娘を生け捕りして連れて戻れたなら、一いつ切さいの疑う余地もなく陛下の決断が正しかったと証明されるでしょう。しかし、もし魔王の娘を連れて戻れなかったとしたら、たとえどう言いい繕つくろおうと、勇者アカツキを裏切り者と仰られた陛下の正当性は証明されませんが？」

　そして、もしそうなれば、三国間におけるディスディアとバラムの発言力は、一気に弱まる事は避さけられない。しかし、バラムは、フンと鼻を鳴らした。

「構わん。その時は発言の責任を取り、リスティ女王の気が済むまで、幾らでも非礼を詫わびよう」

「……………………」

　堂々としたバラムの物言いに、リスティは黙り込んだ。

　バラムは完全に、自らの正当性とフィル・バーネットを信じている。

　……それなら、私だって……。

　リスティは思う。自分もまた、己おのれと暁月の事を信じていると。

　──その時だった。不意に、大広間の扉が乱暴に叩かれたのは。

　誰もが何事かと思う中、部屋の隅すみに控えていたワルキュリアが、小声で扉の向こうと短く言葉を交わす。そして、すぐに扉は開かれた。

　入って来たのは、シェルフィードの大将軍と、精務長官。ゼクスとルーティエだ。

「どうしたの二人共……今は、まだ会談の真っ最中で」

「見れば解るさ、そんな事は。だが、こっちも緊急なんでな」

　報告するぜ、とゼクス。

「たった今、ブラックマウンテンに関する続報が入った。ザッハークが消えてもこれまで大人しくしていた島の魔まじ獣ゆう共が、いきなり争い始めたそうだ。専門家の話じゃ、『恐らく主が死んだ事で支配下から解放され、秩序が崩壊したものと思われる』だとよ」

「それ、本当なの……？」

　突とつ然ぜん舞まい込んだ吉きつ報ぽうに、リスティは驚きを隠せない。

　それとは対照的に、

「──馬ば鹿かなっ！」

　テーブルを叩き、勢い良くバラムが立ち上がった。ゼクスが報告した内容──それはフィルの敗北と、任務の失敗を意味する言葉だったからだ。

　しかし、ルーティエは冷静に告げる。

「こちらの調査結果に異議があるというなら、ディスディアでも調べていただいて構いません。ですが、多分結果は同じでしょう。ザッハークは高次生命体です。もし死ねば、その魂は肉体という檻から解放され、安息を求めてまずはこの世界へと戻ってきます。魔獣達は恐らく、ザッハークの魂がブラックマウンテンに戻り、それから神層界へ昇のぼってゆくのを察知したのでしょう」

「あり得んっ！　フィルとザッハークが、はぐれ勇者に敗れたなどと──」

「──いや、別にアカツキに敗れたとは限らんだろう」

　と、ヴォルク。

「とはいえ、魔獣共が騒さわぎ出したとなれば、少なくともザッハークは倒されたと考えるべきだろうなぁ。そして、もしそうなら契約を交わしたフィル・バーネットも、この世界へ戻ってくる事はもうあるまい」

「馬鹿な……」

　未いまだに事実を信じられないように、バラムは短く呻いた。

　すると、

「さて、どうしたものかなぁ、バラム殿？」

　困ったようにヴォルクが、顎あご鬚ひげをしごきながら、

「どうやら、結論が出たようだ。君の言う通り、もしアカツキの世界に魔王の娘が居るというなら、それを事実と証明できるのはフィル・バーネットだけだった。だが残念ながら、彼がこのアレイザードへ戻って来る事がなくなったとなると、最も早はや真相は藪やぶの中だ。後に残るのは、君がアカツキを貶おとしめた発言だけとなった訳だが……どうするかね？」

「……………………」

　呆然となったバラムは無言のまま、ドサッと椅い子すに腰を下ろした。

　そしてその様子を見たリスティに、ようやく一つの感情が湧わき上がってくる。

　それは歓かん喜きだ。

　ザッハークを倒したのがアカツキだろうと、ヴォルクが示し唆さしたように別の人間かもしれなかろうと、そんな事はどうでも良い。これで暁月の汚お名めいを晴らせる。そもそも、今回の自分とバラムの諍いさかいは、バラムが暁月を裏切り者扱あつかいした事が原因なのだ。その発言の撤てつ回かいと、謝罪を正式に行って貰えるなら、それでリスティは満足だった。

　……やったよ、アカツキ……。

　心の中で、遠い異世界にいる暁月に喜びの報告をしたリスティは、しかし気付く。

　本来なら、自分と喜びを分かち合う立場の、ゼクスとルーティエの顔色が優すぐれない。

「どうしたの二人共……？」

　一体何事かと問うリスティに、やがてゼクスは重い口を開いた。

「……報告しなきゃならない事が、もう一つある」

　それは、

「ゲイルペインの国境沿いに、魔族の残党の監かん視し目的で駐ちゆう留りゆうしていたウチとディスディアの混成部隊が壊かい滅めつさせられた。生き残った奴の報告によれば、夜間の野営中に突とつ然ぜん魔族に襲おそわれたらしい……」

「え────」

　リスティは一瞬、ゼクスが告げた言葉の意味が解らなかった。

　何故なら魔王ガリウスの死後、ほとんどの魔族はゲイルペインの森の奥で静かに暮らしていた筈で。反魔王派や、魔王軍から離り脱だつした少数の抵てい抗こう勢力は残ってはいるものの、向こうから仕し掛かけてくる事はなく、遭そう遇ぐうしても小こ競ぜり合あい程度しか起きていなかったからだ。

　──だが、事態はリスティの思考を置き去りして動き出す。

　魔族によって再び多くの命が失われた以上、最も早はや誰だれにもそれを止める事はできない。

　このアレイザードで再び、人と魔族の戦争が始まるのだ。



６



　──そして、凰沢暁月は眼を覚ました。

　まどろむ意識が覚かく醒せいし、自分が今居る場所を教えてくれる。

　そこは東京湾を臨のぞむ、特別自治区の海浜公園だと。

　暁月は、ゆっくりと身を起こそうとして、

「ん……？」

　ふと気が付く。いつの間にか、暁月の身体は心ここ地ちの良い重みを得ていた。

　それは、暁月にしがみ付くように身を寄せ、眠ねむっている一人の少女だ。

　完全に暁月を信頼し、身を預けている少女の寝顔は、可愛かわいらしく穏やかで。

　暁月はふっと笑みを浮かべながら思う。自分は、少女の居場所になれただろうかと。

　……けど、まだこんな物じゃいけねえよな……。

　父親の仇かたきが、唯一の居場所なんて。そんなのは悲しすぎるだろう。

　だから、急がなくてはならない。この世界に、きちんと美兎の居場所を作るためにも、自分は一刻も早く父と兄を止めなくては。それは、自分の目的を優先し、美兎の居場所作りを後回しにするという意味ではない。暁月の計画では、自分があの二人を止めた時にこそ、この世界に本当の美兎の居場所を作ってやれる事になっているからだ。

　──以前、千影や葛葉らと共に買い物に出た時、暁月は美兎に語って聞かせた。

　この世界で、美兎が暁月の傍に居る事には、理由があるのだと。

　恐らく美兎はまだ、その言葉の意味を解ってはいないだろう。

　だが、それで良い。今はまだ、美兎がそれを知る必要はない。彼女がその言葉の意味を知るのは、自分が父と兄を止めた後でなくてはならないのだから。

「……とはいえ、ちょっと考えないとな」

　どうしたものか、と暁月は思考を巡らせた。

　一刻も早くコクーンや朱の黄昏と肩を並べ、兄や父を止めたいと思う。

　──だが、ここで障害となってくるのが、アレイザードの問題だ。

　ザッハークのような化け物を追っ手に差し向けられたとなると、暁月が美兎を連れて来ている事は、もうバレてしまっている可能性が高い。

　……しかし、一体何ど処こからバレたんだ……？

　暁月は首を捻ひねる。美兎をこちらの世界に連れて行く事は、誰にも話していない。無論、それ位で完全に安全だなどと、楽観的な事は考えていなかった。ノルンチェックの美兎の予言もあったし、いつかは来るものと思っていた。だが、これは幾らなんでも早すぎる。

　まるで、何者かに仕組まれているかのように。

「さては、何か面倒な事になってるな……」

　恐らく今のアレイザードは、かなりややこしい状況になっているのだろう。

　そうなると、気がかりになって来るのはリスティ達の事だ。言えば間違いなく反対されたため、なるべく迷めい惑わくが掛からないようにと、黙って帰る事にしたのだが。

　まさか、こんなに早く迷惑を掛ける事になるとは。

　……怒おこってんだろうなあ、アイツら……。

　暁月は頬を掻いた。自分を憎にくんで、忘れてくれれば面倒はないのだが。

　しかし残念ながら、自分とリスティ達との絆きずなは、そんなに弱いものではないのだ。

　それにフィルの話していた内容から察するに、もしかしたらリスティ達は暁月の事を信じて疑っていない可能性もある。もしそうだとしたら、同盟を結んでいるディスディアやアレクラスタと協同歩調が取れなくなり、微びみ妙ような立場に追い込まれてしまいかねない。

　……変な所で、アイツは意地っ張りだからな……。

　素す直なおじゃないシェルフィードの王女を想い、暁月は苦笑する。

　また無理をしていなければ良いのだが。

　──それに、他にも心配な事はあった。

　それはフィルが言っていたように、これから先またアレイザードから追っ手が来る可能性についてだ。フィルが美兎に言ったような、次々と追っ手が差し向けられる事はないとは思う。だが、確かにフィルが最後とは限らない。

　そして、もし次に来る相手が、フィルやザッハーク以上の強敵だとしたら。

　今度こそ、美兎に何かあると周囲に教えてやるようなものだ。

　そうなると、いよいよ彼女の秘密を周囲に隠し切れなくなってしまう可能性が高い。

「さて、どうすっかね……」

　事態は連れん鎖さ的てきに、悪い循じゆ環んかんへ陥おちいりつつある。全ての問題を解決できる方法は、たった一つだけ。それはまるで、暁月の事を誘っているかのようだ。

　だが、構わないと暁月は思う。

　たとえ罠だったとしても、あえて飛び込み、罠ごと蹴け散ちらすのが自分のやり方だ。

　だから心の中では、もう答えは出ていた。

　それはきっと、はぐれ勇者の運命。

　凰沢暁月は、天を仰いで呟いた。



「やっぱり──もう一度行くしかねえな」



    

  
    
      あとがき





　前巻から引き続きの方も、全ぜん巻かんまとめての方も、本書を手に取っていただきましてありがとうございます。上うえ栖す綴てつ人とです。さて私は昔から、自分が好きな漫画や小説、アニメやゲームについては、半永久的に続いて欲しいタイプでして。特にＲＰＧなんかは、そろそろクリアしそうな気け配はいを感じると、途と端たんにレベル上げやサブイベントに走っていました。

それでも、我が慢まんできなくなりエンディングを迎むかえる時が来る訳わけですが、思い入れが沢たく山さんあるので、エピローグは長い方が好きだったりします。とても幸せな余よ韻いんに浸ひたれますので。

　そして。この『はぐれ勇者』という作品は、この物語自体が、言わば壮大なエピローグです。なので、作者としては長く続けられたな良いな～と思いながら書いています。

　では、この巻の見所を少し。ＲＰＧ的に言うなら、やはり『ボス戦』。それも『パーティ戦闘』ですね。その際のボスキャラは、巨大でなんぼというのが私の自じ論ろんです。後は、物語の鍵かぎとなる『重要イベント』。これまでずっと悩なやみ、故にこの巻で非常に苦しんだ美み兎うが、それでも覚かく悟ごを決めました。でも、きっとここからです。彼女が本当に大変なのは。

　またこの巻では、暁あか月つきが今まで以上に活かつ躍やくしており、文もん句くなしのＭＶＰなのですが、私的には裏ＭＶＰとして、鬼おに塚づか君を挙あげたかったり。いや～、奴は良い仕事してくれました。

　それでは、本書にご協力いただいた皆みな様さまに謝しや辞じを。イラストの卵たまごの黄き身みさん。毎回素す敵てきなイラストをありがとうございます。八月の授じゆ賞しよ式うしきでは、お会いできて光栄でした。これからも、ぜひ一緒に本作を盛り上げていただければと思います。それから担たん当とう様、毎度ご尽じん力りよくありがとうございます。次はもうちょい早めに原げん稿こう上げられるように頑がん張ばります。

　そしてその他の関係者と、何より本書の読者の皆様、いつもありがとうございます。中にはアンケート葉は書がきを送ってくれる方も居て下さり、本当に助かります。割と捨てられてしまいがちですが、何気にアレが作家と作品の生命線だったりしますので。ちなみにＨＪ文庫のアンケート葉書は切手が要いらないので、気軽に本作の感かん想そうを書いて送っていただけると、作者と作品のＨＰが回復します。抽ちゆ選うせんで図書カードも当たるそうなので、ぜひ。

　そして皆さんの応おう援えんとご協力のおかげで、まだこの物語を続けられそうです。この巻では重要な伏ふく線せんも出していますので、今後とも『はぐれ勇者』をよろしくお願い致します！

　帰き還かんした世界で役者がそろい始めましたが、ここから物語は新たな局きよ面くめんへと動きます。

　はぐれ勇者と異世界アレイザードの運命は、やはり再び交わる事になりそうです。

上栖綴人



    

  
    
      ◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆

〒151-0053　東京都渋谷区代々木2-15-8

ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部

上栖綴人 先生／卵の黄身 先生
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